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はじめに

ι5野UI大学長 1筒井真典

ロフアツー

吾がお型1111大学のインド酋北部ラダァク ・サンカ 松長教授は従来不明て'あったかの翻訳古と伝われ

ル〈ザンスカール}地方の第三副総合調王立が終り， る!Isく後期経教を盛んにし， 乙の地方に多くの宅rそ

こ'-1<.r;g三回調査報告Jが発刊されることになり 建立したと伝えられるリンチ£ンサンポの遺跡を克

ました ζ とは大変うれしいijJであります。あの月位 明に調査され，そのお堂等の儀式治まで皮肉してい

界を恩わすような乾燥した不伎の土地で，長期閥!<. tこTごいた乙とは大変有Z主義な成果であったと忠われ

わたりよくも頑張られたものと週~kJを表するもので るのであります。

あります。 尚壁繭の研究等K当って色彩休i諭にとらわれず，

否が高野山大学の隊貝は一般の好奇心ぞ滅jt.ょす旅 必ずその本務、たる儀軌にさかのぼって探索し，その

行者と奥はり，その調資の滋砲にま百学 ・跨史・教J!l! 立摘されたl'Jiは立派な ζ とであり，今後もかかる砂f

f事に深い滋殺と経験を持つベテラン織が星雲加した強 究形態の総統治5望ましいのであります。

みがありました。 この方面のR語学であるスヰルグロープ縛士にも ζ

現在苔が隊と行!fOJを供にした毎日新聞隊の報告で のラダック地方氏側するI設近の著者があ りますが，

ある「もうひとつの西遊記JIζは興味ある記ijclがよ 否が高野山隊はとれ以上に出た研究成果が報告・され

せられ，記者独特の緩いヲッチの読物がA十固まで に乙とは大変うれしいiJiと思われるのであります。
ζとli

~Gいています。乙うした記事によって，地味な調fi c.乙にいささか蛇足を加えて ζの発刊そ寿ぐ次第

活!~Jf乙宙開の関心が寄せられる ζ とは，啓ばしいζ であります。

とです。 19801芋3月 20日
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第三回調査総括

一第三国学術調査を終えてー

附和 52年五i_. ラダッ夕刻l!万のレ一地域H:，~吉野

山大学より，第一朗のチベット仏教学術調符凶が派

巡された。昨年の第二回Iとひきつづいて，今年も，

五名の凶良が， ラダァク地方に赴いて，チベット仏

教の現地調資lζ従'Hした。

今年実犯された第三回のチベァト仏教文化調査は，

いくつかの特色をもった。すなわち，第一例，第二

回と調査が進むにつれて，前1111までの溺究の成果を

取り入れて，新たな計・l函を樹て1..おす必裂が生じた

こと，現地調資が回をruねた結果， レーおよびザン

2 カール.lU!減のチベァト仏教文化の研究を，はんら

かの形で集成して総合的にまとめ， 報告するi'.i:~が

生じた乙とである。そのため，今回は!:¥!I備段階より，

調査目的，対象，闘員のt博成などが改めて検討され

なおす乙とになった。

まず調子E自的の変化である。昭和49年五lle:.ラ

ダァク地方はながく続いた外国人の立入り禁止の令

を解いて，広<1尚戸を外』ζ向って闘いた。それより

二年の慾備期間をおいて.IIs和52年;Q.?高野山大

学がラダァクの地11:学術調子モ闘を送った。当初Jの滋

闘は，ラマ教す伝わらチベッ ト仏教の文化遺産と，

そのうだ態令調査，研究することにあった。現在.w.

教が生きた宗教として生命ぞ保っているのは日本と

松長有鹿

チベァト文化問しかない。チベフ 卜本鼠はすでにゆ

同に編入されて， 俗的の多くが凶外KU~ているため，

チベット仏教がいまなお息づいている地践は， ヒマ

ラヤ周辺のとく一部iζかぎられている。ラダック地

方は六 ・七千メー トル級の(.I，山11:かこまれた隣地iと

あり，そのうえ，ながらく鎖問状態にあったため，

比較的占いチベット文化がそ乙なわれずに霊長されて

いる。ラダフクの仏教文化の解明は.l現戚関係にあ

る日本の筏教徒の手によってはじめて可能であり，

またi'!務であると考えた。とのような怠図のもとに，

ラダック虫色方のチベット仏教の現地調資を，第一悶，

第二同と継続しているうらに，調査目的Iζ変化の萌

があらわれぷこ。調資を進めるにつれて，ラダック地

方の仏教文化は，矧にチベット仏教のみならず，イ

ンド滋教の:i.'t震な遺fEである ζ とが判明しはじめた

からである。

インド本闘から沼教が療を消して，すでに八百年

を経ている。インド本問には，ほとんど密教の遺跡

弘法品も残されていない。ところがラダック地方

に残る古い寺院には 7世紀のインド筏教がそのま

ま継彦されている乙とに気付いた。ラダックはチベ

ァト仏教の文化逃g'flだけではなく，インド禽教の研

究にとっても.:!.'U霊な資料を?保存していた。剥奈の
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!I的l.t. ~初めぶした'tきたチベァト仏教のiJI'犯と

と(，1ζ. 市いインド官官教の文化遺径の研究1ζ 志向け

ら;/1.t.二。

め=.1"1の，~~~f.聞は，乙のような・Ht，'Iからラダッヲ

地ん-の8~ 、，';H:.絞るインド総数，とくに 11 11¥紀に

ιのJ1I!/Jでr8mしたリンチ a ンサンポのも十らした

術教の，~Utを呪点的11:行った。その凋1'':4比取は.改

めて後Iζ くわしく綴告されるでゐろう。

つれζ縄uの対象について色，変化がみられる.

第一(111の凋1'':凶は，ラダフクIl:残されたチベット文

化の全貌を知るために， DlQの凋1'f対象を， )にまか

に -:.fis11:分け，それぞれに研究者と学伎を7配しに。

l 、午院の峨幽，彫刻jなどの品目1'tfJI.2. ，~院にl肝

泌されている終決などの文献溺1'f腕。 3. ラグァク

地方の，~(r;i:および民衆のゆで保仔されている京教儀

礼，1.1:俗fi'JII，正どの.;w貨統がそれである

者~-[r11の必丘凶 l.t， 第一凶の調丘成*'ζ広づき.

インド官官数研究のt'.t3i/，(資料をもっアルチチ g ，̂コ

ル住居'ì止の唱曲I~丹念に擬彩し，それらを研究f'f"1 と

して伐す乙と。また第一回の;潟貨において伐された

ザンスカールI也/jの仏教を潟資することに11械が凶

かれた。第一闘，第三阿ともに凶f，tのJi'j)JII:よ勺て

n僚はほぼ泌lJtされ.その成来lまm・問および司1

伺の級世i¥!fの中1ζ くわしL、。

:fj=;(IIJの湖Yi:聞の」調査対象として. もう一度:n-

[n)の湖必の際11:似1主的Il:区分した三河の対象の内検

討から始めた。その結果，第2の文献凋伐と.河13

のシii教儀礼と民俗行恨のJ調査は，短期nuのM~ :I'ill:よ

っては，学術的にi.11制度の高い成集そあげるにはむ

ずかしい。したがってこれからの溺伐には.一 ・三

年にわたって現地11:住み乙み.~貸する必'J:fがめる

とのxえから，派遣する人還を進めたが，結~ù. 教

日および学生のrl'll:.その通mr.ぞみいだしえず，

文献と儀礼を対象とする訓 itt，~t酬は一氏.'.今回t立政

余せき'るをえI.{かった。しにがq て.比般的責臣民月IIU

Il:学術的1"・成*をあげうるmーのW~す1，( わち，ty院

の明断.I~A1J の刈1'í'I1:，その11等t令し1;['る乙とにし

fこ。

，~1宅地肢は， レーI由民とやf./スカール地践を合u'

ラダフヲ地方において.市ー(nJと怨こいlの潟iiにも

れた寺を!司¥1:¥的1ζA泌する ζとに1.(った。それは

ほとんど四・五 f.lートルの1(1民地mll:ゐるため.

肉体的，精神的にかなりのi付般を伴うであろう乙と

が当初よりてH11された。

泌flll寺WlI.t. ラグッヲJ1I!んにおいてー奮気候がよ

く，また，ザンスカールJ1I!ん1ζ人以ずる ~Iζ絞る j愈

まれた 7月を中心とする ζ とには勺fこ。教員，学生

lζよって凶ぬが偶成される00係1:.立体みのはほニ

カ月がそれにあてられた.;n-[i')のJtl正問Iム経済

的，時間的位制約のため，学JIW立のc<限られた

Jtllllllでゐった。しかしめ一向別代のlJt梁が広〈認め

られて，第二["1以降の，JI~1ft Il: I j. .氷川当局をはじめ

級者より経済的は俊助を1(1たため，およそニカ月に

わたる調flが可能とはったのである。

つぎに団員の術4えについて.j)ij述の調査問的と対

象 lζ応じて，第三InJの!~h'H'"災ぬするため， 第一例

の調査団の長でゐ。fこ係長m袋が，内び第三闘の議

査のulH?負う ζ とに信守fニ.第三恒iの調査団の派

illl部備についても，黙々と 11にほえぬ努力を長ねて

いたfごいたチベァ卜仏教研究会の四人の委員には，

是非参加していただ与たかった。だが点助教綬は駄

に派遣されるプータンのヤ術品目伐の徽備， 望鍍置証汲主

教綬Iは立曲舗E父の衡御1病5公%〈4t.活1~，)I帥iζl.tザンスカール調

ffK よってかかった肝炎のt'û~ と.それぞれやむを

一6 -



えぬ1l1l自によって，!ff返された。それでも，九年前 現地調ずれと不"J~くのラタ'ックめはいしチベット Jf1

11:ヰバール11:ーカ年余り倒学され，ヒマラヤの奥地舎 のできる附UO)選定には，白書った。占m議師の参加

縦僚にF惜した終験をもっ氏家制根が，同行を制4 が不可能であるため，だれか代りにI':'j行してるらう

されたのは干・いであった。氏g斜め.f!d受には， 自身のItJf iIIi.lf(が， どうしでも必2l'である 。 ~-:，野山大学の乍'1

犯のほ仇隊の~JI"JJ務一切をひ b うけていたTごいたφ 中1ζ適任{fをみいだしえはかったので.やむ令えず.

本年のl'l't地It~がほとんど111MJ世tifの守院である 名古屋大学:IHきで庁、バール在住の刈悩~3号嶋氏Iζ特別

ため， UI属地f告をE宮殿する妓術.U-JJ.続神力『ζ禿 参加令願。fニoI'M!が入主主するーカ月 t，uiJからラダ

で，渉外のUrilζわ・いてもt友1詳の能力を色つ1s多野:(1 ックに入り，腕をさすって我々を伶らかまえていた

(潟野山メど'{<P4 1111'1: )の参加は必íJI である。 rf~n1<1. Ioìif尚氏ではあったが，病気のため，~際に隊と行!llIJ

Ja終学年でことのほか多忙'..Qt，.j，みを，快〈フイ 11: を共にする例会が少なかった乙とは， ln]氏にとって

して，悶WI:1l1わってくれた。今年込山岳寺錠の潤 色残念'..ζとであったろう。しかしラダフクの1症に

:1'1'11:.かれのもら昧はフルIUfかされた。 はじみ深い同氏の悶々の配慮が，今伊lの調査活動11:

またラダッヲ J出必の寺院のI鴨副111ζ込~Jl1の深い小林 大き伝助けとはった。

防若君(両目甲山大学大学院修士oCI!f，'附拘53年度修 昨年の第二伺凋1'fのとき， リキル，'jで特別に依頼し

了}の研究.fiとしての能力1丸今年の議:0:にも内て た護摩供の執行以来， J盟~f去の研究11:熱中している

がたい魅力をも。ていた。今年. I.d.[ll卓三カ月余り 啄本佳.ii:iAt(内野山大学大学院修 u軍程二回生 Ht.

レーに滞イEし.J9院の自主画調子Eのみはらず，写以の 昨年の凋l'f.で伐された儀礼と行・J1の総まとめのため，

S詰影にも協IJを1I.rしまなかった。 今年も同行を希守{した。宗教儀礼の，l'4;i主は本年の羽
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fil-HJ¥ョには入ってい伝いが，同.llの研究の完成を:I!

んでn)Jl)Iζ問民tζ加え，一昨年と昨年の終験を~I:か

して Eとして7);外の任にあたってもらった。

さらに今年の第三副調倉隊の大き!.cr-i色iよ， fti 11 

新聞社・社会総の紀初である佐藤政t氏一行六千合の谷

川lでゐる。シi~教担1. ~1記者としてジ守一ナリズムの銃

一線に tjljJ/dする I ， ð氏は，過去二聞の~:srf山大争のチ

ベァト仏教訓tif.llの活動IL注目し，第三1111の，'¥'1:a:t聞

に同行する ζとを約泌された。それも111tl:r"H Iし.

:e・11にするという従来の調資l!Jl材のパターンからぬ

けだし，研究賞とジ 守 一ナリヌトのよ~f，tl研究l刈:l'tを

uざした。 V五縦犯行は仏教各宗の白断の1mをかけめ

ぐり， {同人的佐川移illld係によって多術iのrft111 'i' mめ，

さらに別名の|吋/.:lの派:&lを可能とした。このようは

経過令絡て， ~を4書記者と . 毎日新聞社カメラマン将

雄一氏'i'入れて，大名の闘員よりはる1uEl隊と高野

山隊とからはる総勢 12名の調査隊が制成された.

ζ うしたf韓日隊民の一人，文化人類学の研究省で

ゐる山崎IE知氏は，出発前から今闘の凋ftの食tr4"十

TIijと袋<<nlt尽)Jされただけではなく，山岳地m防般

の級精"c~ 1 耐のm終， f.(. らびに会~nJlf6 f.(. ど煩庁iな

{上!Jl一切>:eひきうけられた上，自身のIi1f究活動を巡

められた。

l世界60数カ闘を単独旅行し.いくたびかの生命

の危燃をのり ζえた:l't返信経験を色つ部号外生活eのベ

テランJ，f，~品昭道氏は.キぞ ンプ生活のリーダーでも

めると I， dl吟 IC，、予鋭壁画の写真lØ~にも f 1iヨiは も

ちE去を1:かされた。

カメラマンとして，すでに多くの災級をもっ)JUi勝

敏氏Iま，三 カ月余りの長期間にわたりレ一地区Iζ紛

在し，あるいは山のような写真倹材を前んだロパの

後脅迫いつつ，いく度も高山を越え，B事1也の寺院の

綴~を続t1，また..々 J プの{!iIC t.，おそくまで黙

々と記録鐙箆にあたった。I，d氏の担投影された墜両の

大部分は，高野山大ヤのチベァト仏教研究会民毎日

隊より谷閉された。それらは今後， ~:s野 rLJ大学にお

けるチベッ ト仏教1i11'J1:のf!，ri'"資料となるにちがい

f.(. ~、。

足立安史お('，tR自川};!'NJ.、宇lis四阿佐)rま若さに

ものをいわせ， :J_f1C C.まめに， しかpgたに一切の

量産引を，いやf.(.額一つみせず， 丘三カ月余りにわたり

みととに処慰してくれた。かれのバイタリティあふ

れる活E躍によって，ねlU-I，dどれほど助けられたか

知れない。

毎日隊の六名のJ5々は， 一人ひとりがすばらしい

倒伎の持までありはがら，小伐を役して佐藤隊長の

もとにみととなl~j体行動に微して，今回の学術調貸

IC協力された。炎天下での，!J院の測fillt，(1乙りっ

ぽく五~~音い寺院内の略耐の保WIC，何千〆ート )V，

五千メートル級の山超えとキ センプ等々に，毎日隊

のfj々 の協力がはければ，;U三[n]の高野山大学ラダ

ァク調査団の成集lま.おそらく何分のーかに減じて

いたにちがL、f.(.~、。

またレーにゐる|司立高校の教CIIlで， iラダァクの

4j:t;主と減の機史入門Jの衿ii， rリンチェンサンポ

伝Jの編者でもあるトプテン ・バルダン帥は，費量い

ニ週間の夏休み，および学期ゅの日陥 ・祭日をすべ

て繊牲にして，われわれの.ii'jft活動Iζ献身的な助力

をf貸しまれなか。た。附の協)Jがはければ，とれほ

ど短期間IC，ラダック1血Jjのìfi跡の，;I.~査が遂行せら

れなかったであろう。

またアルチ閲辺の~j 々の，"-h'ilt(;t.，アルチ村のロ

ンポであるソナム ・ドルジェ氏が，ザンスカール地

践の調査には.カルシセ村のロン;f.の子息ナムギ守
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ル氏が，終始同行され，それぞれ適当な助言と協力

ぞいたfごいたととも忘れられ必い。

(，吉野山隊と毎日隊，合せて 12名の大宮部E隊lκEなる

fたこめ災際の

2続世4κζ分tけl'た二。会人の行動は ζの報告符の後Iζ記録さ

れている。 ニ百数十キロに及ぶ写点機材と食料の幅員

送と，ヘ ミス寺の祭典見学のため，毎日隊六名と，

c吉野山隊のうち，小+*，是正本の両名は， 6月21日

Iζ成聞を発った。松長，氏君主，常多の三名I立大学の

夏休みにI.{った 7月8臼，レーに強UlIし，先進隊と

合流した。

7月中i卓会員を少人数の数日'Hζ分け，それぞれ別

個に調査t活動を続け 8月には，レーに絞る壁画の

調査 ' lIíl ~ffiと.ザンスカール地区の調資ßIとに二

分され，それぞれに高!llJt1lW.毎日隊の数名が配された。

8 月以降， 南側は病気の君主義， 塚本は毅j撃の砂防Y.ft~1

収集のため，それぞれ隊を総れ，単独行動lζ移った。

:MU込氏2R，:常多が8月末tζ，佐t車，自立，馬場が

9月20日偏j鴎したのちも， )JP~事， 山崎，小林， 足

立はレーに残留して，継続して潟主主活動と，2手只の

lIil影Iζ活縦し 10月 12日に成簡に帰り，四カ舟

近くのラ ダック調査I~終止符をうった。

ベースキャンプ地となったレーですら，潟抜三千

五百メー トル余，そのほか四千メートル，五千〆ー

トノレのお地て'の活動，限度の乾燥と，昼夜のはなは

だしい温度差，刷lれぬ食司1，ダニ， シラ Eといった

mの攻参与による不眠等によって，ほとんどがかわる

がわる身体の不鴻そ訴えた。一人の臥床が他の何人

かに大なり小なりi品益な負担を強いるため，各人そ

れぞれ熊耳Il'a'玖知]で調査活動を継続 した。ま乙とk

~ぐましい努力というほかはなb 、。 ζの報告書に も

られた研究成果の中には，いまだ世界lζ知られてい

ない新しい発見も少なくない。だがその裂には， ζ

うしたi@郎伝条例ーのもと，個々の団員のお地での人

知れぬ努力が秘められている。したがつて今l'伊例"叶'1の

T資空4報再戟t告{はま，側人名てで，発表せられてiは立いるが，いずれ

も診加した全員 12名の共同研究の成果といわねば

なら必いであろう。

今年度の調査研究の成果l;t， 各団員によって綴告

されるであろうが，要点のみ~せばつぎのi泊りであ

る。

l ラダァ夕刻b方(レー地域.ザンスカール地域)

!L存在するリンチェンサンポの寺院とt信感， ζ とご

とく調設し， 盛岡の写L・'H員影と ， 寺院の~ilUJ'a'完了

した。

2. "7ルチ寺の三l函2誌の二階の目童図についての従

来の滋の~りを訂正し，それがまだわが函に知られ

ておらず，世界の学界にも紹介された ζ とのない金

剛界隻茶維のー磁であることが判明した。

3 小スムダ寺において，金隠11界 37毒事の立体隻

?1tX:ltが発見された。

4. ザンスカール地域lとおいて，未調査であった

奥地のリンシェ..t.プク控ル寺，ムヰ守等の学術よ悶

T立をおえ，その成果をはじめて公にした。乙れには

毎白隊の単独:;1.'1:1唱による成果も含まれている。

5 へ..̂ 寺，フィヤ ン寺の祭り，宗教儀礼，な

らびにリキル寺における三五五(息災，僧主主，敬愛〉

のA盤wi法を，八ミリフィルムK収め，今後の研究の

l'fKIJl:した。

なお三闘のラ ダック調査聞に参加した，小林，常

多，塚本の三君が調査の成果そもとに，図像学 ・康

史 ・儀礼それぞれの専門研究者IL育ちつつあるどと

も，特記しておかねばならない。

当初の計画iでは，ラダック地方のチベット王寺院の
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L国主t(;t.，今1fを6ってicfし.つづいてヒマラヤの

他の凋伐に診る f~であうた。しかし本年の凋炎，

研究K際し. リンチェ Jサン;f，の寺院とiI'l駐車を，J語1't

するうちに. リンチ aンサンポがラダッヲ.ItI!/jfと移

値したのは. インドにおいて七・八Ht紀乙ろ栄えた

金尚111百科系の本絡的，.{~時教である乙とか判明した 。

インドにおいてp 金制孤島E系の密教のiI'1跡ft乏しい

乙とから. リンチェンサンポの筏教の研究r;t..単1ζ

ラダッヲの仏教だけでは~(<. 1司本の~，1~教の研

究にも，1:比になっ乙とでめろう。

リンチェンサンポの与とJi，*r;t.. レー.ザ J スカ

ールはどのラダフヲ地方ーのみならず，それより象の

111 岳I血fi?であるスピチィ .ラホールI血ゐ¥ さらには

いまは中附鈎となっているチベァトのグゲ地/51ζひ

ろがっている。リンチ，，~サンポの采似の調鐙，さ

らには<i>.捌瓜絞の密教を完全lζ舵録するためには，

さらに米均度以降Itせめてスピテ h ラホール地方

の寺院だけでも調査する必要があろう 内野山大学

の過去三liilにわたる潟fftIJf:先は，現地でも注目され.

いまであれば，乙れらの外i国人の入政策11.地区民入

るための特別の持司令とる飢'庄が与えられやすい。

Tこだとれら学術調炎治>1iわれてい'..いIlr院地織の

~l院の調fifζ は，いままでにもまして強制収外)J，

附体力，研究iJ欲.さ らにはすぐれた21争力を志っ

た人物があたる必立さがある。 ζ ういった人材の集成

が今後のチベット仏教，ならびにインド術教の現地

A任のためのhtλ;のよ草題とはることはいうまでもは

いであろう

lti後にははったが，第ニ11I1 ，，~\!l'fl.lJ大学ラダ ァヲ I也

b・.l1炎印の~l13 rζあたって. ~ð自の資金銀llIJH品っ

たぬ野山j.1 tJ~;~t 正玉野山入:''f. . 正.';野山住際会，金剛

怖とf~主~T、 . 公務総長そはじめとする本1 11 1党総の

/j々 ，学長. !~r.~主，研究所Iえをはじめとする内野山

大学の役綜の先'主ゐjlC::， Il < QIj礼を$レヒげねば'.. 

ら'，iい。

また鴻伐にあたって献身的Iζ協力下さったf訪日隊

の/j々 ，またその資金銭llIJ令していたfごいた全仏教

の?を宗の旅人総，/il'i学K.心、よりおFしの"i!lHrflさ

せていただきた L、。

われわれのチベフト仏教の，w，:.'t，研究が.1世界の

学界だけでははし日本仏教にとってる，.~~もそも

つものに必つてはしいと闘いつつ，第三I"Jラグック

地方のチベァト仏教学術調巡の級告の総病を終えた

いと怒う。
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ラダック地方ほおけるリンチェンサンポの辿跡

リンチs../サン;lfJ立後i心Ojphyidarのチベット仏

教を再興した中心人物である。また級事告にわたる純

典，Ia暢1， 1;此，~U.l.， i1:釈.._'l'"どを多~翻訳し， 一般

に10tsha baの将弥をもって呼ばれている。しかし

かれらの活動範閲J<t，西チベァトすはわら Gugc， 

Spiti， Lahu1， Ladakh地方にかぎられているという

点で特製ーである。リンチ£ンサンポの業績について

は，すでにTucciによって一々にまとめられている

(G Tucci， Indo-Tibetica， vol. U， Roma 1933)，ま

たかれの活叙した地肢の一つである 1 ピティ地方の

Nako寺，あるいは Tabo与については，今世紀初日Itl

k行われたFranckcの滅益縦約もめり(̂.H.Franckc，

n̂tiquitics o( lndian Tibet， Ncw Delhi， reprinl 

pp.32・43)，Sncllgroveのリ J チェ J サンポの記必

の中IL，乙れらの与についても納介されている (0.

L. Snellgrove， Buddhist Himalaya， Oxford 1957， 

pp. 180 193)。しかしラダァヲJtl!/5におけるリンチ

ェンサンボの..rt織については. さきのフランケの報

告は簡にす~.，またラダッヲ I也fjの凋倉研究設とし

てすぐれたスネルグローヴの内物 (The Cu1tura1 

Heritage o( Ladakh， vols. 1. 1977) も， リンチ

ェンサンポのJ在全体を網E躍したものでははい。

高野山大学から昭和54年五L.ラダフク地方4ζ派

松長有腿

巡された首)3 r.'Jチベット仏教訓filJIJJ.，その~"'ti活

動の-f混として. ζの地方IL妓されたリンチェンサ

ンポの遺跡~:Jlifi した。 リンチ a ンサンポはそのや

ð~fζ 1 08の与をill立 した といわれるが，そのrll lLJ<t 

伝説的な鋭泌が少々からず合まれており.~災担るさ

れるものはそれはと多くはい リンチ z ンサンポの

rnam thar 11:よれば， ラダフヲ地151ζおいて，かれ

がillItしたと占れるのは，Nyarma ~;のみである

(Thupstan Paldan， Chags rabs gnad don kun 

tshan， Lch 1976， p.69)。 ただそれは現在廃績と

はっており，その紙型ぞ求める付料はほとんど残さ

れていない。

リンテェンサンポの建立と伝えられる守の中で，

現在その形をとどめているのは.ラダフク地方にお

いてはAlchiぬoskor，Tsha Ishapuri， Mangya， 

Sumda chun， LamayurのSengc sgaIl， Wanlaお

よびZanskar地区のKarshaにある bCugcig shal 

の諸堂である。

一方，諸-t:.tがもとの形ぞとどめず， J.楚峨となって

いるのは，NY'lrmaをはじめ， Lehのchoskor，

Basgo J.I.!， Basgo， Chigt卸， Sumuda chun， 

Sumuda chcn， Spitokのj凶作iζゐるニつの街路，

Stok，Stok choskorなどの諸常である。 ζれら裂が

1 1ー



するあるいはl泌総になっている初「単品えととととくリ れていた跡がある。ただLamayurのScIlge sgan 

ンチェンサンポの正I!立になるとは湾えられt.(い。なか のみ方形の立に五仏をまつる。

には時代の下るいくつかの安井~~を合むものもあるが， 7. lha khaillCは方形が多い。自ij室とか側室をも

それらを通じてリンチ s ンサンポ段式ともいうべき つものがある。大体4〆ートル四方くらいのものが

いくつかの特色令もっている乙とが今IH!の調査によ 多く，マンダラと千仏て'桜われている。単独あるい

って判明した。それらを滋E目すれfi，つぎのように はCく少人数の蛾伽観法のためにmいられたのでは

なる。 ないかと恩われる。

1 五仏の像がまつられ，あるいは五仏令中心と 8. I曜の内総li石をもl~み，その上IcJこ. しっくい

するマンダラがf怖かれている。1i.1 ~事のvalroιana は を徐る。 Nyarma与の一郎のように煉瓦のみの場合

智拳印，転法輪印，定印のいずれかである。四仏の もある。 Nyarma守と Basgo点の射器械のほかは，大

向]と色は綴'IYLK忠実である。 体 70センチから 90センチ綬l変のj!J.さのものが多

2. マンダラの絡将はすべてÐ.fi~上，Jr!.を下KÍ<iJ い。暖の色は線上L色で，一見してリ.ノチェンサンポ

けている。ラダァク地方の他の寺，あるいはリンチ 儀式の占'の略である乙とがわかる。

ェンサンポの寺でも，後位建立された寺とか，揃き 9. 蛍の天井と1笠との閥の綴ノ択には. i布子vJiの彫

組された鍵廊の3者将は，マンダラの巾噂IL足を向け， 生Jjをしたものが多い。

外側』ζ顕を向けたものがみいだされる。 10.天井との境界のf¥111L.白いねの絵が織かれて

3. マンダラの外悶のp:jは，金岡IJ符の踊と，火炎 いる。 Alchiの3者常をはじめ. Alchi t:tの Tsha

の輸の繭のニillになっている。 Alchiの新堂 lha t shapuriなどにもある。

khai¥ soma のように，時代の少しおくれる~のマ ζ れらによって気付くのは， リンチェンサンポ悠

ンダラは，以上のこmの阿の内側IL. 白い主主の鋭織 立の寺といわれるものが， ラダック地方の他の寺lと

の第三必が加えられる。 比して，かなり特異は形態をもっているという乙と

4 仏像と壁画Iζ，チベット仏教によくみられる である。現在ラダック地方に存在する大きな寺のは

男女合体像yaby山 nがない。Alchiの新蛍とか，後 とんどは. 1 5 tI.t紀Namgyal王朝の創立以降にru
IC姉き筒されたSumdachuoのhduskhan にはそ 立されたものであり，リンチ£ンサンポ儀式の寺と

れがあらわれる。 は，奥質である。ラダック地方において，後世ruて

5 マンダラと仏像はTattvasamgrahatantraと られた寺li， ')ンチ a ンサンポ織王むの寺はないっさ

か. Durgatipari~odhana などyogat組tra系のもの のような特色をもっている。

11:かぎられ，anuttarayoga系のものはみあたらない。1. anuttarayoga系，すなわち Guhyasamaja.

6. hdus khめには凸形のものが多L、。 三方Il:m Hevajra， Sambhara， Kalacakraとよどのマンダラが

みをもっ形，すなわちAlchiのSumtsek， Wanla， 主となり，申書事は必号obhya系の諸尊11:変り.yab. 

Nyarmaの第7滋などはJ I~形の-fiIlとみなすべき yum像も少t.(くはい。

であろう。凸形の援みの部分Iζ，現に五仏がまつら 2. 六道総廻図をはじめ，地獄 ・極楽の絵，仏伝

の〆旬ー



関心:ど，民衆教化1ζ1刻する轡匝hjがみらわれる。 与とか遺跡"l<~べると， リンチ£ンサンポがこの地

:l， 宗派的な彫締-i'受けて， 彫刻~，唆Fれ、ずれも Iζ移li1iしようとした術教が， Jl量伽l鋭訟をrl'心とし，

11: l!l由民像がまつられるようになる。 民衆教化をu'UHI的としない本絡的なyogalanlra系

1 現世利銭信仰と術!'klζ結びっく念悠(!J.が紋多 の密教であった乙とがわかる。それにもかかわらず，

(Ill.gtする。 現在乙の地11:. リノチェンサンポ栄作は縫んである。

以上のよう伝特色は， .gt(t:ラダック地b・における Alchi， Sumda. Mangyu'，ど，リンチェンサンポゆ

Jl 沢民共通する特色のように忠われているが.""米 かりのc:.;'fを， I'JI!本を純lんで足Hしして剣る(，11'iも少々

のリンチェンサンポぬパの ..，_'ilrζはみいだせt.{いもの くはい。またAlchi~Ì'の人 11 11: 1ま， リンチ£ンサン

である。す伝わら刻ιのラダァヲ地/jの寺Iζ')ン ポの校からよI!~tえたという大木が昨年まで0・{Eして

チaンサンポ儀式の与の特色が，ほとんど受け継が いた。現在それはメ;組によって倒されてしまってい

れてい伝いという乙とがわかる。中世のラダ ，， 7.ttl! るが，それはリンチぷンサンポに対する民衆の日仰

ゐ・の仏教が，インドとかチベットで栄えた宗派(t~，.{ -a'よくあらわしている。その息怨と行動のrtlll:.民

Ir~l.践をとったanullal'ayogalanlra の影聖揮をうけたた ~flj:の希M'.cリンチ忌ンサンポが， カリ 2 マ(~~は人

めとxえられるが，新しいふがリンチェンサンポの 物となって.m{J・，l~殺の内Il:~強( fJ~:l されてい

仏教の伝統を，C(-fflIしか草章改し'./かっfこζとも るιとは，興味深いζとといわねばならなも、.

IJI災である。 またリンチェ J サンポ段式の寺のマンダラと仏像

リンチ忌ンサンポがラダック地方fζ移l1iしようと の中心を'.cすfL仏1<1.. .4正米，大乗仏教の四円.d(1l:甲信

した仏教は， TallVasarpgraha-tantra， Durgalipa・ 4主主II向の法然体制:仰を川lえた五?習を象徴イじしたもの

r isodhanaとか， 711t*eζろインドで栄えた yaga- とされる。しかし， ζの託仏令ラダック j也JjのIJ!衆

1 antrall:基づく bのでゐる。リンチェンサンポの11<1 は後世IU.t:ると，人'f!仏教的'.t:思想よりも， H常生

代li，インドにおいてはすでに却uttarayogatant ra 話的なレヴェ ルにおいて受け取っている引例が{f{E

の降盛期でゐるから，その影響がみらわれていても する。すなわちLamayurのDukkarIha khanの右

不思滋ではないにもかかわらず.それがなt、。つま 墜に， vaj rsattva ~加えた金剛界六仏と.六(ifiの

り 7 世紀ζ ろのインドJl' l!Ij衝教が，後期待教の~轡 hcrukaが上下lζtl自かれ，c.れらのうち訟.J::rの.k1¥lr.l.t

-a'まったく受けずに(ru:するという点は注目に仰す 巡泌を除(1 1 t事が，人間の死後， 1 nから 11 1司

る。インドにおいて.仏教は 13世紀のはじめに減 まで順次IC:t主従すべき仏であると記されている.つ

乙して，その追跡， .i1'tr\2.1C乏しい。 ζの，~味におい まり金剛界;五仏のぬ1J!J.c息鎖性は，のちの民~の閲

て， 7 償紀の金隠11m純系の館教の7f~を知るための ではそのまま伝わらず，わが国のト三仏I;t仰のよう

nポiのili裂な部分が，内チベットのリンチ s ンサン '.c民間信仰として伝えられているのである。

:(.儀式の寺だけに殺されているといってもよいでめ リンチェンサンポが凶チベット 11:bちこもうとし

ろう。 た仏教の全貌は，ラダァヲ地方だけでははく，Guge，

ラダッヲ地/jlζ処されたリンチェンサンポ儀式の Spiti地方の守常や関(iした上でI.{ければ，犯仰で

一13-



きはいζ とはいうまでも 1.(~、.ただζれらの地1jfL

.ttlfifL入る乙とは，現代イ'IJ}能であるため，とりあ

えずラダァヲ地ゐーにおけるリンチ s.ンサンポの足踏

をたずね.その仏教の性似の一緒令解明しようと獄

みたのでゐる

ミ手立のヌi測，;;4.管内のマンダラ，仏像伝どについ

ての凋t't研究は「ラグッヲ地fjにおけるリンチェン

サンポの遺跡の日晴氏悔Hti'(官官教文化12Hj)にく

わしい。まにAlchichoskorの Sumtsek 2階の

マンダラの終帆とのl七kとについては， rアルチ三脳

~二階の!l1茶脈J (仏教史学illl¥L:'"十周年記念仏教

史学諭m.lodl.llJ伶Fll)令書Sl!(tしていただきたい。
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ラダ ックの仏伝壁画

l 諸寺における{l:、伝盛岡

仏教が流伝した土地には仏陀への讃仰と数裂を表

明する仏伝の彫刻jや絵柄が多数制作されているが，

ラダック地方の寺においてもそれは例外ではとfい.

7こだラダックのチベッ ト寺では彫刻はみられず，仏

伝は壁画iiやタンカ 4ζ織かれて今日 4ζ伝えられている。

箆耐はおおむね各様仏伝の記述に忠実に したがって

いる。仏伝堅耐の主~・な伎は五ポ飽君主 ・ 粁iß台 ・ 誕生

・学習 ・紋続 ・四門出遊 ・出家 ・苦行 ・世f.ll助成道 ・

説法 ・漫然などの 12相で，乙れらに付随してその

他もろもろの伝記や司，~~が術写されている。上の各

場I街のモチーフの設定は大筋においてインドの仏伝

彫刻jのそれと大差:はみられ伝L、。壁画は彫刻IL比し

て立体感に欠けるうらみがあるが，一方'Ej;区役1Ll:iI

IJ'利点をるっている。すなわち両面のなかでω乞な

ど主要人物を大きく f怖いたり，泌近法ぞ駆使して区

切られた平扇上Il:ttIiかれる際の諸制約をうまくカバ

ー している。諸寺の壁画が制作された年代は比較的~Î

しく.eiいものでも 12悩紀基L上にさかのぼりうるもの

はない。 ζれはラダックのチベァト守の倒創期jの人と

されるリンチェンサンポ(958-1055)時代の寺が現

在ほとんど残きれていないζとと，リンチ£ンサンポ

lζ帰せられている守でも後代の改変改修の跡が鐙然

氏家昭夫

としていて，その文化や美術巡vFe到底当時のもの

と.l2)Eしえないからである。しかし古いものでは

1 2・13世紀とろのものから妓近代のものまで各

告の壁画即時代のAがあるのと，地主主的な差;慢もみ

られるから，問じ仏伝でもモチーフの設定や絵図の

綴式にある程度特色と差g(¥をよみとる乙とができる。

そ乙でまず織初に，乙ζで各寺の仏伝鐙商の特色を

綴観してついでEにおいて会体と してのチベァトの

仏伝の性絡を誕生仏を中心に報告したい。

アルチ ・ゴンパ第 21rl:の正面弥紛仏の珂足K仏伝

中の兜lfl5更における浄償笹磁の五tJi餓署長から!修施~

.iJ:iにいたる各場面が織かれている。 ζ 乙iとみられる

シッ ダールタ太子や宮中Iζ仕える侍女などの像は，

附じ堂内の各鼠マンダラの諸尊iとみられるようにカ

シミール ・ペノレシャ系の仏教美術の影響を受けてい

るように忽われる。それは容貌や服装から，イン ド

や中央アジアの宮廷賞僚の雰闘%をよく感じさせる

ものである。 ζの仏伝壁画はリンチェンサンポのl時

代にもっとも近いもので，ラダァクの諸守の仏伝聞

のなかではおそらく絞首の形式を伝えるものであろ

う(1)。

同じアルチ・ゴンパでも新2誌の入口友右のs!の下

段11:1怖かれている仏伝は.m21eのものに比してよ
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りインド的'.(1苦闘気をもっていて，:Jド'litlとぷ伶1.()):訪

さとI也/;色を感じさせる G 1i!JI観察からtH放にいた

るれ助向が6段1，1'1成で以上段の/ξかられへ町tO¥1ζ笥1

2段'i:DH止のJr.から有へ伝記がjjf:行している(人

11 1r.の{ム!.t;)o~Îのh.i金制手などの FR 2 1"21<:わた

って，ilI.t.Lから必然および舎利U8分にいたるれ場UIIか

t怖かれている。ぷ朴ではあるが人物の.J，i;t，'/fJ.Ilき'1;

主としていて作化邸3ゐり.r司じ寺院で刊2作叱

色のとはかはり焔tt.lr.差異がある おそらく乙らら

のβil.:tI lfの絵師によって庶民的信感覚で怖かれた

ものと忠われる(2)も各場面i乙とくにかわったモチー

フは凡られはいが，t.こだ一つ主主初のli'jl餓祭の場l“
1<:丘仏のようなモチーフが祭丹lされているぷI刈例 1)

すなわち中央1<:説法印で身体臼色のピルシ守ナ<?) 

を配し，その倒りを開閉(白)，阿弥陀{臼). 

'!<'I・(3d.不令成事t(縁〉の四仏<1)がとり(10ん

でいる.1正明世誕祭とは受l~綜天における ffl附I\'~j;が人

採に時 Fするに際して(1阻まれる時と(2)'1:まれるべ

き1111と(3Vt:まれるべきfill6!i[と(411ii.lじく 1(1l統制511手と

従りうるh揮をそなえた女性を観ずる乙ととされてい

る。そのJi'11が丘仏のマン ダラのモチーフをかりで

ぷ現された色のと思われるが，ζのよう，.(IJI例は他

には弘られ'./い特殊々ものである。

パスゴー ・ゴンハの金制吹の2陥ヴぷランダに織

かれている仏{云ri4li，アルチゴンパについで白い仏

(i;l墜酬の一つである。 ζのゴンパにはもう一つ!泊;1¥)，

qの内俊民も仏i忌がt/l1かれている。必/9;・常は 16 Ut 

紀の中Cろ9シナムギャル 1:0)以 (-O)ツ昆ワンナム

ギ守ル玉がilliなしたとされている(3)。二つの仏伝図

はほぼi司じt(i!<:I下成された 6のと込tわれるが， 2断

グェランダ『ζ績かれている仏伝t41J外1<¥1L触れてい

るので，その分fごけS明治のl具合いが大きも、。司!~，.(

場面と息われるもののうらでいくつかは宇IJ}tが闘鐙

であるが，従曳!将司X F' I‘より火t~1といたる釈絡の全

f七泌が十数コ?にまとめられている。そのうち前半

の従兜率天下生より例IIIHII滋の?を場仙iは.兜務天Z誌

とこE宮のf1!物が中心Iζ従っていて.太子とおぼしき

人物は建物の内線またはl'.1聞に小さく儲かれている

にすさ:1.t l、。 ζれに対してUH友以後では，爾耐の中

失(1:>.芸願印{触地印1). 1'1¥>t日J，波法印の仏陀を

配してそれぞれ簿呪成jJJ:. ~再処.1，初j転tt.綿々どの俗

場i耐ζ見合うように似配されている。乙れは仏伝巾

の仏陀が本線仏としての礼j1対後として設定されて

いる ζ とをぷすもので，U、!.t;!!!:Afの凶也のflll念イじで

ある。 ζの傾向はインドの仏{ム彫刻にもみられると

ζ ろであり，目新しいものと IJ.~、えはも、。チベット

では， とくに ζの形式が，仏陀ゃF専従像を司主主主であ

るいは他の毒事務とともにマンダラとして儲〈タンカ

の仏画総式として仏1廷している。乙のパスゴー ・ゴ

ンパの仏伝lI，!画IJ.，IJt.iCi後の仏陀がタンカ形式の本

噂としてJ!Il念イじされていくif!!被服lの仏Il!量級式を伝え

るものである。名品~(ÚIのモチーフはほ Iま他のものと

lrilじであるが，図例(1 ) IJ..太 Fの宮廷生活〈絡

調書生活)の有線が， さまぎま勾モメントを織りませ.
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て怖かれている。中央上15・の王宮?のiB物の-:.{{ICA

Fが BJと{与1):らしさ数名とともに惜している。す

でに木内とは出家の決』与が'，'ijま ってきているであろ

うか，それを日目ぷするかのように):;.fの政1:から一

筋の73がふくらみつつ出ていって. そのなかICJ.!~ 1: 

~の太子治;n名の家髭( ? )とともIcl請かれている

{まぶしく出'ぷI.t.c.のつぎの画面1ζ示されている。)

王下{のだの一角にひとりの人物が微かれているが，

ζれはぶチの出家を心配する父のかAfiEでゐろう。

):;. r.のILI・~-?:憂う父王の命ICよって総門の人LIには

バ談1:~"I，lの兵七が符滋している。そのさらに FHIC

太子と没J.[;のカンタカと老人や死人がfIIlかれている。

ζ れはÁfが凶門出遊によって~ ・ l.>l ' :f!E人のl止の

1燕1itを体験する当直面である。画面のId上段tζ金剛界

の.1i仏らしき 5体の仏4ちと両面左右Iζζの助出iIζは

不釣合1.(光背をもっ3人の治子像が配されてはいる

が.全休として出家をめぐる多くのをMが一所lζよ

くまとめられていて見とたえのあるit.l7，である。

パスゴー・ゴンパのもうひとつの飾品b';:tの内織を飾

る仏IL;闘も，併場面の中央Iζ光背をもっ仏陀を配し

らべてCUf状怨るよく.九r}1崎人物の表情る明際で

写実的である。供向ariの Fに1'1十の凝明がHされて

いるが，織かれている内'伐とかf.iらずしも一致して

いなL、。 ζれは必1!IlとH介するもとの仏伝をのちIC

f部主111したときIC，ll'Ilt:。てちぐはぐにされたものか

もしれはいv ニmの仏lilll，-a' lt'険すると， Jru -lf IC は

一つの画面のとCかIC~ くの独占民や1<.怖をよみ乙色う

とする傾向があり， 1走行 Icr.t.-.1画面-~霊長の単純化

が伐されている。後.r，のHがJlJ!解しやすいのは唄:た

であるが，叙述伎というdriでは，)iJ~の方がすぐれて

L、る。

へミス・ゴンパの!/iIJl1'):!の後1墜に陥かれている仏

伝Illiirま，アルチゴンパやパスゴーゴンパの仏伝的11ζ

比してどこと位<iJ4[~(r:J伐採側気をもっている。ひ

け.をたくわえた人物のぷ仰やt日後さらには木造の建

築後式などにそれがうかがえるのでゐるが{4l，m録

の俗写tとして志中間の山皮肉の隊式に近い志のを慾

じさせる。そのようは特色が五事観察以下の各場面

lとみられるわけでめるが，そのはかからえらんだ図

例(3 )は， j( fの出家的行の場面を示すものであ

ている点は.さきの金銅2誌の仏伝肉と II~ じ儀式によ る‘左手上方の王宮の姐l物のなかに太子が妃らしき

るるのでゐる。堂内tζ織かれているだけにIrtlr.rcく 女性に向い合っている地面で，太子のすぐ下に小さ
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なストクーパがひとつ織かれている。 ζれは太チの

出家の決怠を暗示しているものと思われる。その F

方に太子の山以後のi続~と ， そのもとを愛尽力ンタ

カ(拠修)をつれて名残愉しそうに去っていく御者

のチセンダカが織かれている。その右下lζI;t."&行中

の太子が村民から身体にふれられて，試されているユ

ーモラスは場面があり，中央にナイランジャ→珂(尼

i!I!抑制)のほとりで娯主自にふけるよ子と j掲聞に修行

中の太チ11:仕えるカ'ルダや祝福をなす夫次が/j~ され

ている。 b上の鎗物のなかではひとりの人物がめん

類のようと正ものを2誌でiねている風鈴がみられる。仏

i広中になせ'ζの場面;a，没:;gするのかよく分らないが，

ζの建物の前で修行中It太子の食事ぞ供養ーする織チ

がみられるので，そのための周忌かとも思われる。

いずれにしてち ζれらの場面の背後にある自然やill

物の陥写には中悶的な師法と!~:l1:がいきわたってい

る。 ζの仏伝箆u留は風鋭 ・人物 .~勾俗の術写が写実

的である点では， ラダック仏伝画中の随ーであると

みなすζ とができる。

つまに リゾン・ゴンパの仏伝図は大乗恨の内~三

函を飾るもので，ラダックの仏伝壁画のはかではも

っとも新しく M近代の作品である。他の仏伝凶とl司

じく五司I観祭より君主然 ・茶箆Iといたる主要な場面が

美しく儲かれていて壮観は乙とこの上もない。たfご

しあまりにも仏陀の生滋が美しく怨念化されている

ため，たとえばシッダールタ太子の出家 ・i!ff行の場

面はどにも ， 太子の人I倒的は苦しみが少しも~~ぜら

れと正い。経質l(.宣告!1l!J..作品がかはらずしも単純・ 3長

率トな作品よりも宗教的iとすぐれているとはいえない

という乙とfごろうか。凶例(4 ) I;t.釈絡を出生され

たあと 7日後iと乙の世を去り，三十三天に再生され

たマーヤ一夫人11:説法をするため(L$t;が三十三尺に

おもかかれたときの場面である。その1削地上では准

も仏陀のゆくえを知らず人びとは大い11:悲しみ心配

していたが. 3:r月後仏陀は三十三_R.より金 ・銀 -

m腐の三.iü~宣階を伝って ζの肢に降下された，とさ

れている。中央上ゐilt三十三天とL.:1t三道主階を伴

っていく仏陀が姉かれている。また仏陀が不在のl飽

人びとは仏陀そ偲ぶために仏陀のE裂をつくってそれ

を礼f干したといわれる。副iuiの下方で仏牙Hが仏陀

像ぞ1I司いている場面がみられるが， ζ れは仏像のi凶

作がテベァ卜的lζ変容して仏闘のlUiJ作となったもの

であろう。その上方では，タンカlζ織かれた仏陀を

人びとが礼持している総子が儲かれている。

仏tぷ闘は以上の各ゴンバの他では，ラマユル・ゴ

ンバやグノレ~fζ 志望長率トで見Cたえのある作品が断片

的民主主されている(5)。またラマユル ・ゴンバ1ζは比

較的新しい作品ではあるが，仏Iiジャータカ(本位

ぷ)が一部目白かれている。そのなかにはアングリマ

ーラ(指~外iU)の物語などで興味を引くものもあ

るが，今{ulは紙面の郷合Iζより. }jIJの機会11:譲りた

いと思う。またラダァクの諸寺院には，誌を耐の{色に

もすぐれた仏伝タンカが数多く残されているが，そ

れらの研究桜告も他日をwlす乙ととしたい。
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o .仏伝誕生ti4'ζついて

以ヒiζ紛介したように，ラダァ?の仏む':1山崎1;1.--

mlζチベァト的あるいはまれに中向的1，，(1然や風俗

そむ、えるtln'l;が与されているにしても. ヒ!必場diilζ

I:¥!fl 11:そぐわはいモチーフが保JIIされたり.剣(1'1の

泌11;が付加される乙とはまずありえはい。乙れは一

般にチベットの仏教美術i主的院の内海で続五どおり

にi混軌にしたが。て制作されるという伝統があるた

めで.仏{心美術にかぎって仏伝f'1芋11ζ綬しみのはい

別の公証iが入り込む余地はまったく 1.(いわけである.

仏以闘の終場面iがいかに忠実lζ各阿仏伝の記述に沿

4 てはされているかという点について，以トラダッ

?の仏，.(11，附屯rl0J1ζとり， それを他の誕'I!仏の資料と

も Jt~挫してìd.lべてみたい。

れゴJパの誕生i刈のうちアルチ・ゴンバ'..どr1jも、

ゴンバiζ織かれている誕生仏IJ..いずれも乎令官ff 

したポ・ズをとっている(Iの附例 1~J!(Oo その

阪じ!tをぷす必僚は，七つのみのものと上下左むのu

1討内.It)，とれじっ怖かれているものとがある。乙れ

はシッダール世ノ!cf-がマーャ一夫人の1;J!i!から生ま

れ挑むると，すぐじ歩めゆまれて. rわたくしはと

のIttのはかでM勝の者であるJはどとm'flljl， (HrO 

された伝必te iÆわしたものである。仏Lû資~lのはか

には七!pのみにとどまらずに， EU雨前:lt1:下にそれ

ぞれt::'tゐゆまれたとするものもある(r h・仏大花

園量級J!1<3. r大般漫型産経HHなど)(6)./r'.-Li上

下はじつづっ必継を錨く例(パ1 ゴー・ゴンバの~品

物。"ι ')ゾン ・ゴンバの大采笈など)はこの科/j・(Il]

へじ砂づつめゆまれたとする記述lとしたが。たもの

と似われる。

誕'1仏ol閣の伝か11:太子が右手をhl口氏あげて't't.J

のポーズ舎とっている例がみられる。

リゾン ・ゴンパのk尽な{闘例5)，やリンショ

ト・ゴンパのm会常その他の仏iぷ函にあらわれる

誕生仏がそれであるか，仏伝文械でるとくにfft!，沢の

資料11:.太子がお手をあげてつぎのように宣言され

たと記述されている。

四月八日夜半明毘の:Uずる且きをもって生じ，地，1:

mちて行くことじ移. ~;J'~慢げて円< .天上天

下残れまさに人民のために鍋となるべし。(r 19! 

珂A1J頭終J)(7) 

IJ際はF腕々として (ilJBより午ず。 l時ILI!1l下，1:亦fこ

じ'Î'(七撃のえlJæ.>J? ' I~ず。 λいき l)i紛の知し。作品調

は叩Iî!!ち見h~EI:I1: ~Hっ。伏持する ~'1'民< ，自ら行

〈ζ と七歩， JtのふT-i'幣げて獅子onす。主主れ一

切天人中Iとおいて1t!~I，U賞与り。( r過去君主主E肉

祭経Hき1)(8i 

乙のようにゐi1-をめ'1'てW，IするAチ像は仏fuの

記述とも一致すると ζろであるし，インドの仏伝彫

filJのなかにも.fiId子 'í' ，~ ドするものと石予を幻口氏

あげている{象とがみられる。 sJ..!.によると，ニ織の

誕生仏のうちお予をh111にめげてn，Jのポーズぞと

る像は，両手奇麗 Fするdlim司誌の誕生仏とは別IL新

しく七歩やU.:fをJ吊織してih像されたものであろう
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と，¥llわれる.その乙とを続示するのは 姥闘の I却U

1ζ~IIかれている仏伝誕生図のなかに，尚子を lli.: fす

る[湖瓜 lの像と右手そあげる fじ'p.n;寸jの像

が一助1(11 ~車uのセットで姉かれている肉例( 6 )で

ある(9)。初期のガンダーラの彫刻lでも知られるとお

り. 1おくは誕生仏は湛J1iでも七歩でも両手をtE下し

ている仰(乙の伝統的，.(滋織はラダ;t?にもuUXIlの

とおり受けつがれている)。それ古瀬鎗の仏fL:闘の

ように. i額mの誕生仏とは別Kとくにじ>tまたはγE

2't'l'亦す像が作成されるように，.(ったと似定すれば，

ftln.~ Iß Fする誕生仏lζ比して. ~i手をあげる太子

像は;道'1:仏の新たな織式であるといわさ.るをえはい。

ところでインドやチベッ トの仏伝誕生関ICIJ..わ

が同の誕生仏のようは右手を高〈頭上にあげて天を

指し. )正手を fl1'てI患を街す，ゐの独特の像がみら

れはL、.そのわけは，仏伝資料中Iζ乙の像にかんす

る以外的'.t紀械がはい乙とと付合している.チベァ

卜の仏u1u1とも.iji.れる 1I日手ぞ垂下する誕生仏1.1.仏~

IIIのla1:の泌*1ともとづくものである。乙の対日水に

ついては.イ ンドの古い資料やその波紋などの仏伝

資料にも19]1取に記載されているためau.よ連絡の余地は

ま。たく伝い。

つぎに r.t王子をあげる !とかめるいはたんに 『予

をあげるJという表現ふ償却{の仏iぶには随所に鋭

かれている。しかし:tiTをぬ 1:にあげj正予をまIHす

る誕Fセ仏を正6'(~K記述する文~Iよ. ほとんどみあた

らない。これにほ1;1:~殺するとM.lわれるものはI 須i

IlIJ~終 J どを 2 3の fl41米初'1.の処，生ずるR寺七歩'a>

行く。諸四/jH'Jl1ll.し， rを咲げて天上を指す。技

れ今Itl後の生なり.まさに無上ili1.> i!}て，天上及び

人に於いて疲れ無l:~と r正るべし .JU~であり， 色う

一つは『綬ぷ没一切{j綴民会11111量iliJの， r扶持を

仮らずして定七~Eをぬみ， 1" j <ζ とじ移し己って遍

〈側方を絞る。子 i卓上下令指し， i止の~n き ε穏を作す。

此れは即ち定れ授がJ~後'1:の.J}'.(り，天上天下両H主

独将と .JU~でみる。乙のうち r 111'."J合Jは求泌鍛陀

綴(394 -4 68 )によ。て.J(され. r i;$1是奈lIB~量

司jJ 1主義浄 (635-713)ICよって倹訳されている。

すでに七世紀の臼n時代からわがl碍IC流布している，

天令指し地を指す定化仏の1IlO04!は，乙れらにあると

一応1.:1考えてよいかも知れ~，~、。中凶の闘像例とし

ては，さきに紹介した緒的の仏伝誕生図はどがゐり，

例代から乙の肉像が将&.した ζ とがわかる。しかし，

r，I]じ蛾燥の一辺!の誕生閃のはかIC，1王子を頭上Iζあ

げている例がみられる。乙の乙とは，さきの『滋例

会』やf幸霊場J，.(どが，かはらずしも「右手頭上，

左手柔下 ・の造像の典拠1.>!I.!/J;し，-，かった乙とを示

している。上のニ文献にはすをあげて天上を指すζ

とI.tJ明きれているけれども，それが布手であるか

Ei.手であるかというと ζろまでは明示されていない。

文献に明示されていはい以上，乙れにもとづく造{象

や作画にもとうぜんder.iがF坦jされる。誕生仏の学

手の~が一定していないのもそのためであろうと思

われる。「線開会 JKI.:1.乙れに栂当する『ディグ
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ヤ ・アヴァダ』ナ J( 22)があり.それにはfζ

のIJtu::tj:まれるやいなや，かの牟1E!.はI也1.1ζてむJt

を少いたよ，2三J.とあるU4l。しかしζれには.r手

~I:卜にあげ . またさげる」乙とには/nJ らふれてい

ない。このほかにも仏伝関係の多くのイJ}J俗資料が.

仏誕生時のきいの拳手については沈黙したまま

である。U51

ζのよう Iζ仏伝文献の記述があいまいrtために，

微勉の仏伝tJ41ζみられるような.Hi11ζさいして手

をあげるにふ右手ではなく友乎をあげる太 F像が

f掛かれたものであろう。

1， ;Jじ乙とはチベァトの仏伝誕生凶についても♂え

るようである。ラダックの学術品~ft. でわれわれが~l

りえたかXりでは.l!生仏はl珂手を市;ドするl'lIとイi

予を~1 W 1<::あげる像のみでゐるが，他の4411qゃ資科

Iζ乙れとffiAilする例がみられる。そのひとつはA.

ゴードンの『チベヲトのラマ教の附像γJ1<:: ulされ

ているブロンズ像の誕生仏である。 ζの像1孟鰍織の

仏{L;t;4にあるようと(. /r_手をたかだかと!itll:1ζあげ，

./i手を，r.下する司Eそしている日目。

もうひとつのl~lJは，多Lfl等縦割~の『内1;:占仏Þhj釈Jl'~

(L~ J1I7) 1とみられるもので，そこではマーヤー犬人と

そのトblζ七歩令表現する 4体の誕'1，仏が>!.I!1E1二1<::

怖かれている。 ζの4体のはか1<::./i子を駒元1ζあげ

るポーズ令とるIS!がひとつあるが，他は:ti f:.でI;l.f.c

くん:手が上にあげられている。うち一体は1r.'f-aM

nよりやや上にあげ，右手を重下している。 ζζK

:l1されている仏伝図は，編者がダライラマ 1311'よ

りゆずられた 24幅のタンカ ぞ再編集した bのであ

るから，仏伝図としては純チベット隊式の山紛のあ

るものとみてよい。そのEIl縮のあるむ、統的なU!式奇f

~JII している仏伝図においですら ， 乙のように誕生

仏の翌日Z一定していはいという ζとは.儀軌1ζ忠実

f.tチベットの絵舗をあやまらせるほど仏伝文献の記

述が不磁かはものでめ 4 たと巧えさ.るをえはL、。

和j口~浴料:の f 附J泳伝QJJlt仏教阪史 J (上谷川ζ

l<t. I 1 f査ものチベ y ト191{L;のμ4乞の伝記がまとめ

られているが，そのf.cか1<::仏誕'1:の場泌がつぎのよ

うに泌写されている日曲。

時1ζi事部夫人I;I..ti手-aiIIばして，共のE詰筏KIlきけ

絵い.?Eを見給いしは，夫人の右脇よりして， 1定

金事主，百子日光の測光あるもの，頓に出でたりと

見るや，仏身淀川めらせられたり。而して党天王

放び図陀l.{n巳の二割111よ大火カーシカ告以て移身を

受け. ~Ê陀 ・ 綬1炎筒m~の....:.m.i.E I;t. 口 践の雨を供し，

無数の天人天9: 1主λの待dくを以て~事身をj鐙俗せ

り。而してf主メミと併釈x.とは均身をヲE中ICf事'1ん

とするやt S-，符l孟i止れを制J!:してI也に下り，四万

を七!t少つ歩行して太J:XF続投主主尊と一大獅チ

lIJlし紛えりU&。

ζ 乙でいわれる''lrEの泌i水やじ歩([，~時I<::ñ d' ) 

などが， ラダフクの伝統(I'~f..t占除の仏伝誕生関lζ る

とり入れられている。しかし，乙乙には先述釆附則

1<::している右手をゐげる混生仏については，何も述

べられていはい。アルチ ・ゴンバをはじめとするラ

ダックの諸与の凸・伐の仏伝II，11.filζ織かれている誕'1:

仏が，すべて両J)~;'}R ドする擦をとっているのは乙

のためで志あろうか。 Zli仏伝1<::明舷伝記述がf.tいた

めに，誕生仏の込像は伝統的f..tインド古来の海水t訟

をI*!flしたものと忠われる。

それではリゾン ・ゴンパやリンショ 卜・ゴンパな

どにみられるれ'J.1，を10)11にあげる誕生仏は，どのよ

うな文献または典拠Iともとづいて作成されたもので

あろうか。 ζの肉細については，今わたくしはつぎ
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のように惟定しうるのみである。すなわらひとつは.

われわれが今手1<::しうるインドおよびチベァ卜の文

献にはその乙とが記。!在されていなくとも，すでに失

われた文献花典拠があり，それがラダッヲにも伝え

られているのではないかというとと。それともうひ

とつより路実と恕われる舵定は， ./王手を8匝熊t翌日]の

ようにお口氏あげる誕生仏は，別1ζ文献の典拠がな

くとも'容易に治像きれうるのではないかという乙と

である。悶知のとおり，古くは初期のガンダーラの

仏像 〈紀.IGl世紀以降)から後期密教の不2M成就仏

にいたるまで， 仏教美術の上で飽~Q{袋印の姿をとる

仏像や時像の例は数多くあり，枚挙1<::いとまがはい

ほどである。制11寺にその~ゃ肉1相が表わす怠l床もさ

まさ'まである。初期のガンダーラの彫刻では，過去

七仏や弥似J仏がζの印相をとっている(1明。乙の{也に

も，仏伝中のアシタ11U人が浄飯王Iζマーヤ一夫人の

綴目白を y~するさいに， 右手をあげたポ ーズがとら

れている側。向かを予3したり穴苫したりする場合

には，今日でもそうであるようiム古代より一般に

右手をあげる ζ とが宿主査であるとすれば，仏~eが誕

生時1<::， i私はとの肢のなかでは級車事役目揮である」

と食立されたとされる像!L，そのお識がi薗mされる

ζ とは何ら不自然ではない。それはもともと「紗泳J

K力点をおいて制作・作l由lされたであろうと恕われ

る両手をさげた誕生仏が，別にその巡像の典拠を文

lfi.tlζ確かめなくとも，何らJ1l和感を抱かないのと同

織である。乙の怠味で，たとえ文献上の保証がなく

とも，釈噂の誕生時の「宣言Jの像に右手をあげる

太子像が作られる乙とは，少しも不合理とは忽われ

ない。もし ζの推定が当をえているとすれば，ラダ

ァクの仏伝図において究訟の右手をあげる太子像は

きわめて常識的な自然な~をとっているといえるで

あろう。

さりとて，それではラダフク以外の仏伝E誌におい

ておi..Jの挙手が右手ではなく左手であるのは造像上

の絞りである，と 1まいえないであろう。わたくしは

立言上の挙手が一定していえfいのは，むしろ乙のζ

とを記す文献上の記述の不明日~さに紛したいと考え

る。 ζれを敷約すれば，誕生仏の定製というものは

存在しないのであるから， '誕生仏といえば右手を頭

上にあげて天を指し，左手をさげて地ぞ指すもの，

というわたく したちの常識は，徹鴎きれなければな

ら伝い。

また乙れはわたくしの側人的な危t艮1<::すぎないか

もしれはいが，布手を74く諺i上にあげる誕生仏には

「天上天下E値段独~J の貨 d"と一級Iとなっていて，

ζの貸討を倒人の噂般のみに限定したn!E我占量的なも

のと思!角干しようとする傾向があるのではないか。も

しそうだとすれば，それζ そ綬拠のないものである

乙とぞ指摘しておきたい。

何時にまた，そのii:語f'ζ見合う治修lがいかとよるも

のが適当であるか，を83詰ずる ζ とも無月iであろう。

ただしいていわしむれば.わたくじは乙のように考

えてみたい。すなわち釈尊の降誕時における:ii言の

怠l妹は，たとえばfW:阿合総J者会 11ζ 「天上天下a!~

殺のみ尊しとなす。要は衆生の生老病死をl交するに

ありJ聞といわれるように衆生の救脚1念頭におか

れている。これは釈軍事の í!d!~事J の宣言が，衆生の

上KiI臨すること令滋味していない。なしろ衆生の

ひとりひとりに対して，教済のにない手として第一

入者であることの容いを立てていると解したも、。そ

うであるとすれば，その尊{象の~は右手を胞熊袋印

のようにみげるのがもっともふさわしい，と考える

ものである.fm
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(1: 111スぁルグロープはアルチ ・ゴンバ三綱.;誌の憎

ohiの年代を 11 ~ 1 2世紀tfiのものとする。

The Cultural Hcritagc of Ladakh， p.79. 

また営内の昭商がインドír1沙問気の~，かにチ

ベァ ト・ rl '央アジア的色彩をもっ1.~111::かんし

て.チベット中央アジ 7で学んだチベフト人

の絵ßr1JがカシミールのX~W~とキHんで制作し

たからであろうと縫定している。J:..~，'1 40 

~ I )ページ。

(2)ス不ルグロープ色新蛍の墜11ーには -脳'l'.!1ζみ

られたペルシ守やカシミール美術の~仰はほ

とんどみられないという。また新・i止のi喧u'JIは

1 3 1止~頃1<::儲かれたものと UtJt しているも

仁，，~，I} 67 ， 79ページ

アルチ新蛍の仏伝肉については位同:ル1::rア
ルチ守鋭の仏伝壁画考J(苛l2 In)~ゐ!1111大学

チベ y ト仏教文化調筑間額約.'f. 53ページ

以ト}の報告がある。

(3) ス不ルグローブ上倒~ 93ページ。 Wd明t人

他『チベフト密教箆副 j178ページ。

(~)乙のζ とはすでiζ指鏑されている。 f チベッ

ト浴教~111iJ 227ぺ F ジ。

(5)ζれらのゴンバの仏伝管制iのー官官はrチベフ

トの官官数墜両jl<::紹介されている.I"llf 201， 

214ページ。

(6)人:rE3， 553上中，大正 12，388巾 f，{I上

品応「仏伝lζ現われた七歩のぷ昧」仏教文化

研究費115f-J23， 25 ページ。蓄S~

(7)大正 16， 797下。石上上総文 25ページ。
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(8)大正3， 625上。 iil二上鎗文 24~ー ジ。

削除本~-r倣場肉の研究』凶U73 C。

自由肥是正降他『釈fSの'I:~[ j凶 7，図 9。

U1)たとえば『プァダ ・チャリヲ j1-16， 

Johnstons' cd. p. 2， p. 5. 

聞 大 正 2， 166'1'，石上上論文 25ページ。

03)大正24， 298 L. (.jJニIrd26ページ。

凶 Divyavadana.Vaidyas' ed. p. 248。石

上倒26ページ。

U~ 挙手について45 らはい文献はζ の他1<::色バー

リの fニダーナ ・カターJゃrt王宮古j. r中

部終決j，サンスクリフトの『ブァダ・テャ

リヲ』や『マハーグ 7スッ』などがある。石

上上論文2)~ージ以ド~l破。

U日AntoinellcK. Gordon， Thc 1∞nography 

。fTibetan Lamaism. p. 55。

間多国等旬畑 rlfitl仏肉釈尊伝j~3図釈噂の

誕生。

側河口怠飴H商政伝筒1&仏教縦史上J(一名釈

迦Zド尼伝)50ページ。

09) ros悶修「ガンダーラ尖体Iにおける大来的徴JiI

-体制{象と飢t1l!象」仏教芸術 125号，11ペ

ージ以下。

ω上出『釈尊の!t:i!l!j凶3.

聞大正 1. 4下.

(:l'Jζの線告のEは慣行カ緋年内野山時報第2221，

22221} (昭和54年 10月21日，悶 11月

1日付)誌上において「ラダァク学術調査中

間報告①，②Jとして発ぶしたものである。



仏 j頁尊について

ーアルチ寺のニ樋の仏頂毘茶級を1:11心 として ー

アノレチミ号に織かれた~茶ftltの内，仏頂~茶縦とR.

られるものがこ随存在する。 一つは，釈迦牟尼を巾

将とする想趣清r..p19i.茶縦であり，いま一つが，文殊

fj~華( Dharmadhatu vagisvara manjusri) を中

主事とする~~事総である， 自在者1;1.新:irl:磁墜中央，三間

~三階西空産， 大日蛍東1望右K織かれ， ζれについて

は前回の報告省でR~I1:論究した。①後者の~茶維は

大目堂西型車右1ζ織かれている。中絡は凶面八軍事の文

殊1!1採で，中将を閤む第一mの八策五Ii弁上には大仏

頂を初めとする八仏頂絡が鮒iかれている。第二五は

方形で，各方t立には金問1I界四仏と四明白己，四仏の各

線のまわりには図書事ずつ金制緩t重を初めとする十六

大著泌が織かれている四震の隻茶緩である。

両者の主主Z高級に微かれた八仏頂坊を比較すると，

次の織な点が注目される。

ω八仏I目線の一つである白傘査を仏頂は， 前者の~

茶緩Iζ儲かれているが，各々の像容が全くi望。

ている。

(J3)前者の~茶謀長の八仏狽毒事は， 各々~る{象容をし

ているが，後者では毒事名は契っていても，像容

が会〈肉じである。

そこで，仏E主将の理事名と像容に注目しはがら，そ

の系譜を~茶14tの構造と共に銚めてゆきたい。

小林暢望号

仏演とは，知'*の三十二相のーつである然見mm
の功徳ぞ表示するもので，仏頂書事4とは三仏頂，五仏

頂，八仏政， )L仏政， 十仏頂~の別がある。例えば

漢沢大日経及び経新iにもとづく~$高級では，釈.ì!l!!院

11:三仏頂と して，広大仏疏，阪広太仏関， 1n!辺73J:;

仏頂が釈迦牟尼の北方自とある。また五仏mとして，

白傘霊堂仏孤，勝仏頂.f茂勝仏頂，光司そ仏頂， 除附仏

I良が南方自ζ怖かれている。八仏演は以上の総称lであ

り，九仏政iは八仏政11:綴一切仏m~加え，十仏頂は

さらにl'1fi並仏玖ぞ加える。そ して ζれらの仏玖絡は

滋かれる経;1:日Lによって将名も{象平等も若干の相IlIlがあ

る。以下{j，、頂将の初出する陀~t.J芭mnを初めとする，

m沢，チベ ット;'.R諸経典』ζ説かれる仏積書事の尊名と，

i象容の異例を重県耳目してゆきたい。

( 1 ) 淡iÌR諸絞典11:説かれる仏頂噂及び仏頂主主~級 。

@陀縦尼後経(Jlì，附I血~1l.多訳)

l司経第一巻大事11力陀綴尼経釈迦仏頂三昧陀綴尼品

一巻於大開3巻第一 〈仏部主主上)(大.8・780 c) 

11::御願印，身金色で~袈裟の釈迦金総仏I貨が説かれ

る。さらに仏I賀像法(大 ・18-790 a)では，金

総仏政の頂上内密相中より放たれた五色光中1ζ，光

緊仏I質が流出すると説かれているが，その像容の続

明はない。また仏頂八l付犠法では，中尊として光栄
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釈迦仏mがeぬかれているがやはり{象千干の浪。1ははいら

hすまE第三rf11;一切仏政像1'1， (人・ J8・795 ，，)か

ゐる。ζの-IJJ仏mlJ身f!!.sI色でるかm紹をまとい，

伝法総白1をfCすと続かれている。

hd経の仏f((I>2?高mは仏関八JHJf'lと呼ばれ，先には

た光栄釈i思仏I引をrl'~~とする， m作=シRのもま楽劇tで

める 。 中将以外には仏頂 ~Ii~ られ1.(( 、。

以上がI， il維に必かれる仏m~&び，仏ml!:主茶l{1 で

ある。乙れらは称名，像作1<::於いてもMb広l初的f.f.・

ものであり， )(;'lt仏政が金総仏mのm上内~輔]1 1 ' よ

り自立たれたJi色光中tζ生ずると鋭かれている仏iζ.

九fiIi仏瓜t宇治;，l'じてゆくi訪れ!令はる。)lもできる。

@-j.仏m~E絞 03 . ~I堤前ぷ，'0

f司終 ~m-，IJl像&.'，第ニ (人;. 19・230b)1ζJi仏

m絡が.~かれている。その fi.仏f(t(Jとは ， -'fぞ際紛

'E.自~rl:if(H命1:， IU;頂輪 E.光決別総玉，勝m愉

£であり.いずれも金色で、「跡修令し. lilH蛍11;司令す

fE活形の像干H:lt しているが，九々~る符干おを鰐し

ている

，， 'J終と~mVlj)にが;刷/;~~八iζIよ ， hi1、m~事が‘悦かれ

ている。 ζ れは胸像品第二11:説かれる五仏m~事以外

11:，長E除m給 E!'>終，会泊三三間総 rn~主. 会'"1一 切

組m鎗 EI存 ~I:. 'VI1!底辺際紛モ汽ゅの四仏頂が付加さ

れてz視かれている。またfriJf.下の1，d"、災.lRとされる1，lt

' $!;.従泌ム，~(のli仏頂三日正町:釘Uè終，及び不~;'J{の

1rf..l場所続ーア仏原鎗王終11;1;1.， i'.像品第二のJi仏

照時が凝かれている。しかしれ終帆の仏頂呼応はれ

下の像作の輔 li邸が~.'.られる。(災 l 参照)

友 lより IVJらかは除11;.五仏Tfi.)L仏mという偽

仏頂絡が'1:まれ，各々が実る持物を持し，陀題尼lt

綬でよ見かれた光喫仏領以外は，析しい仏頂尊である

'Hが絡められる。しかし乙れら二みの終帆が同本J'~

.lI{とされ1."，がら. I'.ljじ仏頂将lζ於いてる.0<絞tAlζ

於いて少l.tからぬ像谷の相i!J.がゐる・111;1.，未fごζれ

ら仏関符が. 1も々定}彩化した像千4をf寺つにでってい

t.ct、サ{を11えしても、る。

玖:ICI，dれの仏fflIiHI.縦はtljj像1..'，b大法術品も説法

相の釈aJf"leを"，(事としている。特11:)に法耳:mの仏

民'i茶総は. I!Il~~~羅のJj;U修令はすと恩われるか，

!-Il方第二!Ii11; 'l，I)(l，、心llJを巾*として. I~言方 11;1，仮ht

)'(;と閥敷吊， .1ヒ/j比例鈎と:;:f{の吟名がR.られるの

がll:目される.

。ィ，~lilォ;ド11食~~~ i t終(I，lt .円JMdfiぷ.un

[rd終巻青1JL仏人前脱gz，!HIW，:tIトヱ (大 ・20

271 b)1ζ六仏mt事が説かれる.

六仏政~とは，自重信』壁仏領 n倣. !事仏頂警機，光

明世仏関l!il鍬， IL~Jl持仏m~知事， 1.1足;n仏rti待機である。

先11;~fこーア仏m倫王経11;滋かれる仏m尊と比較す

ると. j語句lζRかれるf箆除頂鎗王1\"量の像容に抗l~

があるが，制約のj~勝仏E主将tム鎗 E絡の_rF前総

u車両草と(虫干帥;-1虫し，制l体iも1'，とt)えられる。日IJ

ら，舷砂m倫1.A!磁を除1 :l 1:í，他の五仏頂~~Iま{象守宅

金五一致し，仏問符の像軍事の定形化の傾向がうかがえ

る。(友 l参照n

また ["j鮮の~~高桜は仏政主主系統とはパえないが，

Jヒβ第三必11;:;'、仏頂主主が配せられている。中 ~Iま;と

印の釈迦市~で，第二!Iìの四fjlζは金銅界四仏が必

かれている. (111し北方は償問五卯l米)西方の阿弥

陀仏のみ定印であり，他の三仏Iよれ1"ぞ錫げるのみ

である。また第二isの東南当事の閉削11;は，地j減， !泊、

fJJ，害事n.q殊の四p.{滋が説かれる方形六五五の昼茶縦

である。
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(ぷ 1) 伐訳詩祭典におかれる仏mdの像得一覧表〕

字仏政鎗王経 1.;) 五仏m=:昧re級fr:!終 r:弘!島民tfr;& ヤ頂鎗主終

〈大法草宝品第八) ( 01， (g! /，，'，飢ニ) (一字頂総王両像ん，¥:'1iニ) (1Ihi像儀机lII，m三)

JI' t'J 釈迦牟尼(説法相) " " " 
一

① ぐ 川第管出紛 金(!l. NfζI"jじ 金色，身石附光.~JÏ~(，IN 
(似愉.J.';Iil大心正t!)" 一・子m愉 E ~(!l. J.'iliLJ)'(;)Yl. f同紙M移

Î~/l常

② n余1.0U愉
1//':物事員側主主主~. 1N台k ~色. 金色，車九五l!i!堅， 司泊!'I\~悦 ~色，持品! 1('1. 如メdヨ修

臼傘II
(~んJa川，£ 1¥お明開迩1医 ー幸員、ドImJ!!俳 坐自注可主

③ K慌1て7ー制駒持1住偏関aJl事， 撃台上八剣 金色. 金色.重量ijQ主:，t町 " 金色.t.'j{f場製，坐臼迩司区
日m給 :1: r¥JIEZー-現9総(fîmd!~長側揚?主 ト J~ ラ 経選染，

@ 

[¥JFf41E1-一持印以J符大関侃術主タ主保筆指，弼rfM罪告旨台t向M上FItpU仏.~仲智心内
金色. 金色，執t4l~. " 金色，持il多i事 " 

光'泉抗愉 r c刊に則叫州z隊1，川t44t 
leι包.!;-却1，i3

⑤ I;1H抑揚ì.1.I!~匹，事台上鈎
合i色，

金色〆¥左右ー-如!Jl1忠t乱実軍際lニ " 
金色.I，:-t{針乙 " 

勝Tti~ E 1¥1Iーウトパラ 〈Mi州
.Li-総務L.!HIIぷ<i<:t1i

⑤ (岬閲踏襲台上釧1

!lrot;m給下
組儒

ゐー-~ll t向内錫喰

① 
lメ¥メ4正1寸"終1寺2腕関主主主審.1ti台上金附唱会必三m倫

主 向外務当草

高一
会l.d-VJlll

/だ引1定併，閥B!耳E

頂骨~ヱ ./1司jZtIfl胸仰挙四指，大指ぜ

③ 作"器開問左脇，側関制
I '91無辺m倫
|ニlミ I¥..fi・岱働側手錫手

。大 ~l 締(J.'t . i!f1!嘩畏沢) 仏mtJ;無く，その代わりに仏'1;仏頂と発生仏頂が滋

決J(の人日経及び経訴íIζ説かれる仏頂~f卓八仏m かれている。乙れらニ絡は.俗々の持物から1母体央.

4事である. 名と考えられる。 ζのf.s税処li級品でli.三!I1!lI5形，

入q?ltfIl J.U1Al.第二(大・18・7c )では.白傘 持物が説かれるのみであるのまた車主総(大・ 39・

必仏煩.111仏JJ'i.級勝仏政，光明置仏瓜，伶除仏政 74 3 c )志向紙であるo (ぷ 1$1被〉

広大仏m.tJ.lI);:仏政，極広大仏頂，無辺r1，:r仏瓜の と乙ろで， ζれら大n絡にii!lかれる仏頂線の像容

八仏m路地;，悦かれ.九々の色相の説明のみ貌かれて の災悶lζ関して，ーア仏瓜倫J:絞，不官E都l家神変j.'.{

いる。〈ぷ 1:惨!照) 苫経所説の像容と， さらにl附{象例として. ij白民主凶{象.

またT~V智~茶級品第十一(大 ' 39 ・ 6H a )では 1日図隊及び現凶胎像侵茶rl~の仏政主主とを比較対照し

共縁仏1ζ.'ltかれる八仏頂噂の内.広大仏頂とぬ広大 fニ研究がある。②それによれば.1IIl像凶像，旧図像，
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不空ro祭神話l::~:J経 大n絞及び絞訴i
(総広大解脱!iil茶、ノ (入点EE立~.系品経tJFL， 絞ー) (秘\~守主主 JESZt) 主主防仏頂修除iJ.刑法制L儀

<<，¥ ~十一 品第 十一

釈迦牟尼(:;i;:印) L'eJ斑遮jJjI(定印) 見h!l'.巡JJs(定Hl)

iLd4Ei-→f上揚S五Jil匹台 If左"場等
h止 目芳 1Z2E 給F-IJJ~ 勝

浅黄色 1成勝仏頂 輸F-rl hl勝仏頂輸王
仏預託:磁 仏 m 1¥右ー持述筆上安八街宝輸

所有ー持iill本台 (、4t正玉ーー執揚訟;\l!lI作。 1比五ti~上'!x
臼傘室主 よ余蓋EIJ白傘 t.i

金色 臼;$;r.1仏頂 話供述印 臼念宣E仏I民総主 自*.r.i
仏m主事磁 ;(o-jtx収把.iili仏頂 '活

司書

l/1;釘正ーー執立li '~台 ¥ノムトー-j執回努第選印!~匹。 於帳台上仏光'来 よ仏lJj印 'Ji:. ヨ置 Njj臼色 火当聖仏関 仏E長昼よ 紋光仏疏
仏玖普溺1 l胸 仏 芳i

Illi c、お1:-ーJ上E持守'!I!堅I五1守Fli11優FEI鉢台F-fJ 勝
うっ金色 1活仏m 大ぷ刀向 勝仏原

('メ右Z--執t努常~J 
仏頂者:磁 仏玖

(左右叩ー上揚 台伯仲 宝ErJ 姶 除 淡白広告 除防仏頂 $¥J印 将勝仏m 両手定印その上lLilli帯。
{]，、頂普磁 'ijI: イム 頂 於ìlli~世上金関11鈎。肉白色

(ti:-拐事
広 大 臼色 広ペミ仏頂 金銅11 広~仏政
仏 m 右ー執側主1i1医

縦広大 3員色 発生仏頂 辺j穆 発信仏頂王
cゐEー-執右股閲上illi!匝

仏政

(~布1ア団協執:泌挙議f仏Rt頂:芯辺際
現在辺T1・1苫

赤色仏政

I(ti判明

1!挺 i lb~T仏政 モ友銀 1延辺声仏孤総王
¥右ー迎撃，1医台上j<蝶

事4図lま.-~仏頂輪王経及ひ'不~lil泌総と銃後な関 総王縫の一字頂輪王，会制一切趨頂給主，会i温三孤

係があり，特Il:JJ合成図像はーヲヨ仏政総支緩と一致す 給王，塑無辺頂総王H:各々対応し， I象君主が一致して

る司Iが述べられている。また三者の内，J恰磁図像が いるtjJより同体輿名であると認められる。

I誌も笛く ，i:央沢大日経系のものであり.I日図像及び 渋沢大日経の図像例と してのl治政図像は.輪王経，

現闘はチベァト沢大日経系のものとしている。 il京終，大日経の{対越]をよく滋明していると共H:，

表 [H:よれば，愉£経.fll糸2経，大日経の三経IL 仏ru事の像容の:;i;:J彩化を示している。

説かれる仏航路の内 臼余古i仏頂，勝仏頂，光紫仏 H白成長主?1iMftH:於ける仏頂噂の位1設は，淡訳大日終

演の三仏頂は噂名，像'会~~IL一致している。また大 及び経~では点方第四ilìlζ， s合成図像の!iB高級では

日綴のI設勝仏頂，発生仏政m級品では麟広大仏n'i)， 東方第五i亘氏儲かれている。乙れiまいわゆる釈迦院

広生仏頂(共級品では広大仏]Jj).無量管戸仏頂が， であり，中央11:説法相の釈迦牟尼，その北方に三仏
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大妙、金剛大 lt量~lfH罪 仏語迫大乗観想~

平IJ館'1~主総峻仏m終 茶fl~nf 諸!厳選主絞

l'i!n控遮j郎c定日]上八転輸) 釈迦牟尼(t地色. ~ま注輔自l)

総子持八約金

M:勝玖総王
自主緑色光 耳i金制仏頂

自1也
焔I藍坐緑色五li 触地EIl

手臼持臼傘I皮
自殺li仏m 色光さを大

I討 jt仏m t'r色
総 E 臼羽i 8匝幅調印

iJ!j iill'i宅仏頂
，かt!J

~自1

光栄仏頂輸
子白1持1政如人;来光B栄:t 

jヒ泌際仏頂
総色

モ Îそ亦五]jl匝 B包無良印

3iH1I 持1司I剣般 自赤色
巧色光明勝頂輸-E

坐錐色五Jjl~ 以南 威光仏I目 右一日輪
JI:ー腹

除一切"li郎 B停手修K紅車持上[寄有色2T1l鈎光1il直i ， 明I再I1!ir判 .~仏頂
t市ミ持品色

仏頂倫王 宝t塁

締手持一般日 ~f色
黄色仏政愉 折r:(HiX~r 西Jじ利仏m ~Î- 剣
王 色)'(:1佐I-'i'辺i

たー終決 |l極

手71i持色1光E辺坐i紋明
臼色 l 発生一切仏

見i北 自傘経仏瓜
Jf{総主 坐黄色iill~ 臼司王忍

手Ib.持白豊臣，
無 辺ffPi仏 紫色光焔

m総主 坐紫色lill1匹

捌f，iを持す'Ji を除l:tI;t'，持物 I立大 I~絞，信:a絞と一

致する。 Uil;lミ絞iまJriH嘗仏政のみ'R;l，cる〉また同終

の仏ml."Jli全て五符:iS:泌を必せている'Jiより，現|苅

tζ近い{袋容とも Jえる。

川正Eの仏mS2~~W.，必勝1;t~11t. と呼ばれている。

|品約phil!象品第七(大・19・376a )のIiil茶維は，

中将をえ:印の周ほìWJJ拡とし，そのまわりを八仏政~

が閉むこïûの妓~~"である。乙の'i2~事前fのrp J，"Jはm

~j';Wとなる場合もあり，後nのIiil~l'{t.の仏m~のH

が終~:h!ζ~!t~起である。

人;rrH頂I;t茶級品f:!1八〈大.19・377c)fζ も，見

盛.i!lli JJIIを巾尊とする金脈合軌のきま!Hl~が説かれてい

る。

。大妙、<.>.鈎11大 Ulailji懇利俗自主燃磁仏政絞(J.:t. i主防

柄}JII沢)

倒産主は仏E賞受茶縦として代表されるQ茶維を説き，

そのQ?Hltは，担ar 一切仏頂1;2~緩めるいは，大仏fit

!i2占~r?~と呼ばれる。 hïJ継の説く八仏m絡の内，)ii.色

仏政輪王が尊名IL於いて初::1¥のものであるが， その

像容から広生仏m広大仏mの肉体臭名である ~jJがわ

かる。{象容に於いては， I治政似H象~lζ見られるもの

と等しい。 1ftし，a!台上iζ持物を持すのではなく，

Ifl~手1ζ持している点が相ìf1，している。さらにれ仏

@将勝{b、預修治~JI 法'iYL儀( JJJ . -B1展段訳) 頂尊lま，各方向の色のえE!1i1ζ坐し， I司色の光ぞ放つ

頂定事 J対}51'C.五仏頂絡が配せられる。

同終は， ~事勝仏頂t去必び時防長ì?Hltを説く絞iflIl で と，おかれる。仏前線の色絡に闘しでは，ーヲヨ仏碩倫

める。防毒華IlhjI製品第七(大・19・376a )1と八仏 王絞とその同W~JJ(の二本の経iflIl!'C. は金色相と説か

1賀紛が説かれている。(表 1;参mnこれらの将名l<t， れ，不空紛京総では色砲の説明はない。また大日終

大円終秘後五量茶縦品を継象しているが， ~勝仏願(除 及び経Eれでは初めて，八仏前の各々の色相がi況かれ

鈴 舵除仏原に樹当)放光仏1頁〈光留を仏頃I'C.栂当〉 ているが，金色，白色， '"ミ色，)ii.色の閉色だけであ

のこ持のみ相iS している。像~!ζ関しては，将JØj仏 る。ところが，向絞では，亦.i11..臼，~!巧， 18f.

Jj'jが~印をなしてその上l'C. iill宣告と旨持し . fIl台上 fと金 縁，紫の七色がおかれるにさ足っているrjiは注鼠すべ

A
U
 

句
ふ



き*である。 (長 1!参照〉

l司絞の仏頂'iZ茶1!@のl 炉~'fJ.は，定1'13の箆/i.'lillHIIIであり，

"fllの上には八射く主総そf与している。これはl.lIJ名，

織一切仏頂輸王とも呼ばれる。1:j:111字のまわりの第一

盛を八仏m将が臨み，各々の仏政将が，八大色。滋，

八大明王を流出する。さらに四階fとは.内外四日t

四hï"C四ffi E-態と八方天を加えた五百EのI~H高級であ

る。

⑤仏説大君主官主主目安茶rJ'符}~音感趣経(宋 ・ 法賢.lIO

同絞の~?liMl'は， チベァトJf(必主主消11"臥(東北

N05. 485. 北京N05. 1 1 7 )に説かれる釈迦牢

l立を?rl'~'fJ.とする必皇室治浄!fl茶緩と等しい。③乙の安

茶維はi況に鍬告した僚に，釈迦牟尼ぞ中坊とし，巾

~を閤ù'第一11\八m泡i上弁上自ζ，金剛大仏E買を初め

とする八仏照時がおかれる三ill:の受3高級である。乙

の仏頂~茶総がアルチ守新1rl:，三厨~t 大日 2誌に捕

かれている。(写災①及び表 I参!被)

(写真①)/アルチ守新蛍西盤中央の釈迦牟尼守¥

¥、中将とする皇喜怒清浄受茶繰 / 

同経I"C説かれる八仏頂尊の内.n合成系仏頂毒事と同

名のものは白傘立E仏頂のみである。他の七仏頂将で

は，軍事名.~控電車共IL~るものとして， 金蝿IJ大;仏頂如

来(白色，角!k地日J).3s:仏頂如来 U1色，施願印)

活情仏孤立n来(赤色，微定HJ).鶏J衿m知米(緑色，

.h1!l無良"11)の四仏孤卯1)1(がある。ζれらはその色筏l.

w樹より，金制界凶仏の変容と考えられる。また残

りの三仏政如来の称名は初出であるが，その像谷I"C

於いて，光明頂如来が光留を仏頂とE主総頂如米I主将勝

仏l頃あるいは1m仲仏駅と.利仏頂如来は勝仏頂と各

々対応すると考えられる。時]ち金附!N四仏の変若手と

考えられる金嗣IJ. 法，証n~岩 . 泌総の四仏頂如来を除

け1;1.nAfu北関{象等iζ見られた仏頂理事が融事訴されてい

る。もう少しっきつめて震えば，同経の八仏頂将は，

H台ii1.系四仏領如来(臼t終盤，光明，宝級，利)と金

制界四仏I員!llHI(Oーが混在していると考えられる。いず

れにせよ悶経は. ~訳i諸経典のゅでは特9耳の存在と

~・えられ，同経のチベァト沢が存在する嘆からる，

チベット務終決tζ説かれる仏m尊との|剥~を考える

上でも.lli姿な志のと息われる。

同経の仏頂~茶緩については，民:(;IL ，翰究したので

とζでは省燃したい。

以上，仏l1ll1'Jの初出する陀lJV芭m経そ初めとする

淡訳諸経9¥!1L説かれる，仏政尊及び仏頂!iB高級の術

造ぞ克てきた。不空縞索経と大日経l<t仏m~茶話量で

はないが，中尊及び仏m尊の{立位を確認してきた。

以上を主主約すると，

①仏頂連事Iま， 一字仏頂総主経及び不~紹潔絞』ζ於い

て一応像容はJ:E形化している。さらに大白絞I"C歪

つては，各仏頂尊の色相も説かれ，こうした経軌

を基tζ胎j歳凶修u<tf-mかれている c

②nfl磁図像害事Iζ兄られる胎j畿系仏頂絡は.l1'J勝仏頂

修E畠伽法軌儀，及び大妙金剛大甘総iIl:空手利焔銀銭

盛仏頂綴Iζ踊車窓されている。
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③f!J!lft.・チベット沢のある仏説大乗級:¥lHiBiUltf予諮 るが，新訳についてはIIV~oÏiÍÌl究し，先のlWJRでも台

品長選量級のみ，金剛11-四仏の袋容でゐる仏政時事と， 及しているので，旧釈に説かれる仏政移及びその!i2

1治政翼系仏頂将 が総在している。?1(絡を銚めたい。

@仏頂受茶綴としては，金輸，光栄，一切仏頂を中

務とするもの(陀泌Ie銀総)。転法紛印の釈迦か

尼を巾尊とするるの(ー乎仏関倫王経及び同本央-

;Ut (1'趣辿i趣経)。定印のt'efi置巡1協を中耳事とする

もの(略目指!fYI)。定印で八街金絡を持す箆!îl!~DIl

e中将とするもの(大妙緩)が見られる。その他，

仏政線が見られる袋?1(lltとしてs 定印の釈迦牟尼

を中将とし， "台紙袋茶話避のl原形でみる不笠紡索絞

の~茶緩では北方第二院に六仏政務が両日せられ，

11合員車!l2?1(lltでは， 13巨方第四五Iζ釈迦牟尼そ巾央と

して左51L八大仏瓜将が況かれる。総じて11合成系

!ie茶fitが主流であると認められる。

Cn)テベット訳諸経典に説かれる仏1ft連事及び仏m
~茶llt

@大日経

同経の八仏頂尊については，w.i訳の項iとて"捻犯し

たので反復ぞ避けたい。また先lζ も述べた隊I~. チ

ベッ ト 沢大日経の関{創立，旧図織及び現図I~継承さ

れ，~;lf{大白経系のl治磁図像と比'駁すると，少なく

とも持物1ζ関しでは一致している引も認められる。

チベット訳の胎磁受茶fi~l~於いては，仏]頁噂の説

かれる釈迦院が，東方第三illlとある1]iが漢~.Rと異な

る点である。

@惑趣t肖浄iIiIL( *~むNos.483，485，北京Nos.1l6，117)

同総には新訳と |日釈があり，それぞれ説かれる笠

宮高緩lとは相途がある。本論と関連する釈迦牟尼を中

噂とする~趨清浄!iè茶緩Iま， 新lìR. I日訳共に;滋かれ

IEIÎ~~ (東北Nos.483・11b6-12a2.北京Nos.1l6・66

a8-66b4 )で説かれる仏政尊{;t.釈迦かl忌そ中型事と

する袋茶綴のm-m八m・lill弁上にある。 (袋日参照)

まず東方より 1狗~.金闘IJ手大力， 勝仏頂転総王. {設

勝仏政の閉仏願書事が， また*南等の四附I~ ， 光~そ仏

m. 古~~主仏頂. 41賞仏頂， 臼傘.ti仏Ttiの以上八毒事が

中隊を閥んでいる。乙の内，仏Tti尊iま穴'fj.で，能破

仏mを除けばH合政系仏m'fj. l~見られた。同経I~{立像

~の滋r!fjが欠けているので線名のみから判断すれば .

1治成系仏m絡が主流となっている。

同経の仏頂!i2~匹lJtは，新訳及びf.tj沢氏説かれる!iè

3匹iltと紛迭は同じであるが，タ十四供養妃及び賢幼十

六毒事が説かれていない。⑤

。文殊師利法界秘密白在~ヲ~N!t儀iIïIL(北京Nos.3416)

同経の仏頂~茶話曜の中隊は四面八野， 臼紫色の獅

子座IL坐す文殊.g.織である。この中主事を悶む第一ill

八梁;m弁上に八仏頭線が説かれる。 UAD参照)即

ち1根方より順1<:，大仏頂，臼t総務仏頂，光型軽仏頂，

I成勝仏頂が，東南等凶器耳IL.毒事勝仏頂，上行仏頂，

大上行仏頂，勝仏演の以上八尊である。同経I~は{象

容の説明は見られないので，ニシ ュバンナヨーガー

ヴァリー所説の像容を見ると， ζれら八仏J1U事の像

容が金て，一街ニ腎，黄色で夏草子IlIHζ坐し，右手1ζ

八絹総を持して， 左手~左001ζ安ずると必かれてい

る。 (策北Nos.3141・125a6-125 b4 )(写只@参照)

同経の仏頂絡は，事事名ILIs:いては，大仏頂，上行仏

頂，大上行仏頂の三車事を除く(五仏頂lま，胎成系仏

頂主事であり，上行，大上行仏頂の二時もH合成系の広
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大，磁広大仏頂に対応するlfiが考えられる。とすれ

ば，同経の仏頂祢も尊名から見ると，胎成系仏頂毒事

を継承しているiJiがわかる。

関経の仏頂~茶騒が，アルチ寺大日蛍箇墜 1<::儲か

れている。@) (写真②参照)全体は方形四illの隻茶

級で， 第二電の方Jr~が九分され，その中央の方形』ζ

中尊と八仏頂線が燃かれている。{也の四万と四隅の

方形には，金剛界四仏と開明妃があり，各四仏のま

わりを，金剛磁爆を初めとする十六大著綴が聞んで

いる。金剛界四仏及び四明妃は，いずれも四面八符

の像寄生舎なしている。第三mlとは，四隣iζ内の四供

養妃，四方四門1<:四段嘗隣，各四方It十二勝ずつiil

肉十八線の3者連事が捕かれている。第四惑は，千3賢警

備fぞ初めとする賢籾十六尊と，凶方と凶似It十念悠

MIが織かれている。

。吉枠金剛心li11.荘厳大本統王(金剛道場荘厳軌)

(東北Nos.490.北京Nos.123) 

同経の八仏頂噂は，申書事の箆成遮郷を阻む第一ill

八襲五巨弁上』ζ説かれる。(表 E参照)即ち， m方第

一将より，持輸仏I民，光y.'t仏I氏自令室長仏頂，政勝

仏販の阻仏頂と， E14南害事四隅の，光照仏頂，上行仏

政，大上行仏煩，大勝仏頂の以上八仏顎毒事である。

ζの内，持輸，光照，大勝の三仏頂が初出であるが，

光照は光液仏頂と，大勝{主将勝仏政と対応すると考

えられる。つまり，同絞の八仏頂も持輪仏I買を除け

ば，イ也は全てl恰l成系仏玖将名を継車ましている。但し

制緩lζは像容の必l列がなく，胎III系仏頂毒事の像容令

部車窓しているのか，あるいは先の文殊師利の隻茶It

の八仏I貨車事の織に，全て同じ像容になっているのか

定かではない。

同総の仏m受茶維は，中耳事を奥底巡}}sとする四怒

(写~② ) /アルチ寺大白堂西~右のダルマダー\

\ツ。グァーギーシ s グァラの~茶縦ノ

(写真③) (1中尊ダルマダーッ ・グァ ーギーシュ¥

¥ゲァラ ノ

(写n③ )I川中毒事を閤む八仏頭車事は全て ζの像理事¥

¥である。 ノ

の!iB害総である。第一還の八仏頂噂を図u'第二震に

は，金剛居者獲を初めとする十六大筈際が鋭かれる。
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また第三jJ¥の四隅には内の四供R妃，者1阿温の四m
lζ1;1外の肉供養妃とその四方四r'Hζは例I!U年民主がdi!

せられる。さらに曽賢~獲を初めとする賢JJ) 十六将

が，例f事ずつ四万Iζ織かれる。⑤

以 1:チベット.lR諸経典4ζ説かれる仏政時比び仏m
Q~高級>4d.!.てきた。以上の総決が仏Tfi I!"H!.悦〈全て

でI;t. ~c いが，少なくとも( 1 )で見fこ訟!l'J(:!I料興と

のlt般をすると次の僚な点が注目される.

(i)新;侃の!8íll!lI'可r;.隻ヨ高級を除〈チベ ヲ ト釈m~1r

』見かれる仏孤(lはJ t英訳.m絞lJ1!で』見かれる仏孤

将(IlfllI&系仏頂惣)の尊名を総p障している。 Ifl

し，1!!i辺ryp.i仏瓜は大日経Hね、てはチベット

.J{Iζ全く必かれていない。

②!治政系仏m.. ~名~絵携しはがら.それらの像終
が全く "'dーと'，tっている仏政隻茶縦や，金剛伴

内仏の像署Fの変容である仏Jn.e'Jと.称名は拠。

ていても，胎iII.系仏頂時の像マ予をfJfつ仏政絡が

dt! lt'ずる仏政~?Ii草壁は，像2軍の変化が院しく，

f-~ Y\ーである。

③大11絡を除く仏頂s2茶縦は令て金則前系の'i2*<

相fであり，釈迦牟尼， t官1J!巡)Jß~iJ' ~事とするの

は IC.，て，文殊1!i議唱と中将とする q~高級も兄ら

tl1.ょ.

(mJ *.'iび

以 1:.泌i沢.チベット沢諸経典Il::g見かれた仏TtirJ

i> . 鎚占匹前fを泊して眺めて与に。 ( リ(0 ) で~約

したものをまとめて結びとしたも、。

~.U(ぷ終~~Iζ必かれる仏頂主事Iムーア仏m給二E経，

不明m総経，六日経~中心とした月flrill.系仏別格と総

称する引ができる.ζれらの~?lilll も胎磁系受?lifll

が主流であり，そのゆfJt，.釈迦牟尼か箆S置遮)Jsの

いずれかであった。それに対してチベッ ト:lRirn級決

では，1.防磁系仏Jn仰の称名を継核しつつ，像容が全

て同ーとなったり.(1).附界Vq仏の変容と思われる仏

頂尊が'(:じたりしている。また~~事緑色大目絡を除

11ば金剛m系仏頂鐙*<r{(であり，中絡には，釈迦4'

尼，毘盛遮織と共1ζ文政~i$i告が現われている。乙う

した系訴かちるI9J らか~d.J. I I::， アルチ寺のこ認の仏

頂~茶緩の内，釈i淘牟I~ ~rl' fI.とする悪趣清浄隻?Ii

緩は，金制頂系仏I質的の山.fJlを知る上で注目される

し，文殊笠利の鎚ぷ縦では， J伽資系仏頂尊の像容の

~しい変化を知lる kで特別1"・rr:イE と.nえられる。さ

らに ζ れらが，fQ伽 タントラの代表的仏狽~~高級の

凶像自由iであると考えるiゆ，今さら')Jら， アルチミーの

~茶緩滋の1賀市 ttを術峨せざるをf!Jない。

注①「第二同高野山メ;学チベット仏教文化調査問

報告。 J)979$， a野山大学手ベフ 卜仏教

文化研究会。&.び r~智数学研究第 1 1 1} J 

1979年.仁|本衝数学会。

②{5FU尚~~ r I，!.(見~， ~但泌以前の目合成受茶r/flrつ

いてJI~~京l刻印附物館研究紀2l' 1 号。

@病井m亀r:mlmlt'1rp軌についてJ~教文化
123号11::ü!t，t!.~tl!i{の研究がある。

@アルチ、守以外で11，チ守チ々プリ~，小スム

ダ，'jll::.I.!.られた。

⑤MítÞ{lØ~ r八世，1倫~凝縮fについてJ*教文化

8 7母R手n;U{研究がある。

⑤同上。
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( 1<0 > チベァトよR諸経!I1!1t~かれる仏flH事の依存一覧表〕

!級担~7MP軌(時dt:N田・485.が仏説fC相人;来世耳切 文殊師事iJtま界~~ J，伴金閣時乙泊舵厳メオ滝証
是主3長級f.T:!i者懇量齢王 、'1する !HE笠茶級織物l (金剛滋場経絞軌)

区NA附 ω 116酬 05.485山 北京Nos.3416州l::Nos.4ro..1民間os.123

釈迦I¥lJ~ 釈迦刺忌(~白色， '11i.校総印} 支~浦和リ(白黄色同fiì八平T> i日h!1iWJJs(定E日〉

像草寺の説明 1'1 ili iti色 像作の滋明

1I! 金剛F大)J 金制仏Tii 1強I出I~j 大仏 I貝 1i-八世，1愉 t:f紛仏J}i

'.< し fヰーな1<<
f孟 し

「i色
I旬 勝 仏 頂 " 宝仏 TfI 民量級自1 臼余凝仏頂i" 光俊仏政 " 

ー
亦色

内 転fIii王 " 五五爪仏頂 ;t印 光司王仏頂 " n*ぶ仏JJi " 

革主色

Jじ M勝仏孤 " 正弘前仏政 ぬ1uu~m w勝仏頂 " MJ.防仏政 " 

ー
ルI<s<色

点 l対光嫌仏孤 " 威 光 仏m 1， -IJ倫 必勝仏JJi " )¥'; IKI仏 m " 
/己-5唖

ー

丙』釘 能厳仏頂 " 
|績 州地

仏頂|宝締 上行仏頂 " 上 f1仏 I日 ' 

世t色

I 1L!j Jじ時勝仏頂 " 利仏肌 tj-~J 大上行仏頂| " 大 1:付仏頂 " 
N-*l~処

ー
r'l色

以 Jじi'I余li仏瓜 " 臼余.r.t仏m I' I ~宅凝 勝仏頂 " 大粉仏JJi " 
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金剛界 f十七尊:す.体憂茶羅について

ー アルチ，IJ;.マンギュJF-小スムダ与を中心としてー

アルチ，tj:，立，金剤111'l!42.JIiWe， :liHlf!it'irJi!iま茶級，文

隊司t利U、界総?官。{EI¥!.!長E富士事， E量伽タントラの~J>

fJtの'3<Hiである。そして乙乙に紹介する金剛界立体

!iil茶H日~l<i.大日:hlIEllulとある四而:.tEIJのi弘成遮刷l:a

中坊とし，その周閲11:内波緩2置!!}隊舎. I必側E置には

金附界内仏:æ塑像として佼し，十六大符厳守事の~Ilø

を加えてく在凶IJW.三十じ時と賢双!十六尽による立体!i2

茶絡をt如氏している.

またアルチ寺と占企んで. リンチェンサンポの創健

と伝えられるマンギ，:a.，~.:大目 2立にも ， アルチ.寺と 1，;1

4星lζ，J，と印の毘!ill泌JJjIめ中i!'J.とし，rN'J.~聞な八女

書事を四仏と共Eζ塑像とはし，十六大A雌等の墜嗣:a

配して，立体!i茶mHIJ成している。

さらに小スムダ寺もリンチェンサンポのillH韮と伝

えられるが，肉じく.A:U唯K，転H:.鎗印(? )の毘

!ill.il!1泌をけ't事とし，開仏，四波紋後卜六大1f-露軍等の

三十七主事:a， 全て司自{象によって偶成した立体安3高級

が見られる。

以 F，供与院の立体2茶躍の棟要を述べ報告とし

fこし、。

小林紛善

出した8s分の11'央墜に，内llli:.t印金色のl¥!b)，t進JJsの

'I'.!像がある.そしてその同開11:四波続賞含仰の鐙像

が配されている。それら' (̂'Jの色栂l<t，取市等の四

制。ζ於いてIllfllL行色，品・色，ぷ色，緑色とはってい

る。また側市である@両氏l;t，下段tζ白色，触地印，

雪量箆の炉I舷1勿i米が，上段1ζiii.色， $包瀕印，l!~R草のさE

~如来の卸H象がある。ーんj@ililLは， ~{色， iと印，

干し後mの肉体陀如来がk段11:，緑色，施熊災自J，金

主題烏隆の不'1!1~~~日:来が下段1ζ，いずれも塑像とし

て配されている。さらに@@)Þld~ 1Lは噌þhlが見ら

れる。<lWuでは例閣如来のドJjK四尊ずつ二段とな

って八符があり，倒防と定'1:如来の両側には.七尊

ずつ計十肉fJ.が配されている。信滅も制t重である。

蜘jぼ1知米の下ぶ八主主及びイ、宅J必6a如*の FJj八主事，

J十六自主はすも悶仏の四波近である十六大傍線となっ

ている。閃み 11: ~IJ邸如来の下んーの八噂の内， Fの段

の布より，合同I1雌犠，~Þ!lrE. 金側愛. 金制。}絡2い

て上の段のおより.金制;i<，金制光，金剛鰍，金陪j

~となっている。信瓶の八絡も上の段の右より金剛

法，金剛利，金蝿111司， 金剛Jii，続いて Fの段の布よ

り，金制~，金剛J百，金剛~ ， 金剛挙の以ヒ八毒事が

① アルチ寺大目蛍の立体~茶緩(21"①参照 } 配される。

大 IJ・"れよ，闘のの知1<~J砲になっている。 ζの突 次11:内，外四供1H己t>， flra ffil にわた ってfl~かれて
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いる。まず内の四st?'.:妃は.A面のお側縦七尊の下

から二番闘に金剛鰐芯磁が。左側縦七必の上からこ

務自に金肉i雌苔露草地3見られる。さらにB函のた側縦

七尊の上からこ務自に金剛;救:答品告を，右側縦七将の

Fより三番自に金剛型車持泌を配している。外の四供

養自己も各々の内四供fi自己iζ並んで儲かれている。

四県H!.'誕は.A BrJ!ol舗の縦七将の絞志下1ζ見られ

る。また，続いて白色で金釧を持す噂と ， 黄色で~

珠を持すJ."}.と，必色でJill唱を持すE事，緑色で消防を

持す移が各側主事ずつ，言|十六毒事があり， これらは，

同じアルチ寺三朗袋二階の金岡IJ界袋茶縦の下方iζ見

られる十六尊と同じもので，資匁jの十六尊と考える

司Iができる。以上の如く ，金陶IJ界三十七勝と資191十

六軍事によって立体受茶Mltが駒成されている。内外の

四供d定!le&び賢匁!十六書事の配置に不規則性そ感じる

が，四郎族の色によって|持色肉土を組み合わせてい

る。大口2誌には，他のり壁面1ζ金則男l~主茶XlH 智診印

の毘JilIiIm泌を中毒事)が二つ，文殊室利法界秘密自在

!i2.?!<Xlt (図面八将の文殊t(属産を中将)が一つ，惑産主

総IJI袋茶llH主主明と釈迦牟尼を中毒事)がこつp さら

面
白

D

N
4
T
 

。。

。。

{アルチ寺大臼常半面図)

'1:~若波範i後Q?!<f{!.があり，計六{闘のS23長'1' ~有す。

悶iら大日:蛍はJJE印のヒソレシャナを中心とする立体

!i2.~高級と各純!i!B喜劇Iによって制成される . 一大仏教

宇宙空間と考えられる。 m し，手キml!iè?!<~tの除|述性

については今後の研究諜泌となろう。

また 主̂印の毘1i!t泌jj()と強選II'iffl'l如ζ典犯がある

とされる符明(SarvavidVairocana)は閉じ像主主で

あるが，品lHillrl~rJt受?!<線 Iとわ・11 る四仏i丸東方 1m 

忽1M]>ニE(白色，定自J，象E住)11:初まり，東南~の

凶昨11も四明妃とと正っている点で，以上の立体侵茶f{1.

とt時成が興っている。しかしラダァヲの他の寺院

〈ワンラ， ラマユル寺)や，ザンスカ ールのチュー

チージャルゴンパに於いて，定印の鹿股i医加を中尊

とし，金岡IJ界四仏を凶方11:配する袋茶織が見られる。

ζの事は. ;<taJの箆hi逃}J!Sと金岡IJ界三十七将による

受茶織のt普及を正;.(1床し， ζの立体!ie茶緩を，itt<経軌

が1子在するのか，あるいは以;t;f鍛絞の説く智拳印の

鹿島E巡那とうど替しているのに過ぢないのか。乙の点

も研究余地がある。さらに初切のli2茶総との関述も

主主自される所である。

〈写真①〉
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{凶 [) 。。。。箆 O
l遭

I I I I I I I I 

fr:i~ 
〈。 トさ
〈
) 

I I I I I I I I 

② マンギュ与大日常の立体~茶JIU 等兵②参照)

1X1ζ同じくリンチェンザンポのfllJillと伝えられる

マンギュ守のrL体侵茶織について述べたい。 大白~

は， アルチ寺の半分.Eflの広きである。アノレチ守と同

級，凸型の'lrl:で，その突出した部分1ζ立体銀茶緩が

Ç"t!，られる。'Idの{也の~Iζは，大~茶維が数MI識かれ

ている。それらはアノレチ守大日常の隻茶婦と類似す

るものでゐるが，雨漏り ILよるいfよみが激しい。正

滋jJs 

( I " I I I I I 
定

〈

目ふ♀ョ
日]
) 回

き1
V 

I 11 I I 11 I 

而中央の立体鐙茶維は， アルチ寺とて事しく，四前定 〈写p②〉

印の鹿股im;泌を中噂とし，金岡1)界凶仏も!司織に配し ③ 小スムダミ与の立体~~匹鰻(写真③重量照)

である。興る点は，中将の問問。ζ八女将の事E像があ 小スムダ寺もリンチェンサンポの創建と伝えられ

り，また内，外四供養妃や際匁]十六絡の西日慌が相ile る。現在ある建物で残っているのは乙の大日常のみ

している。またかえfりいたみがひどく. /，象'容の細か である。その大きさは，マンギュ寺大臼蛍とほぼ害事

い点が判別しがたいが. ~IJ閲如来と不宅成就如来の しい。 Isし，両協に弥革IJと観音答践を祭る小:hlが附

下方には， 7)レチ寺と同級n:::十六大:言語草の~簡があ 属している。との蛍の形もやはり凸獲で，周囲の日産

り，総合的に見て，マンギ a寺の立体重è~mlま，ア 函には隻茶鱒や千体仏，観音，文殊といった務噂が

ルテ寺のヴァリエーションと%える事ができょう。 姉かれている。 !a茶維の一つは，アルチ寺大日蛍と

同じ文殊~利法界秘密自在9f茶縦である。これは自1)

勉当初のものと考えられるが，他の二つの長茶維は

後1止摘さ~えられた新しい!f!茶綴である。

小スムダ守の立体主主茶婦は，まさしく立体的に全
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十二女穏に相当している。従って小スムダ寺の立体四i街，~~が町E徐によって.f，'lp成されている。中略l;t，

~~f.ltは，完全な金剛界三十七将lLI，j;:~量茶k:{~と明J~色で転法総印ft似た印をなす11!li.lUfIi }J!Iである。そ

7)レテ守やマンギュ寺の定F.rJの兇戚できる。また，十二の」王線と聞紙fE磁と思わの悶悶r;t凶 Hの如<， 

ilfIi加を申書事とする立体sn匹前Hζ続いて，伝法総r:IJのれる J反応の~勢の男仰が見られる。両仰lの墜商11:は，

それ紋.tI!1讃)lg;J.泌を中心とする小スムダJ5のものは，マンギュ守と制織Iζ配され.~則界四仏がアルチそj:，

1ζ .!.'t， I!I.c存在世~Jである。十六大普隣r;t， 1'tpq仏の周囲Iζ闘将ずつ見られる。

飽/Jlt滋郊の周閣の内，外の四i共J聖妃と四絞l/t後r;t，

四
川
問
答
倣

問
川
似
品
音
機

(凶 11) 

;4|瓦伝
法
愉
印
)

o
j
l
O
 

O
E
(
O
 

ρ、
〉
。

%〈
0

(小スムダ寺金剛!JI.三十七毒事立体~茶器産綬附図)

蛍花見られる金制界立体受~~tの統援を述べてきた。

e'fZ 11:以上の喜J~要約して結びとしたい。

守主①三守共11:リンチェンサンポの創姐!と伝えられs

の形式，~内のsè茶lltの壁面îjは瀕似している。

7)レチ守とマンギュ寺が四②立体長主~維の中将l;t，

I街，定印の箆慮遮j郎で，小スムダ守で転法輪日jの

児littilfli郊であった。またアノレテ守マンギュ寺は，

四仏Iま塑像て'他iま~IJlij となって四波総2置，中Z事，

いるが，小スムダ寺は完全な駿像による金剛界三

t-七毒事立体隻?1<l!tをmJJX.している。

マンギュ守の立体~茶維のrþl)事である③アノレチ寺，

必趣r百1'!， ~?1<維の巾主事として)E印の奥底遮加と，

の法切の関係については， 定正IJの箆h控遮}jjI~中毒事

十六大著藤等より締成される

同体か否

とし，金闘IJ界四仏，

大~茶織の竪砲が数171m在したlJJより，マンギュミS，小スムダ寺の各大臼
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以上アルチ寺，



か，立体鐙茶f!~{e説〈終'IiILの了子 tf:iと共lL研究の余

1出がある。

f，1リJflして，まさしく立体的に空間を利fIIしている。

@)I14三H:R，られる立体1iil3事録1;1.あくまで半面上11: 以上のとおり，金制界立体長茶絡について調査結

築かれるものであるが， ラダックの場合は鐙耐を 5裂を報告しておきたい。
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ラダック の 密教儀礼

フィヤン守とヘミス守の似Ifll型車断然一

1ミ( ;..f、;佳道

8'J&fーの1"". 7 ~ヤン寺では，ち￡うどディグン ・ メンバーも矧fきされて健人々セレモニーか伝され.

カギュ í1~ViW~八白年祭が舷されt 1Wf j邸主冬φのImlζ れ111のリンポチェの静ui'fやディグン・ツェツァン ・

しかh/.!われ伝い似白舞踊の然りが特別にそのプロ リンポチェの族主辞がゐり， 1をにインドのダラムサ一

グラムの-[$として組み込まれて，字巡にも{)(々は ラl1:tHJ'チ供述のi枚と附り"どの側々のfI1iしがはさ

ラマfP1が"J' ，;~fill~の頑と衣装を身につけた焔り壱~ れた。そして 7)!29IHζ(.1，ディグン ・ツェツ 7

る倹会~IUtニ。 ι れは， 1 9 7 8年 9)]. フィヤン ン・')ンポチェによるdhmの儀式をもってすべての

守にディグン・カギュ派管長.ディグJ ・ツェツ 7 行事を終えたのである。

ンリンポチ兵(1 9 4 6 . 6 • 4 tj. )か， 1 9 7 5 と乙ろで，ヘミス，'j(ドタクパ ・カギュ派)では，

年にチベァト本凶より奇跡的t;{脱出1ζ成功し，フィ 毎年バドマサンパヴァのぷ'1'11.IImSJlIO日{昨年

ヤン，'r11:人られた・HI1:始まる。ディグンuWU担1，デ 7月4日〉を合めliil後 IlIlU.草野教儀礼の舞節と智7

4グン ・キ，バ ・ジクテン・ゴンポ(;t.， 8 0 0 &J::OiJ りによって祭りがfIIiされる。昨年もその誕生日にあ

tζチベァトのディグン，):・を剣illきれ，ディグン派の り，先発隊として先11:.tJI.J似1:ti:き，.1."伐にあたった。

一六;iz派をUllかれた。そのお'1:れにはった1111怜の6 きて今回は，以上のへ Eス告とフィヤン与に於て

JH日(昨年， 7月28臼)を選び特別I1:VIHltdれ iiなわれた仮面舞踊祭11:ついて?をにその内容令紹介

たものである。とζろでチベットでは， I口供6JJ4ll した L、。まずその祭りのI!{， ~であるが，その起源(;t.

~仏陀の初伝法鎗の日とるされる。 ボン教や初期のチベ ァト簿教にすでに見い出される

その八百年祭の僚主~I;t.. 7月21口氏は高さ1:11: a:①という。フィヤン布の航りについては，ディグ

約 16mとも、うVl.I組ディグン・キ，パ ・ジヲテン・ゴ ンdf<の 25代ヘ ッド， 7ンチ.7・テ 4 ンレイ・ザ

ンポがtNl かれている伝納大タンカの関似fJ~廷に船主 ンポ (1656-1718AD.)によってそのプ

り，7)J26日と 7月27日の二日間{よ，ディグン ログラムが術l此され，ディグン・カギュ派独自の伝

・カギ"， Mの;j.~.俊神たちの仮面舞踊祭がめ。fニ。モ 説として伝えられて)jをた。ヘミスJ与の踊りについて

して開制lの誕'L臼， 7舟28臼には，ラダァク中の は，その諜しい起源は鰍かで1(い。ところで，ネパ

お山のリンポチェや大臣，役軍古関係者.m隊のJ:袋 ール，ダージリン，カリンポン，ガントヲにあるチ
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ベフト，'fJ;記色r，，1t草花 11 JJ -2 月中旬までの拠~(っ

た111ζiit，われる。伎②また，ラダァヲのラホール

のカンサル(Kanggsar)の近くにあるゲェムJレ(Gycmur)

，1ftで{よ作中のもっとも適した1:1.パドマサンパ

ヴァの誕生11ICあたる日?と行はわれたζとが 1952

"1ーの，J，~l'tで紛介されている。注③また， ヰパールの

チベ γ 卜与院でもっとも美しく 4上野~~t ?ンポチ zゐ

では， J 9 30年から始まり，その近くのタ E与で

1M'ζ附き，後でその内nを化不パールのケツタン・

ザンポ先生より健かめていたfごL、たものである。

仮面舞踊策のプログラム

71ヤン祭{初11) 

<タイトル> く人政> <時IIU>

(1) タイコの鰐 120人 16:37-8:50 

〈セルケムというIJt'iをめり)

IJ.， 1 9 I 0 年から仮面舞踊の祭典が~ìま。たとさ (21 ゴンポの舞

れる・tE(!)さらにその日時の選定は，チベット般の

IE} llìíJl去の尚 JJの臼などに行なわれる場合が~< ，

また~jHJ((t~f.(特別の口，すなわちパドマサンパウァ

の誕'1.11やツ sンカバの命日て与を巡んで'fJなわれる。

il!ID 

とζろで，その宗教的伝鏑りの1IP山I孟，:m，低金は

らい. f.~徐々';)'ã1ltである神とイダムを沼めるため

に技身lζm主的にその存在を教える ζ とでゐる そ

の 1: . ιれらの神によって，多くのIfb~が色々ゐ:災

絡に打ら勝つための力となり，ふりかかってく.る必

ゴンポとその4人の作以

(①ゴンポのn.(2).n，③ 

.(，~， @)，(与laskyi mgon po 

bya rog gdon ) 

(31 アチの舞

アチとその4人のnJill(①

o
 

w

m

D

 

l

g

r

 

i

飢
・
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・句

h

u

ι

u

i
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a
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L
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@

③

Jl'iJやlJU正や木米の生活の欠点をが似するための助(1 (41 護法の舞

@)dban gyi mkhah hgro ) 

とt.cる。もし死が近づいたI削C， ζれらのもエ必担11と

制り屯・，I，l.lい rLlす ~l~が出米るはらIt， これらの抑1 1は人

を々?三つのtJi尚1.(1世界(六.iu給制の教えに従。て，

神の飯島tと阿修濯の領肢と人l協の領械)Iζ化身させ

る.

A.①gzah②mamo 

@dam C<"tn @)ha ra 

s.①rnam sras②thanlha 

③tshans pa ~)par la 

Iha⑤sog ra b Isan 

さっそく，その鏑りの内容を紹介する。まず. 7 (51 ゲルポと護法の舞

ィヤン与とヘミス与の仮面舞踊祭ICi'jはわれたプロ

グラムをIJ'し，そζfとは，主主場ずる守滋怖にらの蝋 71ヤン祭(ニ11n ) 

りの?'，I1UとH与IIU絞泌をあわせて犯したい。偽々の蝋 (11 阿附裂の舞

りの，~I9JIムフィヤン寺の場合は， ディグンvm長 (21 へールカの勿

と rlll，~;のトタデン ・ リンポチェより必ゆ1 してもらっ

たものである.まにへ'.A苓の勘合もヘミ系与のぬ

へールカとそのn-属(①ぬ

bya②ブタ phag③フヲロウ
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5人 19:19-10ゆO

5人 110:01-10:37

9人 111:06-11 :59 

2人 113:30-14:15

2人 16・30-8:00 

5人 18:30-9:00 



hug@狼spyan) 

(31 しかの111

~a ba phoと5aba mo 

(41水牛の舞

(51 へールカの鍔

(61 阿|拘然の~'f

(71 Mりの鋒

ヘールカ(3人).bkah 

brgyad ( 8人)./.1<牛(3 

人)。瓜j( 3人).srog 

grub nag mo. san pa mar 
nag。

(81 ソルチャム

(91 例f!i'l製の郷

日目 テノレチャム

(71 トクルダクの舞

2人 19:08-9:30 俗)問問踏の鋭

(91 へーカルの型車

2人 19:30-10:00 日目 ツ sクレンの供養

4人 115:30-15:55

4人 " 

1人 110:17-10:30 日n キィンパの郷

2人 110:51-11:00 

5人 116:00-16:20

5人 116:30-17:00

10人 117:00-17 :30 

19人 III:40-13:00 ヘミス祭〈 二日開 }

(11 ト活ムワトククと 13人の 114人 19:30-9:43 

ツァムツェバの鎌

(21 ゲ zソルの{共lt ラマi的!12:00-14 :30 

会t.lW
会'1;士IL

て

8人 113:50-15・00 (31 キィンパの舞 10人 115:05-15:20

2人 115・15-15:48 (41 ゴJ ポをはじめとする守 118人 115:30-15:55

18人 116:24-17:36 ~神の鍔

山 Jレンナク Yクプブクチャム |四人 117:40-18:ω 悶 セルケムの供養

(61 四mtr-I猿の舞

ヘミス祭(初日〉

(1) ハシセン・ハトククの郷 12人 III:40-11 :45 (8) トクルダヲの鋒

(71 主主悠将の舞

4人 116:00-16:30

4人 116:35-16:45

4人 116:45-17:00

4人 117:00-17:15

(í'1の ~!f

(21 以いtflチをかぶったラマ 113人 111:45-12:00 (9) ハシャン ・ゲルポとハト 15人 117:17-17 :40 

ククの舞

(3) グノレ ・バドマゲルポの郷 116人 112:05-12:20

(4) グル パドマサンパグァ 144人 112:30-13:40

の化身の舞

パドマサンパグァ. 8人の

の
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(61 セルケムの供養

フ ィヤン王寺第一 日目

(1).タイコの錬(rna hcham ) 

乙の縦りは.中央チベァトのディグンで為される

ために使朋されたもので，附じ方法で行伝われる。

乙の特殊な脱りは，ウバセル ・ヨーギニマ (hodpa 

scr yo gi ni ma) {(受け絡がれた後，tl'1例はシラカ

ラによって行なわれた。彼は順次Kデ ィグン ・ゲェ

Jレワ ・リンチェン ・プンツ aク (1509-1557

10人115:00-15:20 A. D. ) 11:)illし，伶大なマハーバンディタ ・リクジ

3人115:30-15:55 ィン ・チュウキィタクパ(1 5 9 5 -1 6 5 9 A.D.) 
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のために以来乙の大変よい口Iζとぎれなく引き続け :+l現で，問予のゴンポ{立法身(Dharma-kaya )を

られている。乙の留もりは， 依りとさi!~誌に歪IJ るため20 ;&わし，四手は四つの1iの成悦令ぷわす。以初の右

の巡ったレベルを抑iワする。手11:タイコ与を持ち踊る ヒ手はくだものを持ら， f位以を紛fこす ζとを喧むシ

所からこの名自IIがつけられた。踊る中を{也の(1"1(:;]が ンポルて'ある。お下手は声IJを持ち，仏教従のの仰の

中央11:供~台を白色五iJt物がU~えられ，その後に茶 ためにすべての!Uj刀を懲l波するためのものである。

台が殺訟される。そして五人のi凶作lが供長台の後4ζ ム~ 1:手は彼が窓際のl!nを飲む ζ とをぷすllnで，iiJi骸

立ち，ハチ，タイコ，終決を持ちセルケム(gser ttぞかかえている。木下手は三銀it'Fをかかえており，

skyems )のIJt~がなされる 。 (写~①参照) 彼が三つの身(kaya)を合んでいることのシンボル

である。四つの牙は必l彪の線総を示し. 三つのIjは

織?
..._.圏 -圃圃圃臨酒田

間

(写真①) Iタイコの舞。中央でセルケムの1Jt~\

¥がなされている。 ノ

十方向のすべてを見るととの出来る能力ぞ持ってい

る。彼の化身からすべての予dの伝主主を象徴する。

頭のもつれ~I;t.， すべての仰の征服を炎わし，へび

はすべての総の征服を象徴し彼の政fζ>.1きつい

た。三品li.f'fとダマルは，すべてのダキニのtiF.J.肢を表

わす。(写生・4②参照)

αi ゴンポのr.r

ぷ:1<1.，四手のゴンポの踊りと呼ばれている。 ζ の

特殊はゴンポ(<1:，イダム ・テェチョヲ(yidam de 

chog)の荒々しい3皮切である。ゴンポは，一切の仏

から伝授をうけ，第十務自の位の菩磁になり，千yi;

仏の教えを守るな滋仰のように定められた。ゴンポ

のたの化身は.マハーヵーラ(Mahakara )である。

彼はプクダガャ，ナーランダ大宇， グイクラマシィ

ーラ大学，南インドのナーガルフンダ山の近くに住

み， ζれらの色々な場所で仏教徒信仰のため0)守護

神ははった。何人かの不{弓者が仏教徒1ζ反抗した時( 写 呉 ② ) ゴンポの舞

ナーガルジュナはマハ}カーラを妨容の災餓から守 (31 アチチュウキィト sルマの郷

るために送り，彼は壮烈な~いによってすべての異 アチチュウキ ィト.)レマ(a phyi chos kyi sgrol 

教徒II:Hち勝ち，他の人を仏教に転換させた。熊い ma)は，仏教の主たる守;後押11の一人であり，特n::

，、dvan-



ディグン・カギa派の荒必な守選神の神のように必敬

され. I I C It'巨まれ，父はヰェンジ.)レパル. r主

1.1トヲワサ ・ダルジャンであった。 rfl停にカムのツ

クンコル付11:行き，アミツク Jレティム ・ギャツポと

{f.'j併し，ディグン ・カギ s派のIJfl納キ曾パ・ジタテ

ン・ゴンポのi品大な組Eまにはった。 L;子11:1よ給制と

幻緩やは司さりと心IC錨くようにするため，またが

イ証する六五1111の n然をl!I!解するために.彼!，cの~)J

-i'次わしている銀の袋を持っている。 1.:foには，大

切々ものを速成する匂みを合んでいる政儀ttH寺つ。

す~，わら. a主!，cの能力がすべての~j1!のある{J (I:の

腕Iいを送付するためと同織に，すべての仏lζIJtI~す

るζ との*微である。彼女は，愉剣のut.wからすべ

ての~1!ゐるかíEを白自にするために， 彼!，cのIm)J

を~J<わす I二1 いtムヨ貨を身lC :?'llj ており， それによ。て

絞らをわりの必ICセフチィングしている.Jlの光の

ようは11-1J..彼友金王子体仏の教えを電3・』揮していると

とを災わす。絞!，cもまたディグン・カギ a派のグル

と絞らのIL;況を守護する。顔は三つの身(kaya)の

成就を集散し，三つの自は法身ぞ現わす。.li.仏の!必

刷は，Ii.つのjl11;f;もの浄化と五つのヤナ(Yana)の汚

グ，を現わず。彼タをとりまくもつれ援は，彼女が総

姻から{i復する五王国を自由にさせた乙とをiJ，す。
( 'I;~③~鮒)

(写~@) Iセテンという :-g~総似の入場IC絞< 7¥ 

¥チチ鼻ゥーィト.)レマの舞 ノ

(4) 護法の空軍(bkah srun hcham ) 

iは初IC~場するのは， 11，占人;t(Jwr..ラフラである。

仏陀の教え令守滋し従斤())Cflみ>J.-遂行する。第二訴

R 1;1.ズクドク ・ザンモの化身である説々しいエー

カ ・ ザ ・ トヲリ?である。第三~IIは， ダルマチェ

ン・ドルジェ・ラヲパで， ワニのmをした人は，ザ

ル ・ハラ ・ナヲポである.そしてしばらく1mをおい

て出てくるliHJ)の踊り字は. 1¥¥沙問JCである。箆沙

門天はE誌の怖であり， きびしt、u:sの問題を解決す

る。 rxの四人の踊り子lム バルラハ，ソ aクラツ£

ン，チュ プテン .)レワン.テルドン ・〆ンマである。

これらの四人は.ディグJ ・キ，バ・ジ イタチン ・

ゴンポの教えのt広議的な..):~盤側である。次はまた教

えの守護神でゐり，ナムギ守 Jレ・カル;j!'として知ら

れている。玖:はまま天で，f.{の怖でゐる 位後IC管湯

するのは， リンネ aンチaン ・9ンラであり，すべ

ての仏の化身で全般界的~(仰の主である。

(5) 護法の舞

次lま，護法 (Dharma.pala)の父付の踊りであ

る。父は，仏陀11:よ 4 てヲンガスクンと名づけられ，

絞らは仏陀の教えをて1・必するためにi乍られた。次い

で，男女のサル(sprihu pho mo)が現われ，ニ人

舗脳
ー の~J陶製とたわむれる.その頃. Ii:}jの1Il~の中を

分!1て大タンカか巡ばれて〈る.先頭lζ大きく長い

* ( gdugs ) ~4>:と 6't干IJtt ( rgyal mtsan )数本が

ま立んで中庭IC入って米，その後iζ ドクン， ギャリ./.

Jレモ等の楽総をしたがえ，ト数人の{円{討がかかえる大

ヨ・ー .・

盤妙

タンカが入る。そしてl町衆のい。せいのかけ声で大

タンカがつり iこけ'られ.その仰に{円{呂が座し読経

する。(写』耳@参照}
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{ワ』江@)パ側主日デ 4 グン・キョバ ・ジクテン¥

¥・ゴンポの大?ンカを見るIII焚/

(6) ゲルポと必wの舞

1と観衆をう定わして守iしませてくれる.iu化役の役;甲lを

なす。水をかけあったり， たたきあったり比ていて大

変おもしろい。(ワ以③参照)

-、

ゲルポと滋訟のニ人があらわれる。ぷI街をつけた (写真⑤) r;i'IIMJf.:!の舞。

ゲルポは， ，(:;手1<::鉄鈎(Icags kyu ) ，定予11::シャク (2) へーJレカの抑

パ(shags pa )を持す。 溢f1;.はうす赤の耐をつけ. ょたは，ヘールカとその各紙であるゴマジィ(sgo 

Uflとドクン(gdun久々手にティグヲ(gri ma bshi )の蝋りである.すはわち，ゴマジィとは，

gug)を持する ll，フクロウ，ブタ， ，，~の向i~つけた四人である.

狽は f愛J をポす化身であり，フクロウ l;trあわれ

フィヤン王寺第二日目 み .IiiJt.'iJ ，プタはf}'1，ぴJ， ，(，~は「中的・おちつ

(1) :;"11111烈の郷 主J'$? IJミす化身である。

?c匝111<::セテン(sc phren ) と怠われるあおWfが (3) しかのJI

人均する。それらは，まず絞初に阿閣梨がはた(h. (4)水牛の舞

char dar )を持ち.次いで銅号筒(rag dun ) 三 二人の~ . タの水牛の面をつけた鏑りは，ヘール

ベアー〈四本)，m ( rgya gl in )ニペァー(附本) カの精神的な心の化身を象徴する。

待骨i( spos phor )三ペアー(六コ)がKVe<。そし (5) へールカのt:r

て中庭の場内を一関して引き上げる。 ζ れらのセテ (6) 阿附梨の郷

ンのむ味は， iX l<::~耳語する守護神や仏たちのよt伐と (7) IH}りの鍔(log hcham ) 

ともに観衆iζ対するしらせの合図とるなる 守滋静t ζの場面でl;t， ~，;t 1 9 人の踊り手がて1.~するが，

たちの隣りの終った後1<::rlJ度笠場し，場内を-'.'Jし その中fζカゲぷ(bk油 brgyed)といわれるもっと

て引き上げる役nがある。さてこの場耐の断りは. も;Iì~な滋味をもっ 8 人が出る。その 8 人とは，ジ

ニ人の件.J凶梨があらわれ，彼らはハツ 7ンバとギ守 々ムペェータ(hjam dpahi sku )，バドマスン(pha 

チンの化身である。取りたてて乙のfioJOO~~の飾りに dma gsun ).ヤンダクトクタ(y叩 dagthugs ). 

Ij.~昧を持たないが.サーカスのピエロの役のよう プルバティンレ忌(phur pa phrin las )， ドタチ
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ィユタンテン(bdud rtsi yon tan )の仏たらと， (8; ソルテ守ム(gzor hcham ) 

ムラパタクガヲ(dmod pa drag snags )，ジ 4ヲ ツァンパをねって作った死体 (nabo )を中庭11:

テン・チ sウトク(hj ig rten mchod bstod )，マ 1円怠する。そして乙のまわりをシ守ナク(shwa 

モワト sン(ma mo hbod gton )の¥)'必1111たちの nag )という!;(¥い申IIfを身につけた 8人の僧侶が{可

合~18 人である。彼らは， 仏陀の 8 つの教え告象徴 回となくまわり，れ々の成』械を手に持ち死体をI政般

的!とぷす。('I;~⑤，①，③参照) する節iりである。その武線とは，まずI位初lζ敵を荷主

(ワ，l:(⑥) カゲェといわれる 8人の舞

4・F
¥ー

(1J，l:(①) カゲェといわれる 8人のn

(写~③〉 カゲzといわれる 8人の鍔

泌するためのプルバ(phur pa )で死体令突きさし，

/XIζ主主砲の玉のかわりにカラシナの樋子(yuns 

dka けを，.(げでたたく /XIム JJ貸jの中1ζ入ってい

る必い紛(血をぶす〉令死体にふりかけ，さらに別

の刀剣『ζ入っている比のt))( ftの中にあるものを示

す〉をふりかけ，次いで1・[い都)(水を/1'す)と緑の

~)やふりかける。そして今1込 1;1.， I Jとやりを持ち死

体を射る。以後はi企剣(ral gri )で死体そ ζなとな

に切り裂く。そうすると.死体の中tζ入れていた動

物の内量産が飛び出すというま乙と 11:グロテスヲ1.t光

誌にもゐう。 ζれらのjIぬ1.1，死体についている悪

魔，感界を取りf;i':くための供養である。{写良③参

!((i) 

..- _ f 

(等兵@)/ソルチセムの一場前i.IefC置いてあ)¥

¥るのがニャオという死体。/

(9) 阿陶梨の鍔

。骨テルチャム(sgral hcham ) 

次は， (7)渇商Iq査局した'¥1:.)(11111こちが再度鐙場し，
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彼らはl狗1ζζなとt，nζ切り差是いた死体を左手K持っ へミス寺第一日目

ているトクパ(thod pa )の中に偽々ねりつける。 (1) ハシヤノ・ハトヲクの111

そして，それを持って締りながら仰にセルケムの供 ζの織りは，ハシャン ハトククという大変な1M

.fiがなきれたトルマの周辺R~まり， トルマに向け 虚弱E で ， 寺 1ζ対してよくおI~:.r.号令したという中岡

てぶ手11:持っているプルパ(phur pa )で左手のき 人がおり，施主が布施を行なう iJJ!<::よって金持ちに

ぎみつけた死体の一郎をはらい絞とす。次いで，プ なると伝えられる伝説を示すものである。

Jレバを胸lζ両手で持ら，先を天11:liUけてしばらく舞 (2) 旦:ぃ血1寸こをかぶったラマ{仰の舞

う。乙れらの締りは，肉体を役しでもその死体のも との!{\ぃ~r子( shwa nag )をかぶったラマ{仰の

つ心は供後Iζよってlj)jけようとするものである。 服装が以前の古い密教{自の正装といわれる。{写兵①

日目 ルンナクックプブクチャム(rlun nag htshub 著書照)1 3人あらわれ，円をつくりトルv-a'i!iAずる。

bu hchan、) (3) グル パドマゲルポの舞

再度，lIiJ場I仰とまま場した守護1111たちが現われ， ~I{ 

風の如くはげしく場内ぞ一周して~';fい引き上げる。

以上でニ臼聞のすべての舞踊が終り，巾央の供縫

合に供えられた供物やトル?で作られた本線などす

べて終きつくされた。きて，以上の舞踊で気づく点

令 2-3ゐげてみる。まず，特fζ第一日闘のプログ

ラムは，ディグン ・カギュ派独自の伝説の主弘ーな本

将と守波利!たちが宝霊場し，彼らの衣装や持ら物，員百

りにそれぞれ密教の教えの怠l床があり，置fl~憶に見せ

る郁によってその認滋をより知らしめようとしてい

る引が分かる。また，それらの本将たちは，寺と信

者をはじめ，全世界の主主腐をはらって平和を守り，

かつ人々のもつ想以を滅する。第二日自の死体を荷主

駿して供旋する場商でより実感がわく。それはー阪

の越隊法iζ似た外供主主そのものであり .その目的は

息災滋i経法1<::大変よく似ている。また， ラダック人

にとっては，1是く民主しい冬季の閥の陥ーの楽しみの

大祭でもあろう。年I乙ー皮fごけ行なわれる。

次』ζ，ヘミスミ年の仮面舞踊祭について簡単に紹介

する。

(写:A⑬)/バドマサンバヴァをはじめとする 8¥

¥人の化身の入場。 ノ

(4) グル・バドマサンパヴァの化身の舞

次は， ζの祭りの主人公であるバドマサンパグァ

(蓮華生〉の化身たちの郷である。パドマサンパグ
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パラ(迩奇書)カ往じて，その立E拳から生まれた御子が肉

蜘臼M波化身でバドマサンパグァの乙の俊民あらわれ

たf没者7)(J)ぉ~であるJとされる。したがってパドマサン

パヴァは伺効帯改ムの変化身である。 (xにまま場するパドマ

サンパグァをはじめとする 8人の化身は，バドマサンパ
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ヴ7の収主伝をもとにくり広げられる仏にらの舞いであ だその名前のHl米は，他のパドマサンパグァの伝記

る。まずM初 ζバドマサンパグTをはじめとする 8人の において少し ~ð.，ている場合かめる il:①他11:t，仏

化身が主主助し，次いで 16人のダゑニ， 7人のラグ 説では，その化身は 12人に位。たり 100人にな。

ァク人の鰯t.が続いて号ま場する。そうすると飽主i:t たりしたといわれ， 8人とは，そのるつとも有名な

によって併納されたカタと金Ifiぺ'ラマ{門たちがパド 化身たちの名前である。

マサンパゲァをはじめとする 8人の化身に献じる。 151 護法の~t

次いで， dpah bo ( 4入札 dp幼 mo( 4人)が純 16 セルケムの供養

いて登場し，バドマサンパヴァをはじめとする 8人 mt、$I]{-をかぶったラマ{併が ニ人の従者を迫れて

の化身たちのliiJで俗々の踊りと治;欽がはされる。す 然組のJiíJIζ立ち，チャン(納)と)f{:~献じる。 ζれ

ると今度は， 8人の化身たらがー人づっ中央11:出て は仏教の仏たちをぶ:Aするためにu伝われる。

?t々 の1毒を依・“するのである.そして絞後K 1 6人 (7) トタルクタヲの舞

のダキニの舞がはされ，-ttテンという~滋隊を先日IJi tf¥は，人IIUの骨量nの身なりをした 4人のトヲルダ

に見いるラマi門会以も立ってその退場を見送る。と ク(dur bdag ) ;が現われる。彼らの税務は，~の

乙ろで， ヘミスJF所伝のバドマサンパグァの伝記iζ 神(Yama )を hUWJする役目であり ， Jfを守る ~IIで

よれば， 8人の化身とは次の如くである.湖の必聴 るある。

から生まれた僚から名前をつけられた①ツ sケェ・ (8) 四IfUt併の符

ドルジェ。当時， I旬イン ドの王織であったサホル ・ 17¥1ま，金銅IIW'12ぷ縦37時ιl'のV41")1とも配するの

ゲルポの名前よりつけられた②バドマ・ゲルポ。 刷鈎 ・金制策・金問b鈎3・金制鈴の内角1舗がmーする。

仏陀の位認をする人で，アーナ J ダで出2ましたとき (91 へールカの篤

れる ζ とから③シャキャ e センゲ£と劣づけられたo :1醤腐を殺す5人のへールカが現われる。

またダキニK~官教を教える@ロデン ・ チ g ヲセェ 。 u四 ツ ボ ヲレンのÜ~ft

制にあったツ aぺV'1-1とおいて，バドマサンパグ 7 Ull キィンパの~

が{本11:火令燃やし，その時の火は変化して水にはり. 天地をかけづりまわる 10人のキィンパ(gin pa) 

水のゆKJ!:がさ与を，'fんfごといわれる乙とから⑤パド の面白りでゐる。

マ ・チュンヰェと名づけられた。⑥センゲェ ・タ卜

g ァク Iま!m!慌が(，'l仰i?I1くなりその'AJrlとはる乙とよ へミスミ寺第二日目

りつけられる また①ニマ・ウセルはバドマサンパ (1) トaムワト φ ヲと 13人のツァムツ aパの伊

グ7と外道が;:;"ftし外泊が敗れ，その人たちがすべ M.初は， トsムワトクク(khrom ba drug)と13

て~J子になった乙とよりつけられた名 IlíJ。③ドルジ 人のツ 7ムツ zバ(mtshams bcad pa bcu gsurr】〉

ェ ・ト 1 Jレヲ l<tパドマサンパグ7がチベット Il:fJ今 の舞である。彼らは，人々をすり:以腿脅迫いはらう。

た時，その教えを~JチIζ伝えるために:tの中1とかく (2) ゲェソルの供袋

したといわれる ζ とよりつけられた名前である。た いっ fよん1I'l~~たちと信者は集会放に人り，お笠の
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中で特別1<::ゲルポのlJtA( sku lnahi rgy1 gsol) ;が 簡が終わる。

行なわれる。乙れは. {oll'iが自分の1守。ている.g;伊 以上がへ 4ス寺の舞踊祭の内容である。ヘミス寺

を減してもらうため1<::ゲルポ1<::布鈍するためのも では，バドマサンパヴァの縫'1:日を選んでf~年行な

のである。 われているためか。然りの主人公tζバドマサンパ

(3) キィンパの舞 ヴ7をはじめとする 8人の化身の貧賎の鈎令特lζ強

rlJ&. I~I~IL出て前 II もな場したキィンパのmiり 渇しているのが特色である。しかしその主I~ 的は，

がくりひろげられる。Æ>:~事や32J盟/1111ニちの存在をより必おさせ.Æ>:絡や守

(4) ゴンポをはじめとする守滋神のJ:I ，.'itーたちによって窓路 -f砂駅をはらい， 与とそのは

まずIct初1<::，二人の手守{的が中ほの，，1~1とやって 釘たちをはじめ全i控界の人々が宇和になるようにと

米て. J出dLIIζ土で竺ftJJ彩のj形を作り.その中にnri 祈願してuはねれる。乙れはフィヤン，1;:の然りの.tA

(き)という文字を，'D. きらIζその上1<::ニ守オ 合色伺織である。

(na bo )というツァンパで作った死体令偉く。そ とζろで，チベァト複数儀礼の研究には，多くの

して， しばらくすると， ゴンポをはじめとする守滋 11抑制とねばり鋭い労力をかけた現地調合が必1l(であ

神)8人がEE場し，その死体をとりまくようにしとE るζとを改めて切に軍事怨する.今回は，へ Eス寺と

がら舞う。 7<ヤン有のみの舞踊祭の4間企であったが.さらに

(5) セルケムの供li ラダック地以の他の寺院も~め，シァキム， ブータ

次いで， !iiい卵子-a-かぶった 4人のラマ11'1が死体 ン，カリンポン，ネパール~I<::行なわれる海教儀礼

のまわりに現われ， IliJの如くテマン(柄)と米を献 について広範俗研究が句まれる。

ずる。

(6) V4ll! ~I績の郷 tt① M八NlRIMDU NEPAL by MARIO 

(7) 絵悠尊(sgo skyon )の舞 F ANTlN p. 1Il. 

(8) トクルダクの舞 ②向上抗 p.18. 

四lIt，II，~，骨や念車1!<~たちが死体のまわり舎とりまく ③ Somc Remarks on lhc • TERRlfIC DEI. 

ように悦勺た弘前日 Hl:均したトヲルダクが現わ TIES' in Tibctan ‘DEVIL DANCE '. 

れ，その内の2人が中央の死体を持ちとげると共1<::. by P. H. POTT 0 ~時数学密教史治文m

あたかも死体ILとりついている感1M. 1!lfll!をはらい p.270. 

のけるように，その土~hlでけり上げはがら重量うの @ MANI RIMDU by LUTHER G. 

でゐる。 JERSTAD p.72. 

(9) ハシセン ・ゲルポとハトタヲの郷 ⑤制I:.~ p.98. 

ζの然りの1長後lζ，ハシセン ・ゲルポと 5人のハ ③本学的学長中川者教数俊文JiIiの 117 l;i4;:。

トヲヲがじl'れ合い~Cがら愛織し，すべての人が ( U-rgyanのグル泊中:生の本生伝も却しく寄

金持ちにはるようにと願う蜘りがはきれすべてのま:! いたものでpadmabkahi lhan yig )の翻訳，
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A.:学徳教学符休由美子氏の問自154 &手段~l!

治文の研究rtよる。

① 1，"，1上の中川文締本では.8人の化身のすべて

の名liilの由来が記しではないが，バドマ ・チ

- 5 2-

s ンヰェやパド 7 ・ ゲルポの名前の由来が~

なっている。パドマサンパヴァの化身の問凶

については日IJの倹会にゆずる。



ザンスカ ール再訪記

常多 昇

一昨年にひき続いて昨年もザンスカール地践を訪 降ろす。シンモダンサで寝食。 20:00ジュルド3i'I.

れる総会射性た。以下，日誌風iζ今回の行程と寺の とζにもゲストハウスがある。昨年はilli設中だった。

紹介をしたL、。 床Kシートをひいて絞る。

7 / 3 1 (附)紛7日告には来るはずの トラックが 8/2 (1Ij'l)昨伎は冷え乙みが厳しかった。えli伝

来はい。傑しに行くとえli転手が~がくれしていた。 手は風邪1気味。 8:00ジュルド発。ランドン ・ゴン

年れいili転手だったのでザンスカールへの難陸自に尻 パでトタンリからのトラァクに出会う。人を渦載し

込みをしたか。代わりのトラックを傑し夕方 16:00 ていて，マナリから抜けてきた臼本人 2人が乗って

すぎ，やっとカルギル出発。 トタンリまで2500 いた。ゴンパでは， ちょうどダラムサーラから来て

ルピーの契約。 21:30パニカルのP.W.D.ゲストハウ いたリンポチェにお会いする。ペンジラ峠もトラフ

スfL71く。(昨年度地図訂iE.滋路Iまサンタまでス クで簸f.{く超え.チブラで寝食。 19:00トタンリ村

ル川左停，サンタ先の絡で右t告に移り 30分程Aっ 活。前聞は今日の行程を馬と徒歩で6日II.¥Jかけてい

たマンドン(? )から潟ぴtr.~にもどる)パニカル る。橋の側に新しくテン トのレヌトランが協業。カ

(スル}までは政府のパスs!!もあり，k~ .æ艇うため ルギノレでたのんでおいた符のJIjぷもできていると述

の基地でもある。前回は乙の少し先のバルカチまで 絡がある。カルシャのロンポも来ていて，彼のすす

しか取が人れなかった。 めにより，先にゾンクル ・ゴンパへ行く ζ とにする。

ザンスカールは，ラダックのパクラ ・リンポチaが

8/1 (附 )出発時にトラックがタイヤを罪事Iζ泌 やって来るという活で沸き立っている。殺々がi滋司

とし全員で持ち上げる。 9:30ゲストハウス発。附 て米た村々には歓迎の飾りつけて事が鐙い，ロンポも

IJIのまま山隊が純物と共に下山してくるのに出会う。 忙しいとの乙と。 7:lt:.ili転手と求払いについてもめ，

リエゾン ・オフィサー死亡のため後山を中止したと 約束の総段に上梁せ4をする。

の乙と。途中次々に村人が乗り込んで来て トラブル

があった。カルギルからの使采組以外はパルカチで 8/3 (附)8: 30荷馬 7碩ぞ辿れてトタンリの
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I.'W2人が来る。伐を渡り女、N立を色との15r;'Jへ引b

~す。k!á 1 liJiがA時Jt.仰をfふりおとす。仰をも'1んだ

~)) 1111: はよくあることだが令い被'Eは少はかった。

J4:00トヲヲB.風が強〈テントを銭るのに汚労し

た.村のて子供が手伝ってくれる。ザンスカールif:iill

ではチ供や大人まで7〆令4とねだって閉口するが.

ζのあたりは人ずれしていはいせいか，それほどで

もはい。外人のトレフカーが火事うはいって米て，モ

ノをばらまくから人が物乞いに変わってしまうのだ

ろう.IIしさだけにh;U碍があるのではない。

8/4 (筒)8: 20 (.:J~凶いてよ号でゾンヲル ・ ゴ

ンパへfI'Jかう。)f I沿L、のガレ必をぬまかせで泌u'。

9・40ゴンパ.n。ちょうどジト ;t( bshi khro dam 

pa ri rgya )というお祭をしていた。 ζのあたりで

は，Cちそうであるパ安一人りのとはんをふるまわ

れる。ゴンパ内を~た後，少し限れた場所のナーロ

ーバの修業ll!(上の恥n;n にも:aる。前回米;V，~1'f..

ナ四ローパと持金闘IJの{象。守ンダラ盤幽あり。ト 9

?Iζ るどってキャンプ撤収.J 4 : 30発。もとのiむを

トタンリへ向けて滑る.波砂地点で滝カメラマンが

('lJ~①) ゾンクル ・ゴンバ上の修業id.ナー

ローパ(Jr. )と持金剛の像。

;J<Iζ台Itされる。午後IrIJ:';どけの水がlfIえ.昨1Iよ

り川の水位がじが。ていたのだ。 17:00シ守 山カル

村でキセンプ。

8/5(的)8: 00 IliJ(u]，f之潟任のシラツェ(si la 

lse )ゴンパIL向かう ol'仰は 3人起るというが.8F

日のゾンクル・ゴンパのt.'i11:::行って留守。ドカンに

は卜一面千F鋭討が i休めるのみ。別の常ICl.l， J，~ 

段6m四王子. ，f:jさは約4m以上ある人;きなチ uルテ

ンが従ってゐった。 術(がん)には釈迦{象が安lぼさ

れているが，チ.ルナンrtt$11:li点方を防J~、て汀色，

角直.lU!sJのfiiJOO仏がrlhかれている。中段ILIJ.例OtilC2 

体ずつ計 8 体の仏かtlhかれ，八厨の吉相を /J~す持物

~持っている。以/JI止符々f'l色』ζ塗られ. f1;愉(h-

khor・10)袋明文ωの同形 (dpal-be)~mっ。 ttl

I:i.縁(i'f?)で>lli'1¥ ( pad ma )と"31(?)で筋

縄(rgyal-mtshan )を持つもの。酋15.:三外と色

IC赤色.自~l. ( gdugs )とはち貝(dun )を待つ。

Jじti.J貨で"II1( bum. pa )を持つ(? )ものと総，

総(gser.百a)をt~Îつ仏がtY-彫りにな。ている。 ζ

の8吉相の上の段にはやはり 4商Iζ2体ずつの像が

織かれているが，すべて[.. 1じ形である。

〈写真②) シラツ忌 ・ゴンパ{滝緩一氏IlW>

A
特

定
JV



11 :00トタンリの慌に志どり，テントレストラン ンバ再調査。昨年はl~fM 1 r，と側いたが，堂内では

でい食休組。 ιζのコフクを孫々の潟Ú~):Iζ引き彼 6人程の尼mがお勤めをしていた。地えの人は， リ

〈乙とにする。日給40 )レピ一。トタンリ ・ゴンパ ンテェンサンポはアルチ，スムダ，マンギュの手今寺

{ζ11くが剣持ら不{fのため入れt.cい。叫ん・の't.ζ符 をmてた後K，ζのチふテージャル ・ゴンバを建立

り糸を飲んだ後，新し くカルシャまでJ1(がi凪れるよ したと符えている。フランケIJ別O)tぷF障を紹介して

うj広げられた.iU路をランミ村まで'T< • 18: 00ラン いて，カシミール0)1("/が/，!初1)1ζカニカ ・ゴンバ(サ

ミ主rliiJでキ守ンプ。 ニ・ゴンバ)をillて，総Hが余勺たのでみ:11:スムダ

8/6 (fti)カルシセの口ンポ官iζ1i~， しばら

く乙 ζ をベースキ守ンプにさせてもらう.偽物の鍛

Jl r~ をする。タ必;，パヲラ ・ リンポチ z が対j;!のピピ

ティン ・ゴンバよりゴムボー トて'米付。カルシセの

村人， (凶作lが総出で飲迎する。ラッパの「7が糾きわ

たりぬとのリンポチ￡が一人一人&担~1!，jする。

と 7)レテ，~後11:: "? ./ギ sをillてた ζ とを述べる。

8/1 0 (町)ロンポの案内でカルシャ ・ゴンパ

再調資。絞初tζ昨年見はかったゴンパ下のIWil仏tζ

案内される。 Ji.から金岡II}'，似ぢ，'，阿悶，文殊，弥

紡と呼ばれているが， ロンポのJまえでは不'!J!.成bit，

宝生，大日(またはかj閃)，金阿'1手，~吸ß光である

という。 ζ の五仏の1T..側ft~~‘肋1rl:があり ， おき約4

8/7 (B，'i) サニ村で祭りかあるというので~IJ~ m ほどの弥紛が幻19]11::立っている。 しっくい倹り

5 ii!i. (.:1 ~I; 2 liJiでHl発， 4時間慢でゴンパにおく. ( ? )の上1ζ彩色がほど ζ されている。あるいは省

主ダァクのZタクナ ・リンポチェが来ていて，付人 から彫り出されたr;彫りであろうか。

lζ線数~している。 m自った人々がつめかけていた。

liif 1"1も乙とで対'liJ1iのお祭りをRJこからWII守していた

のだが，勝仏のナーロ ーパ炊の御DfJ似の他11:: 1ま午~fíJlJ

の乙ともなかった。それでも集まった人~II あて 11::，

小un物νむりや食べ物を売る出版が山ていた.ζの夜

li泌}jで，村人は遅くまで酒を飲んで騒いでいた。

8/8 (附)サニ ・ゴンパ内を向調ff タ応力ル

シャのロン~宅へもどると，ら￡うどパヲラ ・ リン

ポテェが来て仏1mでロンポとおぞしていた。I!:!似

して外で伶っていたが， その夜会~を，rr"Jされた。

(写真③) カルシャの1flI1'1仏

ゴンパi乙人ると l伶全uが並1)行の時間で，堂内で

茶とツ ァンバの食IJrをとっていた。一同を集めて記

念品U;話。古い ド カンの{~で Illqの朝tfiJ，前回のものにili

8/9(V})パクラ ・リンポチェは午前中11::ジー 縞すると，必刊を(布巾)li四天王。桶竪左よりチ守

プでカルギルへ向けて紛った。チ鼻チージセル・ゴ ヲドル〈金剛手，また I.:tõ~例(OU告では不'!J!.!ilZ就? 墜
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問時五JfIが激 しいため総定でき f，f.い)ナムパルナンゼ 費支によると，ザンスカールの-'ls:eiい村は，ランタ

{品i[IRiI!UJfI，大白).オバーメ(1U{{i(光，阿弥陀)， クンセ， リナム， クEとカノレシャだという。ヲミは

ナーガラージセ(胞とf.). i1!ï~1i:よりマンラ(薬師). カルシセの対岸，ランタクシャはトクンリから 3km

チzンレーシ(正観音). ドルジェチャン(持金剛)， ほどペンシラ山is符りの村である。

チセンバ(文殊). Jt~霊(正面)左よりトンドクプ 17:00ピシュ村へ到析。 50-60年仰にできた

リンチェン(サキセパンディタ ・クンガーギャルツ te:.1与があるという。河原の良いキマンプ地f(テント

ェン?). ツ s ンカパ(組曲~. テェーリンポチェ) を仮る。フランス人の トレッキング隊が先JIしてい

シセキャ トクパ(釈迦)，サキャパンチェン，チュ Tこ。老人，女性を混じえた 20人程の大部隊である。

チージセ ル(十一面千手観音}の順とえfっている。 対;flはザンラ村で，つり腕でわたる ζ とができる。

(写真@)) カルシャ ・ゴンパ，宵いドカンのJ!a

jjIiしグァイローチャナ(四岡大白)

8/1 1 (日常， f時々~)ここからリンシェ 1ζ向か

うため，t号ぞ換える ζ とにしたが，新しい馬と馬方

(~が使えなくなった場合， ~íl!:もするという約束)

がなかなか来ない。尽をmめて来るのに時附がかか

っているらしい。今日からのコースは前回未踏査の

地域である。 口ンポの息子もガイド滋通訳と して伺

行してくれる。 12:00カルシャ発.コァク，ガイド，

馬J53名を含め総員 10名，馬 10 il.ll (乗用 59.R.

術.ff15頑)母馬に子馬 3頭がついてくる。 14:00 

リナムi通過，ラカンあり。対J:¥!シリンスキット。

14:30水揚で休!iL!16: 00対岸ツァザル通過，ガイド

8/12(lfí~) フランス隊を先発させた方が危険

が少ないというので待つうちil]くなってしまう。

10:45ピシュ村発，13:00ペタン村(対伴ホーニ守).

14:00ピドモ村，尽1主，風が強い。 15:50発，騎馬

では少々危い所もあったが，以後f(J，F;で小流を渡っ

て18:00ハナムル村着。二納ほどの小さな$終であ

る。ガイ ドのナムギャルが，ボザというチャンより

少し淡いどぷろくを潟淫してくれる。

(写真⑤〉 ザンスカールJII左岸!L沿って下る。
のナムギャ ルがいろいろ訴をしながら歩いて くれる。 (泌総一氏鈴彫 )
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8/13(11，'1)放のうちに).~ 2頭が逃け'てカルシ r..l1 1時間ほどして彼等の馬も到.(1したが，食foilやテ

ャの1Jへもどってしまった。 ).~J5がつれもどしに行 ント対岸fC移す乙とができはかった。

<. 8: 20氏主主，111的，lì~先発。 10 ・ 00馬がもどり，

衡をfj'lんで出発。今IIからはill絡が危険々ので，術 8/  1 4 (H，'i) Jllfζ洗而Iζ行くと，水誌はいくら

を全織の馬Iζ配分して'sさを減らす。 -DJiは病気は か減っているようである。勺どけ水I正予がきれるほ

ので抗生物質をツ ァンパのだんζ1と人れて食わせる。 ど冷たい。的夜， フランス隊は炎き火を聞んでf長rJfl

ji!はZ1だらけで，と乙ろど乙ろ峻れていて場所lζよ かしをしたらし L、。絞までのJj<~(なので， 大'jJをと

っては荷をいったん降ろさはければなら伝い。馬方 ってザイルを煩った。

が非常に神経を(iEっている。 11: 00波沙，道はずっ 10 :00J.f;と人志会員川ぞ絞りジンチェンIJlIJR立つψ

とJ，，;;JR沿ってお俊仰を下る。 IlJび鐙りになって小 すぐに~Ll~， illは昨日 I，~主義ひどく緩い。 11 : 00がレ

さは曲T1C，li，Jう。巡!胎iが狭〈ガケドI(l;t.ilI~ií[がぬ巻い 場で)>~ 2liJiが術くずれをお乙し，谷側へすべり絞ら

ている。 13:00傾斜 3OJ.f以上のむの淑H唱をひっ る。ザイルぞ使って荷を上げたり して半時IIU模消問。

ぱりあげる。(後で聞くとi議まわりだが8fJの安全なルートもあっ

14:0077)レフィラ齢(I刈皮i.H，3800 m)。峠 た)12: 30ニェルツェの水場(沢);{/. (乙乙には

を少し下って水場(わきJj<)で昼食15:30発。樹林 人家はない。昨年.&地図，村の紀号，11正)昼食。ガイ ド

lliの急'.t下りを蹴け降りる。先発のフランス隊の荷 は今日中にリンシェ 1ζiつけるというが， との分では

尚隊が}t-iて，聞くと馬がlAA乙のうものガケで終ちた 無限だろう。 13:00出発，沢づたいにどんどんままる。

ので怖くなって引き返して来たのだという。道はこ

乙から怠I坊を般に長い トラパースをしながらままって

行く。人間でさえ足場が危い。フランス隊の馬方た

ちは，術を自分で担いでピストン給送し始めた。我

々のEまも術を人力でi!l!liなければと思って，後の術

15へ述絡をつけにもどると，すでに荷馬は省場をよ

じ主主り始めていた。ガイドに相談すると，孜々のJ.1j

は荷~減らしであるから大丈夫行けると古う。まっ

たく乙 ζ いらの馬の身軽さには!~心してしまう。

rhLJJ+l話で言えば，告場2級ノレート を衡をもTんだ烏

がよじ主主るのである。

17:30ジンチ zン村手前R狩〈。リマラルサ曲11か

ら流れてくる川は期水して波れはいので，部活の対

応でキャンプ。先発のフランス人たちは，昼過 ~I(

対岸へ渡って しまっていて荷物隊を待っていた。結
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絞るにしたがって傾斜がゆるやかになり，谷志広< 8/16 (lIj'/)ゴンパ調台。カルシセのロンポの

なる。途中省小脳に人が居て，ヨーグル 卜を分けて 息子がガイドはので与側の対応志良も、。 1t'l ~7 0名，

くれた。16・30谷が二般に分かれているところでキ ゲールク派。ガクワン ・リンポチェにより 40 0年

センプ。ラングマトプテ (430001ぐらい)道は乙 程前I<::1)IJ建されたという。乙の寺のIP1は仏間を織〈

ζから北側の沢争後って峠にモる。 ことで有名。

カンギュノレカン4とうサ版カンキ・ュル 10 11扶。 ド

8/1 5 (UI'I ) 9: 00出発， 3渓を鯖みしめて峠 カン尚向950X900cm。左唆にナルタン版テン

を目ざす。 10:00ハRマネラ峠 (4550m)速くに ギ"')レ 22 0依。懸ぞ修.l1I!中で仏像等が動かされて

今自の自的地，リンシェ村が見える。 10:30時発. いた。山商仏像チョーリンポチムツ zンカペ釈

今度はどんどん下って11:30小流の水場へ!懲りる。 迦，阿弥陀，弥物{象ミ事。b:.布の墜にも仏像多数。ド

(390001 )再び筏場をEまる道をとるが，J;f，J5 2人 カンの奥tr.fと小さなお録が媛していて， tE明のv/

が昨日の1事故fL懲りて，街J.~ 7頑と共に別のルート ダラ。半分は析しい箆Iζ仕切られていて見えない。

をとる。ガイドとiJlJの馬方がもどるように叫ぶが. Iおみも激しいがll.11のよL合からQてドカンの正l!てられ

聞き入れなかった。 12:15さほどのζともなく，サ る前からあったのだろう。ドカンの外側に六道総勉

バンラl峠(4100m)ぞ越す。リンンェはもう近い。 図，四天王の型車iilii。策の自主(ドカン人目前のテラス)

少し下って水場(わき水)で昼食。述く IL迂回i泌を に践に乗った老人を中心とする絵がある。土是正予の穴

とったフランス隊が見える。 13:15発，付を日5し

てどんどん下る。リンシェ村は下の村と上の村とに

分かれている。 14:00下の村11，村人からチ守ン柄

をもらい一日目。換え馬やポーターの手配をする。

16:00リンシェ ・ゴンバ下tζキセンプ。食糊が足り

なくなったのでゴンパで米と砂絡などを分けてるら

つ。

('Ef災①) リンシぷ ・ゴンバのi曽{8と紀念保影

(写真③) 長寿の六相の老人と鹿

相(tshc ring rnam drug )を表し，老人， I砲(一

角獣?に総，岩，水(泥?)， '"ミ(松?)の6が
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テーマである。いかにも中図的俗図柄。ラカン(滋 tζ|捌いて bわからないと古う。どうやら今日通過し

法'~n はI匂向 5 5 0 x 5 2 0 c .n 0 eiい自主!t!uがある。 たゴンマ村にあるかも知れはいという紡鰍を~\Jたが，

正I説中央IL十一i白i微白像。そのたにチョルテンがあ 日程の関係で引き返す乙とはできなかった。乙の村

りタンカも多く僚かっている。 IC::はゴンバが2寺あり，村から少し般れた場所ICあ

ヘァ ドラマのiliH蛍ではお子高をよばれる。 ιの与所 るタシ トンゼ(bkra sis m thons mdze )・ゴン

慌のIMrまレ目やランドヲン ・ゴンバにも総庄してい パへ向う。 i凶 I 名。本.~凶向， 本尊十一碕観音， 怒

るが，多くは寺内にとどまって修行iζ励んでいる と Iilliツポンカパ他。

いう。子是々がやって来たjlJの乙とを考えると， ζの

年の~{'lが出かけるのは大変な乙とであると納得する。

夜.'1=:を-9Ji口う。

8/1 7 (明)新しくJlHflの崎 2iiJi. ;f.ータ-4

人(1人はk見方を波ねる )をfaiう。カルシャからの

1 0 liliの.(f;とガイド ， コッヲ^別立佐藤さんて~i 3名と

共にもとのiむをもどるので，子主々 2名(氏家，常多)

iま彼等の案内でラマユルを|ヨざす。安シ ・カルサ'ン

3 5才.ロプサン ・ツェリン 24才，プ J ツ若ク・

(写点⑨〉 ユルチュンのタシトンゼ ・ゴンパ

トタンドクプ 17才それにワンチュク ・ドルジ，，50 8/180~1) 倒食の後， ~部品喜内 Iとあ る別のゴン

才前後の 4人のポ-?ーのうち災担;m:.荷をかついだ パに行く。タシドンマ(またはユルチュン ドマン

のはワンチュク l人で. (1也はロパ 3!iJiIζ拘与をi!l!liせ ylll Clln hdo mans )ゴンパ。リンン zの{内が 1名。

る。 本堂ボ向.中将トンパ(釈迦).右1ζ十一掃観音，

9:30{当IC見送られてリンシェ発。 10:30ムグン 々にツェバメ(無fl(Jf， 阿弥陀)。墜~_Ijjは正面1<::釈

ラ峠 (4100m)11:00スニ トクラ峠 (4200m) 迦.t目的{象等。右墜にドルマ{去最タ ーラ)友墜1<::35

11 : 30スキュンバ書付(4桁 );{1。新しいゴンパが 仏。

あり. リンシェの(1'}1名が住持している。 20年liiJ 9: 30ユルチ sン出発。峠を目ぎしてまEる。12:00

ill rr.本線は十一面観音。池があったのでそこで経 .t手前の水場(沢 )で経食 (430001)12・30発，

食。 13:30発。 20分程でゴンマ村下を通過，峠へ 13:40シンギラl時 (5060rn.，:::)皮苦1'4800m?) 

の主主り滋にかかる。 15:00チュバラ峠 (4200rn) 風が吹きあげて米る。 IWI<::仏像があると聞いたが$

ζζからたへのまき巡はl白族シンギラ峠へ行く。ユ 渓1<::治が浮き出て仏の形をしたものであった。 14:

ルチ a ン村へはまっすぐ下へくだる。 15:50ユノレチ 20峠を下る。牧Aのお小原でミ ルクとバターを口ぅ。

ュン。乙とにはチベァ ト文'子とは違った古い文字の 15:30休庖!.パヲー茶を飲むの

irかれている制絡があると聞いて米たのTごが，村人 16 : 30i!i!く伝ったので荷をまかせて馬方1人と共に
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MJをとばす.かはりの速歩1.(ので;妥り滋とされはい ホノパタへの辺司どとらず/正の泊(凶〉をとる。ポー

ょう必死1ζ革まにしがみつく。 18:30 <チラ舵{1100 ターの;苫では， 乙ちらのゐが安全だからという。川

01)19:107，トクサ村fi( 4 100m ) 20 : 20(.:，物 沿いに右停を迎行。水f.，かtく，人主伝Z;がEEを立

jilj rt. L~'~の.ìíJlζテントをill り ì出い食 11'令とる。 てて流れている。渡渉j也y託金保して!こ流lζ行くうち

('1/1、~があり，そ とで'"センプする乙とにした。~

8/190，'/)例食後，村のゴンパH:ri'Jう。 Eζ 人と少年が総たが l)レク色{IIJb ~，し。

11:も 2ゐあり，ディグン派とドヲヲJf<の，'tでラ世ァ

ヲのラマユルふとへ Eス寺の仰がそれぞれ{H与して

いる ヘミスの{聞は不在だったので大与いえiのゴン

パは凋1ftで主むかった。ディグン派のふはキ・セシィ

ドヲンカル(bkya sis dtun hkar )ゴンパ。 ill物は

続しく JtJ:ili:illてられたものである。本'i;tl対州1iij。中

将釈A担J， 1\~ lIhjはし。との ゴンバの見!1J少しなった所

tζj焔，'j>. 4 1ftの総rJ(木造〉が11本il:tlsされていた。

!\~irri は釈湖.担I白!I{!象，観音，金剛泌J曜とE ど。 M近1危

~i 11: ~(勺 f: るののようである。たぶん下のディグン

派の，'Jへ移された bのであろう。

(写点⑪) シJレシル由1・

8/20(e:iのちを'}，小雨)n'J、日の憾に，本tこ

石鮫をわたした小崎があ。に.t.H'入手で対岸R移

す。ロパる係をわたるかMH:t水!I¥の減った111を波記長。

9:00出発。 jFを'Vし卜司て，すぐ;，:へ小さ'.c峠ま

でZまる。別の小沢へ除りたととろに人・*がある。パ

ンタンナンマ。イ[の沢毛fつめる。出l'のf'lIiJでポータ

ーの 1人が倒れてしまった，hs祁のようである。議

をうえでゆっくり巡む.2Jが111て米て'ff.ぃ。 11:10 

ニュグチ s ラ僻(5 000 m 11'r )主主〈の山は万。天候

(写肉⑬) フaトクザのギセシィドヲカル ・ゴ が下りJti.t.i・のでa包いでドる.ガンジラ併が目の前北西

ンバ 方1<，]1ζ見える。 13:OO'hHが降りはiす:14:00{t食

10:00フ g トタサ発。谷ぞいに1lli1ζ1;村 Bう。11・00 15 : OO~. 狭い谷ぞいにドるので必1<tJ.í:J，!と右j告を

大きなチ..)レテンがあり，ζζからJじ附に転じて小 何度も入れ変わる。 8ft.沙司甘くり泌すがM~~使えると

沢をつめる。 12:00昼食13:40発14:40シルシルラ 乙ろは比較的，楽である。 17:30樹林仰の中のシラヲ

齢 (49901l1?必度計470001)15:00発，少し下 ンという場所でキャンプ (3800l1l )尚が降ってい

4 てぬ1村からの大き1..流れが見えたと ζろで. ~jの るのでポーターにカサとポンチ.-i'~す。
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8/21(1時)ロパがヒ流にもどってしまったの

で出先!<:rllll どる。 9 : 00fll~。樹林tifが続くので

J.!きそおり徒歩で.ilfむ。 i道端にある赤や3i.の木の実i-

つまみながらのんびりと歩く。話232があると ζろを

過苫ると符が開けて大きな村が~える 。 1 3 : 30シー

ラ村。河以で内食。 (3300rn)15:00発， ζのま

ま川ICそって下るとワンラ付l<:tL1るが，手先々はラマ

ユルへfおるのでjじi1lifζ.ilf路4をとるらJ.Kのない狭い'(i.

をつめる。16:30プリンキティラiII:1( 3 7 5 0 rn )銚

めは殺ぱっとして気持ちの必いI~~である。 1 7 : 20ラ

マユル村打。ゴンパの中1<:外人JIIの似合があり，ポ

-7一氏支払いをすませて久しぶりの洛ち1;-いた食

!Jiをとる。

親日，ゴンパを見fこ後， トラックの何台!C采って

カラツェ村で-IH.レ-!C'J，1lった。

( '"お今fiilの調伐の行wおよび，lfu.f!llについては，後

記の地凶を参照されたい。}
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プクタル ・ムネ 寺 湖任

佐藤 健

ザ;.，-;:t.カール1ζ入った 5人の隊合 2つはねりる ζ tζ氏家・字詰多の2人li. その拠にある大きな峠を 2

と11:1.(勺た， t.':illful大学ほと，毎日続'lHば 3人であ っ厳えていζ うというのである。しかもほとんど永

る。レ四lζ伐った 7人とわかれてサン主力ールへな 知のコースである。しかし，そのコースモ1ft!訟のり

かった.fj，、たち 5人はレーからカルギルまでトラッヲ さってラマユルへ妓ければ，われわれの今度の品目ii

でまる I11.カルギルからザンスカールの人110>ト 隊は，ラダック ・ザンスカールの会岐をN?l貸する ζ

ンリまでやはりトラァクでまる 2日半。さらにトン とになる。「行きましょうjLl:，ヌ助教般が決断した

リからも上惨でリンシs までまる 611の鰍令した.全 その未知のコースiζ銚戦しようというのである。

t!がリンシェ ・ ゴンバの調資~~.さえて1I1 1t!.'.\のトン ロパと n人の;f.-?-~つれてなって行< 2人を

リまでもどるにはやはり徒歩で6日かかるo (IIj {，全 見送った毎日は 3人IC{， ([f6がゐ。 fニ リンシぷか

uが3艇にiむをfもどる必要がないでは"いか，という らカルシ々まで5111mでとってかえし，さらにパダ

ζ とが隊をわけに則自である。お聖flll~~の 2 人は， ンに出て， rì百年のt.'~~'f l llのよ;.\'dWtl!であるプクタル

(Ijひ.トンリ，カルギノレの絞絡のコースを~品。て刈る ・ゴンパIζ向わはければはらはいからである。乙れ

だけの11tXがなも、。 まで，さ7'1まとジャーナリ ;:t.卜.そして1M作lが，たが

リンシ£ ・Jンパで隊を 2つはわけた /.'ljTf山Fま いに悔カしめいI.c がら~，V 1'tlW1 をしてきたのだが，

のJ.I:，;)(止b教綬と俗多11は， リンシェからさらに50∞ 佐様，山崎， ~寄の 3 人fごりが決り. ~n で必死し，.(

m級のm・1.- 2 つ乙えて，ユルチュン ・ ゴンパと 7~ ト ければならI.(l、.われはから心るとない気がしたが，

ヲサ・ゴンバ令Aのしてラマユル ・ゴンパへぬけ， セ'イタヲはいっていられI.n、.ザンスカールのリン

ラダァクitii心でボをつかまえて，総長教段らの伶つ ンェ ・コースと， もうひとつのn大佐谷ゐいにある

レーにもどることにとfった。 3日IIUのtjft'だが1.，ま プヲタノレ ー コースを~t11'tすれば，州地主主のすべてを

やさしくなし、。(~際には 5 臼かかっている。}われわ 的貸する乙とKl，cる。とにかく :umした。リンシェ

れザンスカール似の当初のH的はリンシぷ・ゴンパの.ぬ からカルシャまで5~I でもどった。 そのmHζサ'ンラ

1'1:であった。乙のゴンバは.ザンスカールのMも奥 の.1:織にイン空ピューする y，illiICめぐまれた。カル

にある。そζにたとりつくまでの行rilでも大変伐の シ々のロンポの;友で 11l{+Jiをとり，すぐにカルシ
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ャゴンパ所有のゴムボートlζ乗ってわたり，徒歩で が捕かれている。乙の夜はムヰ ・ゴンバ品目Kテント

約 311与問でパダンにーおいた。人口約 600。ザンスカ を復。て絞る。

ーノレでhlも大きな田町である。 こ乙で少なくなった(ほ

とんどなくなっていた)食料を獲える。といっても

ピスケット.ジャム，大麦粉と忽，砂縮。それに芽の

でた玉ねぎとジャガイモだけだったが，食ドlの少は

いザンスカールでは予:ttl以上Km入できたくらいで

ある。乙乙でも，パダンの王Kインタビューできた

のは，われわれのガイド，ナムギャルが，王家と貌

せき関係にあった ζ と1ζよる。

パダンぞ出発したのは 8月24日午前 91時である。 (写A②) ムヰゴンパ ゴンカン正面弥初菩1緩

尽自i!1<::パルダン ・ゴンパについた。ザンスカール川

の上流のツァラップ川1<::っきでに巨大な幻の上lとあ

る乙のゴンパの鴻1'1:1立。前年の高野山隊がくわしく

しているので，ここでは省附する。午後5時.ムヰ

・ゴンパ打。ゲルッ派の寺で， 600年前にチェン

シセンセン ・シェラザンポによってillJ飽きれたとい

われ， 21名の{自がti::!illするが，われわれが訪れた

時は3人のii"lと 4人の小{飽きりいはかった。

(写点①) ムヰゴンパ全民

(写災③) ムヰゴンパ ドカンの観的1と緒t'J

8月25日，ムヰ ・ゴンパ発。カルシマのロンポ

が「もしかしたらリンチェンザンポが悠てたチ")レ

テンがあるかも知れないjというイチセ(イチセー

ル)・ゴンパへ.rl<。つり総で対仰にわたったとこ

ろにある寺だ。寺Iζは1('1がL、なかった。はるか111の

上1<::新しくできた寺に僧が1人いると聞いたが，そ

の寺には唆11届その他はまったくないという。近くの

ドウカンの中尊Iまチャンパ(必紛〉であり，むかつてお 子供1ζ頼んで，カギを持っている村人ぞきがしでも

に十ー面観音"1i'lt 2つのツ sンバカ{象があった。 お らったがみつからなかった。しかし，目的のチヨノレ

の!援には釈迦!と派代の組附.tr.の自宅もまたツ gンカ テンは見ることができた。 ζのチョルテンは村人に

パをr-t心とする組自D，また，入口のJi=.右r<::1正念f必勝 大切にされているらしく，まわりには|当型置が作られ，
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(~J~@) ) イチャルゴンパ全員ミ

〈写真⑤) イチャルゴンバのチ冒 Jレテン

事11と，l，iJじ色の;怠悠線.そして内天王が陥かれてい

る。(くわしくは，Iì!i縦一・毎日新聞れη~古都民の

写J1を参照)

(写n⑤) イチャノレゴンバ リンチェンザンポ
のisてたといわれるチ g ルテンの中
の開閉の~?1<~~

そのみと，上の寺の僧が通りかかったので質問を

すると， リンチェンザンポは，カルシャとパダンと

ζのイチャ 4ζチヨ ノレテン-a'f'~りそのひとつがζれだと

いうが，確かな流拠はな L 、。.ìf，~ttのあと，ひたすら

歩く。 f丸作戦会滋。 I改終目的地のプクタル ・ゴン

パへ行くには 2つのコースがある。ひとつはチャー

からつり織をわたって川ぞいの山の上を1i<方法。

乙れは短時間だが，つり総-a'>>.~がわたれないため，

荷を運ぶ ζ とはできなL、。もうひとつは， さらに上

流のプルヰ村の大きな僚をわたり，尽をプルオ、村K

待たせてプルヰ村からプクタル・ゴンバへの約 10 

キロを歩ーいて行く方法。われわれはl鴻者を選んだ。

26目。チ々ーのつり俄は古く，まるでつなわたり

のようだったが熊取に対符へ。徒歩で21時間 10分

歩き，目的のプクタル・ゴンパIc(iいた。〈その!削

の山のi点観はすばらしい}

E霊綬で保護されている。チョ ルテンの天井には， I!iiJ プクタル ・ゴンパは巨大なおの洞窟ぞうまく利1円

悶如来のマンダラらしく，宵で触地印ぞ結んだ仏が した巴械のような寺で，はぜかその巨患の上11:， ζ

巾主主lとなり，そのまわりに臼， 7L赤.JJ1. f.J.どの女 の地方では絶対見る ζ とがない松K似た本が一本立
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(句五五4①〉 プクタルゴンバ全段

っている。しかもS々としたE躍をしている。締本fご

という.

カルシセのロンポからの紹介状を出し，与のゆへ

人。た。ヘフドラマはいなかったが，セカンド ・ヘ

ッドラマのヲシ ・トンルップ師 (41J')が気縫11::イ

ンタピ sーに応じてくれた。そのまE約。

ζの、Tは500年前にできた。ゲルッヲ派。乙の4ti

It!ではrilolという名の 3人の僧のグループが〆ディ

テーシ，ン令していた。ある時， リンシェ ・ゴンバ

を作ったのと同じチ守ンセン ・バクスバ・シ zラフ

プザンポが， 2匹のヰズ<11::導かれて乙の地1ζ来て

3人Iとであい， 乙乙 iζ寺を作る ζ とに絞めて， llJ子

のシ忌ンシャティ・イチヤール11::作らせたのがζの

与である。以来乙の寺では，多くの{仰が〆ディテー

シnンをし，現在で も盛んだ。澗胞の中にIム 3・の

illJil! /'jであるイチ々ールのìr!{本が均!t~ してゐり，そ

のわきの'iてからは 1年中，滑らか，.(;J<がわきlliてい

る.イ'fl書11'11立80人。毎年入る小併の放は年々ふえ

ている。寺と村との紡ぴつ与が強<.信領されてい

るので，子供を、?にあずける人が多い。小僧にはま

ず，チベフトdiのアルフ 7ベァトを教え，そしてシ

ニア・モンクとして. 1:級の{併がマン・ツー ・マン

で教えていく 。 17泌から本航的な仏教修業をはじ

めるが，優禿なおI;t.ダライ・ラマωのいるダラム

サーラへ留学することもある。現在も 9人の{憎が行

っており， ダラムサーラから紛った僧はゲシェス

という仏教留学の問士号をもらえる。

インタピューのあと， Jtの中令祭内してもらった

が，との寺の中心はゴンカンだという。告患をうま

く利用している。中毒事iよベラワ。その他マハーカーラ，

マハーカーラの~. ハモ.チ g ジュギャ ル，チョジ ... 

ギ々 Jレの妥はどの傍1が{fj11::つつまれている。写点綴

彩の許可をお願いすると r7 臼閥析も~1 しなければ，

布をはずすζ とはできないJと乙とわられた。

との部屋11::立体マンダラがある，というので期待

したが，中歯風の2まの慎型(1. 5メー トル四方)の

中Ie::1 0センチほどの:ll仏が， 1 0体ほどあるだけ

で，期待ほどのものでは，.(かった。

もうひとつの'批はカンギュール ・ラカンで正而Ie::

経棚， 右の自主がI!!II胞にはっており，十一商餓音と弥

物の像。そして庄のI~ーにはカーラチ々クラ(時輸)

とマハァカーラの型耐が織かれている。さらにもうひ

とつの堂はストンパ ・ラカンで中尊は釈迦如来像，

その両わきにグルリンポチムジ々ンパ(文章まに

チセンパ(弥紛れチェンレジ(観音〉の像。正面

にむかつて右の堕11::Iよマンラ(然防)， トスバ，サ

ンワ(お浴車事 )，チsンレジ(鍛管)の絵，右のm

1 1:: 1まドルジぷチセン(持<í>.N~ トオパーメ(無位光，

阿弥陀)，ジュンドルマ，はどがあり，入口の1i右

の~は両方と志ゴンカルと呼ばれている。また， 右
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(1]J.l③) プクタルゴンパ ストンパラカンの

釈迦牟尼像

( lJJ4③) プク安ルゴンバ ストンパラカンの

(写真⑬) プクタルゴンバ ストンパラカンの

持金剛と八卜凶1氏以!-lt

(写~⑪) プクタルゴンバ ス トンパラカンの

グフヤサマージャ ターラ-~~，量

側のI鳴の下151ζ仏伝図らしきものが織かれているが， はがれはじめており.はっきりしない。
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以 kがプヲタル ・ゴンバの綴!II¥t~か，与についた

時羽が午後3時 15分 ζの寺の..."のあと， a古く

はらはいうちにプルヰ付までひきかえさはければt.c

らず，十分Iζ調1'í:でき rcいのがr~，~だった。

耳目<f.ってプルヰ付1ζliくと，待。ているはずの

時/5とんがおらず，ま勺Eおやみの川沿いのillをチャ

ーまでbどると，彼らは.われわれが11・与のiむをもど

ると思ってi，}っていた .i!I!絡がうまくいかなかった

らしt、。チャ ーで術的。 8月27円。州路!とはイチ

マのゴンパ令是非みたいと思い瓜奇いそがせ 21~jす

マ・ワノグ ・ジグメァト和1lH:インタピ

s一。バタ'ンのじソナム・トンドァ

プ ・ナムキ・ャルデ 1Cの2誌にl(ii白

8月3011 午前 10時 パダンの小rl"予俊弘学。

川令ゴムボートで渡り，カル J 守のロ

ン;jl'の2まにおく。泊。

8)J3111 休炎日。ドイツ人の民俗学r..EvaJ屯

Dargyay友史と会いm綴交決 ロン

ポのソナム・ワンチ ユッヲL¥;Iζインタ

。ユピ

ぎにイチ守付11:11いたが，やはり々は聞いておらず 9月 I 11 トラフク待ち.ザンスカールの先住民

乙の1Xljイテャ泊。

8 JJ 2 8 n 。早<~l イチャを発とうとして大ijJ，肢が

~(狩~民自u の主主した折りの彫刻を

-Iftll彬4ζ行く。午後，カルシャ・ゴンパ

超きた。 PYJII:固につり十tH:渡った路カ〆ラマンのm のfl'1Iζ守のシステムについてインタピ

が，カ〆ラとフィルム.三駒その他， 7;~の費量影拠 品ー。

材をすべて積んだまま，約 10〆ートル下の，川幅;] 9月 211 カルシャからトンリへ。午後 1n与のト

3 0メートルのツ 7ラップ川へ議らてしまったのだ. ラックをみつけて残る。伎はジュ ルド

.(f; l.t (.:， -i'ふりほどいて1"1とあがったが，何物は滋流 -11. 

とともに F流へ。 yiいにもガイドのナムギセルが1.5 9月 HI ジュルドーを'午前9時に尚光.午後8

キロ F縦で硲の流れにif.lいっき，水制約 5&の)11の 1時カルギル11.

中fζ飛び込んで荷をすくいあげてくれたが， るし 9月 4日 午前 10ll!j30分ジープH:てカルギル

そのまま旅されれば.ザンスカールの抗u草分のフィ 発。ムルベヲ flliJのシセッゴル ・ゴン

ルムの3分の lはなくはると乙ろでゐった。 パ(ゲルッヲVOへ行くが{仰イ，{f，。 ハナ

きて，その後のUJA隊の自慢を記すと， スヲの|日工織をJ'ji査。午後5時.ラマ

8月2811 ムネ・ゴンパ近くで符iln. ユル居。ラマユルJtJ樋fi.。

8月29臼 午後211与パダン才;。バダンの丘の上の 9月 511 午前6時ラマユル発。午前 111時30 

ス9クリム ・ゴンパ.tt'i。ヘフド ・ラ 分.レー.n。レ-Aまと合流。
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ラトーとファス プ ン

ーサブ一村の事例から一

サプー村(レーのI菊泌総)5km )は，谷間の入口

lζ形成きれた扇状地IC立地する南北代細長い村獲で

ある。およそ 100世初の戸数があり，そのほとん

どが段業と牧遊民生活を依移している。ごくわずか

の給与生活将(事務凡聖書官，教師など)がいるが，

主主らも段牧l!fを渓l!fしている。籾lぬ-(ll!の定期パス

が，サプー村とレー聞を往復しており， ζの点で交

通の未発速なラダァクにあって，サブー村の人々は

忠まれている。サブー村氏の生活{ムザンスカール

と比べると， レーに近いことが原因なのだろう，明

らかに近代的消費文化がずっと浸透しているが，し

かし依然として街い自足性を保持している。

サプーの村はずれに，まるで緑の級艇を敷きつめ

たようとEきれいは草地がめる。そ ζrcは筒年絶える

ζ とのないZ誌が湧いており，その水は， 1寺1C'ilJ溶!1

4くが全く絶える冬lζ，村人の:l.'t重な飲利水となって

いる。また乙の泉水Iム頭痛や腹痛ほか種々の病気

iζ泌淑!のある必水としてラダタク一般によく知られ

ており，近隣の村務から水をもらいに来る人が絶え

ない。人々にとって大切な ζのJ誌のそばに，立派な

ラトー〈写真①著書照)が祭を:;j'るかのように立って

いる。 ζのラトーは，サブーのアユ地区のラトーで，

「ドルジ ィユド ンマ」と呼ばれる。

山崎正矩

(写真①)

ラトー(Lhato )は下部を日午しレンガや石で円

硯または方型rc積みあげ，上部lζ木の校のl'Rを立て，

その中心IC溢肢を立てたもので，大小はさまざまで

ある。下部の中は宅j筒に4よっており，そ乙Iζは神高官

な毛布j守や殺物が入った畿が納めてみるという。ラ

トーとは.'i名義からすれば， ラ ーが事11または ~II々 ，

トーとは象徴であるから「神のやどるところ」の;む

味がある。いわば「守滋紳以」といえようか。

サブ一村は5つの地区からはっている。乙の5地

区には，それぞれ，その地区を守護するラ トーがあ
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るo J也氏のラトーの名~I;t以下の知くである.

地区千4 ラトーのず，体

サブーフー(中心$) チャグメンギャルモー

ヨッタモス(京都〉 シャムルギセルモー

メヤック (凶都〉 ラグゼギャルモー

アユ (副総〉 ドルジィユドンマ

ゾン (北部} チョーグンスプンドクン

ラトーの名弥は，同時にそのラトーはやとる神の

~11ÎJでもある。人々はζの仰がt.(Iとかにつけれ分誌

を'，)・aしてくれると悩じ，生活の平安ゃmのの彼'i'，

また陥々の災量産から守ってくれる ζ とを ~11R折E唱す

る。

地t(のラトーとは別に，村内11::は家のラトーが多

数める。そのmt.Eは機々 で，村はずれの縦地.畑の

あいだ， IIJ玉城批，民家の隠俄の上位ど!とまつられ

ているo~のラト ーは 1 つの2まだけでのしているも

のもあるが，社会組織の窃から色興味深いのは， 111 

~の'友々が，共泌氏 l つの特定のラトーをイ』してい

るケースである。共通のラト ーを自分i!O)守溢~II と

して以Hする波数の家が，ラダフクで{ファスプン

に具体的にしるせば.(f)フ z レツェリン家，②チャ

ンチュン家， ③ルギ~. ゆピグぷ，⑤フ a ドル家.

⑤パシン家，⑦チ ャル ドクグ京， ζれら 72まがフ

ァス プンml引のII""~Uであり . J生泌ラ トー 「スクル

ギャル」は，①の:ボの!i{似の」二にまつられている。

7)1.はすべてサブー村イ(;0.の家で，①②l;t7ユ地区，

③@@はサブーフーJtl!l>{.@(z)は〆ヤァク地区11:)i!}

E主している。

表 1 フ7スプンWt.H

1 共通ラトーの%弥 椛成長の数|

スヲルギセル 7 言ま

H チョタール 5 

田 クJレゴン 5 

W I~ ラセ Jレラ 4 

v マブザンスヲヲンドヲン 4 

羽 チ g シ~ール 5 

河 バラスクルギ守ル 7 

咽 チェラキ~"" )レモー 5 

K (未調ft) 8 

X ドルレグ 2 

( Faspun ) Jと呼ばれる1つの社会m卜JIをJ形成し ファスプンを附成する ζれら 7つの家が，.ie々ど

ている。 のような関係，例えば税依関係にあったのかどうか.

r 77スプンJとは， i特定のラートを併の紘と いつ頃 7 7 スプンをtM~泌するように従ったのかどう

した. U '/it'1'活に浪~t.(相互関係を耳jする彼放の・ぶ かは全く不明であり，そのH正史については遜色知ら

から4よる恒常的集Elljと規定できょう.大切1.，C.と ない。元々は波紋であ。た可能性も~えられるが，

は， フ7スプンが家集団である ζ とだ。サブー付で ~かt.( 乙とはわから信い.どうやらフ 7 スプンの僚

は，少なくとも 10以上のフ ァスプンml-JIが(l任す 史は古そうであるが，とにかく.;:j(の当人11:聞いて

る。 lì{~，t'd.できた 10のフ ァスプン集NIのラトーの名 も， 普からのフ ァスプンであったとヨうfごけである。

称と制成uのまとめたものが表 1である。 ζのほか ファスプンは1l 1i~1:Tí'iの巾て: IÛ~な俄能を果して

凋1なにもれた家も.必ず 1*以上のフ 7スプンを持 いる。ファスプンを情l泌する潔々は，必要に応じて

。ているというo ~ 1の7 7スプンWI]Iを，さら 相互伏助の関係をもっているが.とりわけ人間生活
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の節目とf"・る， 誕'1，の悦い'H，結師寺式. ~FP:のTつ

において，必裂jかくべからぎる協)J関係をもってい

る。残念ながら，その協)J関係の~腰異例H:j'&する例

会はなかったし， Hf...例の十分俗資科~tリる ζ とは

でき々かった。しかしUH~、たと ζ ろを喜重量告しるすf.!

らば，例えばある米で作ぷ;があった場合，まずもっ

てその家のファスプンの人々が参集し. tr. ij~杖1，1\長し

たうえで，作儀執行のTI~t!をする。勿論，乙のJllI民

u:は，死者の貌~はもとより，近隣の人，村内の人

々はすべて南関IC*るし.まに必要に応じて寸分助

ノJもするが，一切のT耐と指凶1;177スプンの人1ζ

従わねばならなt、。先行に'fを触れる ζ とができ，

illiぷ乙とのできるのは. フ77-.プンのみという乙と

である。が儀は肱めて念入りであり，その手続与 は

おのずとねl~量と f.t. る乙とからも，ファスプンの協)J

Uくしては務儀がお・ζ1.(え伝い。

ファスプノの協ノJ関係が村氏の生活にとっていか

に必波て'あるかは，社会的$111占としてファスプン!I.!

十JIからの排除というん.法がとられることからも1ft:然

で与る。ゐる人がラトーを織したり，あるいはH会

的総簡を大きく泡脱したnぬ令とった場合，そのm
J~として，その人(そして紡幼はその人が似する'友〉

は777-.プンm聞から除mされてしまう ζ とがある。

ιの市IlJ品1;1， 日本の村八分11:綜iするもので， 村[~に

とっては，生活の存続さえf~ぶまれるほどのつらい

制mとf.tる。

lI1;.tIj礼・ 11l.i屯において 7 7 プ̂ンは守、?に.iTi

8必f.r.相互協力の関係~(ìしているわけだが，祭犯に

ついてはどうであろうか。 -J誌のラトーにかかわる年

巾行引として， IEまったものは新年におこなわれる。

新年を迎えるにゐfこり， フ 7 7-.プンのftllf~~I;1~)J

して， ラト ー上部の本の伎の点を新しいるのにW~

とり変える。乙の~J， 下部K納めである市をとりtB

し，なかの:役物のW.邸から，来年の作物の♂lメI-a-，1 i 

はう。その年!l:qXf曲した析しい般物ととり変えたり，

4品名なリンポチェIl:析tJlしてもらった明なる命Jj' -a-

f時たに納めたり志する.ffi年H:1;1.成u速はうトー

に~t手し. <<'l1X 1ζ綿密あげてもらい，何々のUt物を

11111とおそはえして， 乙の年の、ド3交を折自制する。I.IHし

ゃ~I'式のときにも，ラトーへの参打と担11の加滋令制

う儀礼は必ずお乙はわれる。

77 スプンのIM'I~utUlの般剣は祭じられている.

しかし近年IU.r.って.'!Z:化がみられ， ファスプ J 内l)

1ま，どうしてもというならば評される傾向が山て与

にが，それとても欣泌すべき乙とでははく，決して

よい ζ とでは信いし 77スプン内販が然じられてい

るからといって.77スプンを貌族1飾品とする乙と

は~りでゐろう。ファスプンは，原F型的Iζ叙r，;ーとは

令〈異なった然HIである。いうまでもなく波紋は特

定の例人をIJ'心としためる術開の人々であるが，フ

ァスプンは倒人ではなく， r~J を社会的m似とし

て偶成されている 従って総代の交代にもかかわら

ず，家が(:j.鋭する限り.77スプンは制徴的信!l.!tII

を保持し絞ける.ある ;まIζ~代を担うずがf.c~ 、場合，

IU， ~女をとる ζ とによって家の存続を似つ。乙

の制度は， 日本と陥めて英語似している。

一方で. 77 スプンと.tll~とのill彼は. t，i!ζ分・ぷ

殺立の時iζ牛じてくる サブー村のおよそ J0 0批

判Fの家は，カンチ s ン 主家とカンブー ー 曹r~~誌の 2

極績のi!j{からなっている。カンチェンとカンプーは

本家一分家の関係にある。 l}!.. 三9:lが彼の'ド.~カン

チェンから上地や.~Ktの分"jあるいは~km~距はど

H:lUJ力をうけ，独立した1世4告を蛍んだ~がカンプー

である。表21;1ファスプン集団 Iの偶成員であるテ
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々ンチュン家②の波紋凶係H渇IJ~ したものである」

|刈巾のカンブーは， カンチェンの家名(カン Zン)

でめるチ守ンチュンを継1ft.していると共11::， カンチ

sンと悶じフ ァス プンtζ似している。乙のす1伊lから

わかるようiζ，新らしく&立された新家は， それが

分れたiE2草が属する 77スプンの偶成只と I.{る.テ

センチ s ン雲震は主~と新家があるゆえに，災際I;t.フ

7 プ̂ン集団 1，ま 811tmの!」誌によって附1泌されてい

ることになる。

ii2 チャンチ a ン2まの喜型車長関係

内はカンチェ ン
tl:・0・・内はカンブー

・2文字1;1.年令

，-ーーーー・ーー・・・ー、

ロ「。!
: 38 I 35 i 
. トーーー司司開-‘ ' 

i ム 06:
L1273; 

分:まJ主立が古い場合，本:友と分2まが別々のフ 7ス

プン!.I割引に腐している例がある。サブ-t1で|級断

j刊に泌するサブージムスカ〆~(別1fT- :ジムスカン

ニンパ ニンパとは，'i~、の怠)とアユジムスカン'j(

(別祢:ジムスカンソマ ソ?とは新しいの怠)l.t， 

その家名が示すように， 本ぷ 分主主の関係をもって

いるが，現在はそれぞれ別の77スプン11::/iliしてい

る。 Iltr~1ま 7 7 スプン WI'J1 I1， 後手守 I，H~I沼田のt.'IJlJli.

uである。アユジムス力ン11，古くはカンプー〈新

家〉でめったわけだか， 今日カンテェン(.:E~)の

1 っと~えられている。

ファスプンへのfTr島lJJlI人は， そのファスプンのJ己

1Iそのm~Qの1現政または分家でなくとも "1自民でめる 。

X家が， ある'Jit.'1からill保H也から移転して〉持てサブ

ー村氏土地を島市人して，~住した場合， X家か)..111人を

守'Hr77スプンのI.1!'!li.Uからゑ認をf¥}， さらにその

フ 7 スプンの~tj泊ラトーに参鋒し儀礼を行う乙とに

よって， ファスプンIl::}JlI人できる。 ζの場合{よ，先

1ζ例示した本来四分・ぷi処係11::もとづく加入でははく，

}i!i住 笑手~J(l'~条例・ 11::もとづいた新規加入である。

ζの層住・ RれIJ(I'~条件は，特定ラトーへのう:UP.{

らびにそれを支える日仰体系と共に， 77スプンを

W凶として成育せしめている 2大褒ぷであると思わ

れる。ラ 卜-{;'I仰と実利的条件1;1.， 77スプン令支

える，いわliJI(のl刈備であり，稲友11::愉:認しめいは

がらファスプンを!UUlとして成立させている.ζの

いずれにしろ一方が欠似したはらli， フ7スプンt主

m聞として成立せず， )JIJの形態をとる ζ とにはろう。

災干1I的2!!1'I'からいえば， ファスプンの!.'lJIJli.Wム II1J 

一村務内II::};'W'している15がなにかとゆイ干がよい。

災際， ファスプ/WI'Jlの偶成員は多〈同村治11::}，o}住

している。しかし村落1;1.1，，1じでも腐住地灰1.tt1<々に

災'"る。さらに， }.'Hr:村f6を実にする:次によって締

成された 77スプンも橋ではない。ぷ 1のなかで，

m凶皿， LX， Xがその例である。銭円1聞の刷{'j-，~，月

球目5戸のうち， サブー付が2戸， レーに 1ド， :/ 

'"ーに 1戸， ティタセが1戸と I.{っているo C.れら

村元rm，比較的近除の村idであるが， 交通ぶ発注な

ラダッタではr.. j付泌ha;住民比べれば，相花協)JIζは

ぷ(l!!である。にもかかわらず依然としてフ 7スプン

を締~しているのははにゆえか。フ 7 スプン制1氏自

が居住村泌を3唱にするという乙とは， 77スプン古Z

~住・実蔚j的苦~{'t-からのみ成立し存続しているわけ
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ではない一つの.1iELiではなかろうか。絞らを結びつ ファスプンの閥解にとって不ロJ欠である。

けているのはラトー臼鈎lでゐると手まえたい。見逃が 人はパンのみにして生きるにあらず。と/i1JI時Iζ.

しではならない瓜裂な乙とは，ファスプンが特に関 iliを食べでは生きてゆけとZい。 7 7スプンの術成長

与する誕/ι 駁トL.搾式という行引は.lmなる側面 が， あまりの~附1血1t)~H主したならば. h記長相互の

が大きい行事である乙とだ。乙のとと弘現代文明 協力関係を維持することは凶量産となる。2足利的要件

をと戸受しているわれわれは，とかく見失なっている。 I主総たされず，その附成以はおのずとフ 7スプンか

災質的には多くをr.!_うたなってしまった日本において ら機脱せき'るをえない。

きえ.#1'式はいわずるがなであるが，依然として， フ7:>'プンと陥府分化とのi刻iliなど，まだ記すべ

子がとtまれればお七夜やしたり宮参りをし，婚礼の きζ とも多いが，別の倹会Itゆずるととにする。総

11寺には神前て:iiJiを?たれるということをしている。日 後にあたり，結びとして触れたいのは，ラー (Lah)

本では形式のみが絞っている傾向にあるが，ラダッ とははにかという乙とである。村内のあちにら，街

クには，あまたの仏と神が「今におわす」のである。 jsやILJiむの路m.峠や]j'Hζまつられているラー。ラ

乙れら3者仏やド11々 と深いかかわりをもって健治して パ(流冗飾〉が儀礼令通じて交流するラー。 ζれら

いるのがラダックの住民である。 ζの点で，日本人 事t々 はラダック人の生活のゆでどのような位似をδ

がとうの管に失なった社会が今IC1:;~続けているの めているのか。神々と諸仏はどのような附係にある

がラダックであると言ったらgい過ぎであろうか。 のか。ラダックの宗教を知るうえで，仏教とならん

ともあれ， ラトーあるいはラーのれ仰を知る乙とは， でラーの研究が緩めて重要であるように思われる。

一72-



水 伝
作

£
u
d
p
 

二度も私のパスポートはJ111ζ流きれてしまった。

ー伎は払とともに ， そしてもう一度1;J:~の背fζ来っ

たまま。

ザ J スカールのi益 11:';J:I~々五千〆ー ト ルを越す山

の氷河からの雪熔け水がJlIとなり，孜々の行く手を

さえぎる。そんな時はくつを綴り分けに首にかけ，

ズボンをまくるか， 脱~: ， 命綱-å'~~るなど集団で手

Iζ手をとってJ，(~した石ぞまさぐりながら渡るのだ。

ゾンクルゴンバの~~1立を終え， トンリに向ってい

た怠fこちザンスカール，)'~:rt隊もその日乙んは川にぶ

つかった。 ζの“絵になる"光~lを録らないわけに

はいかはい。行きには渡るだけで紛いっぱいで写真

の乙とまで手のまわらなかった弘はそう思っていた。

隊の先頭そ歩いてきた私は隊員たちがそのJlIIζ到UZi

する以前Iζ渡り切って彼らの乙わCわ渡ってくる状

態のアップを望述レンズで，揮3dftのものすときを広

角レンズで強，潤してと考えながら一人で渡り始めた

のだ。

rJIIを渡る時は午前中にしなさいJと以前土地の

人が教えてくれた。寂1削の三十JJtぞ錯す商射日光で

溶かされた氷河の水は午後には川lLdftれこみ水ii!が

tl:lえるのだ。比般的7.1<fi!:の少ない午前中が川i!ftりに

はベターというととだろう。その時はあいにく午後

尚雄一

になってしまい水訟は太ももあたり。それがi直径一

〆ートル{立の特の簡をうずまいて流れている。 f綴

りたいJrreらねばならぬJと思っていた私は行き

には馬方Iζ手守ひかれて渡ったことも，闘の前の危

険もすっかり忘れてしまっていた。

氷河からの水は時に氷もまじりオンザロァクの冷

たきだ。私の足はだんだん感覚を失ってL、く。それ

はバランス感覚も失うのだ。弘の足にあたって小さ

なうずをつくり右から左に激しく流れて行く水を見

ていると トンボ回しにあった トンボのように自がま

わってくる。流されてはいけないと傾けた体の足元

そ流れがすくう。

「あっ」という聞の出来事だった。JlIIとあおむけ

に倒された私はそのまま十数〆ー トル。ょうやく大

きな石11:しがみついた私が中州11:立ちあがった時，

左右のI司からさげたカメラから綴主革新みのフィルム，

パスポートを入れた腹袋からは7.1<が雨だれのように

滋ちていた。

川を歩かないまでもザンスカールの燃もおそろし

い。ったのような校をからませて作った太い繍を三

本わたし二本ぞ手でっかみ一本の上を歩くサーカス

の縦わたり風のと，丸木を二本わにしそのl聞に平ら

な石を目立いであるだけの織に大別される。イチセル

令。勾，



村ではkf;の以上易のっとうで向う).j1!Lテント令板つに。

笠臼乙の.[itre-a>波って辺Iともどろうとして二度目の

水難民あった。彩、{;t隊uたちが~をひいて渡るよう

すを写そうとやや綴れた位置2からカメラをかまえて

いた。弘の~は村の子供にひかれて三番同 K~Jrり出

した。力強い時だが ， らょっと五~!ilIJ神経がにぷい。

総の点中あたりにさしかかったと ζろ. kt~は左前~を

石のI仰のiIIt{ζ浴した。たらあがろうと右前足でもが

いたが，その.lEも減K. 雨前足をプ(1ζおとした馬は

バランスを失いそのまま数〆ー トル下の111へまっき

かきま。

Jiliはすぐ泳いで停にはいあがってきたが..ftlんだ

私の粛と必のリュックは微Cとはずれて流れていく

ではないか。私がもっていたのではまたいつか水1ζ

っかるかもしれないとわざわざ別の持物にいれた船

影済みの'~軍兵広H~~ . カメラ . パスポートをいれたま

ま。ほう然とはり ，むすすべを知らなかったねが

「なんとしてもとりもどきねばJと流されるリ "':1 

クを追ったのはだいぶ下流に旅されてからだった。

石乙ろfごらけの川原を追うが，川の流れはそれ以上

Ki会L、。 ζの尚&三千五百メートルでのちょっとし

た五Iiiflbは大変忠告しい。以がきれ.リュァク'e5i!.~ミ

い.うもに.iJjいかけてくれたガイドのナムギセルおが

見えなく伝りそして希望をうたし、かけていた。

JlI!L沿った.iUを鴎でiEiっていたコックのタシれが

笑顔でド流の方を指きしながらもとってきた。ニキ

ロメートルくらい F流の対j;!Iζ我々が~Ij共月J 1ζ持っ

ていたAミいアノラァクぞイワーにナムギセルおが予を綴

っている。見れば足元にはあのぷ色と亦色のリュ y

7があるではないか。 ζの氷のまじる，手足々 ではjJミ

いつく ζ とのできない恕の急流そ泳いで彼はひろっ

てくれたのだ。胸It熱いものが乙みあげてきた。

rl~たちはぶTごちじ'!'ないか，当然だよ J 何度も感

謝する私iζ彼ははずかしそうにLょうのだった。

今度の旅の成*である主主p応tG:jを，取材するカメ

ラを ， 身元を保~îEするパスポートを，二日r b J 11 Kdti 

し，そのOClt肝をひやした払は f危険の中の安全を

協に考えねばはらない綴滋カメラマンの1正本Jを改

めて思い知らされた。

なお小林隊t"lの実家浄土、与からいたfごいたお守り

も ζのパスポートとともに二度とも ζの水~tlζあっ

ている。
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壁画 の撮 影

ーその技術と苦労談一

1箆同{よ生きものだった。ただのペンティングであ

り J ~与のテクニックさえ持ち合せれば嬰耐などm

l:I'勺ζ鍛長躍がrli来ると思っていたが盛大な考え進いで

あった。お与の堂内Iま良晴樹で天井から差し込{J'一

条の光だけがomーの照明。太助の位at変化で光が微

妙1<:移動し，堂内K¥'!.ち乙める鐙とほこりと色とが

あやしげに ミックスして，その中に賂かれた壁画が，

浮ぴJ:ったり ，沈んでしまったり ，)通常では考えら

れない独特な変化が撮影を困難にした乙とは現実で

ある。ラダック地方のゴンパをニ十五ケ省以上も撮

影して耐l司した今もなお，すべてのゴンバのお堂が

復章程修奇r.c1:きものとして，:Uの心R燐きついてい

る。まったくカメラマン泣かせのパケモノのようは

生きものであった。

ラダァク地方，酋チベァト ......。私にとって，ま

った く米知の世界。それに一度きりしか綴影ができ

はい速い世界であり ，出発自白から絶対応失敗はゆる

きれないという豆大な使命があったため，ス ター ト

三ヶ月前というものは，ラダック地方を理解する乙

ともさる ζ とながら ，カメラの選定tζ大いになやん

だものだった。お野山大学の二回の調査綴告舟令何

度も何度も読みかえし，(，吉野山大を訪れてlftl~ さ

れたフィルムと 8;:リ映画を参考K，可能なかぎり

加藤敬

のテス トをくり返し， I此終的には松長教授らの指

導で，ラダック地方のゴンパぞ惣定，ひとつは宿

坊である泌葱定院の広!筒で，またひとつは製本大

塔の特別縦長居詳可をもらってのストロボライテ J

ングやフィルムのテストを.illね，tJj発ぎりぎりまで

カメラ，フィルムのI設終決定をのばすありさま。未

知の倣界への銚!1¥li1ζ大いに迷ったものである。迷い

に迷った給泉，カメ ラはプロニーフィルム使用の中

製カメラ=マミヤRJ36X7版=に決定。レンズは

魚眼から 200 ;:リまで6本.ホルダ-4 ，を主体

にしてサブとして 35ミリカメラ=キヤノン=を 3

台，レンズは 17;:リから 200 ;:リまで7本，特

殊レンズとしてンフ 卜35;:リレンズをm必しに。

照明もm気のない位界であるから発泡機tとするかス

トロボにするかも，悩みの績で'あった。 I詰終的には

安全性をとってストロポiζ し，アンプレラを二つ使

用する ζ とで墜阿面め反射を先liくすことにテス トで

成功{ましたが，光長tが半分になる欠点志位じ，ス 9

ー卜 l狗から悲しい条例・を余儀なくされた。~而から

の反射にストロポ光IEの平均化をその場で知る必~

皮もあり，白黒のポラロイドフィルムも持参して，

完鍵をWJした ζ とは現地で大いに役IC立った。現地

ではポラロイ ドの記念綴影さんとして変な人気もの
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となり ，その他，ラダッヲへ持ち込んだフィルムと

機材は，ブロニー(6 X 7版)五百本=エク ターE

PR三百とエクタ -EPDニ百本=35<リフィル

ムKR64a本，ポラロイドフィルム百パァク。ス

トロ ポ大型凶台，小型二台.アンプレラセット胸付

2台，三脚.I国立.フラッシュ〆ーター，鉛!品剥 ，

など。その他の物;tで含めると災大'..(f立になって，

隊の持ち込む全体filの3分の 2を占めてしまい.食

糧の持ち込みがほとんど不可能になった。 ζのため

隊良からうらまれる乙としきりであった。

四ヶ月というロングマンスの録影の僚には.I可と

苫つでもチームワークが第一。 このたびの隊ほど，

ðt.r~チーム fごったわりには ， なんの ト ラブルもなく

無事に終った ζ とを，うれしく怒った乙とはなL、。

それにひきかえ僚の途中でのアクシデント1とは大い

に凶った。仕事を始めて閲もなく ，山(:5.巴千メー ト

ル)魁えのためロパKカメラB主将を積んで登る途中.

ロパが七〆ートル下の狩場K転滋。ストロ;j(が般隊

してI設初から苫しい綴泌の旅となり .M後主でス 卜

ロボでi5雲監の旅をしいられることになるとl<t......0 

寺から-Jjへと渡り応のような毎日。一度では終ら

ない時は二度三度と訪れ，そのたびに新しい発見

をし o童l面とス ト ロボ光との呼吸， 闘で~ただけで

は分らない自在住国の奥にある色彩がストロポの光lζよ

って鮮明に表現され， フィルム氏陣~しだされるとい

う，思いも寄らない結果も多々あった。立た反対tζ

蛍内の婚と自民]るえないちり ，何世紀もそのままの

墜についたは ζ りがストロポの光をはねのけ，全然

映らない結果を支ねいにり.などなど大変いじわる

は壁画Iiも多くあった。そのダダッチぷりはカメラマ

ン泣かせそのものだった。乙のように トラブル，ア

クシデントも数々あったが，楽しい綴膨の旅で隊員

全員の総結集が一万枚という世界的にも学術的にも

r'l ifiなフィルムを1ftる乙との出来たことは，私にと

っても大変うれしいことである。 ιの結泉が栄華本

とはり ，大写真版となる喜びぞ河野山隊一行と毎日

隊 a行とともに分ち合いたいと思う。

第三次.il1，s'i:隊，パンザイ。
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民衆 と ラ マ 教

私は，毎日隊の隊Aの一人としてd野111大学の調

fill:参加させてlJiいた。今回の調査地主主であったヒ

マラヤ ・カラコルム山脈Il:I!llまれた乙のiI!iチベット

.ラダック地方は1康史 tで多くの戦火をまじえてい

るが，厳しい門然と五千メートルを越える山岳地域

であるがゆえに，仏教文化が守られ.I止界以後の:R

Jlfiとさえいわれているし，現在もチベッ ト仏教が人

ぴとの生活Iζ息づいている。

チベァト仏教は通称ラマ教と呼ばれているが，そ

の潟H;I.インドの大梁仏教である。主主務的iζは中観派

あるいは峨滋派にもとづいて独自の教理!を展開して

いる。八i量紀以後のインドの後期密教の影響を強く

受けている。ラマ{I'lt.こらは ， 経!I~を読んだり経!民解

釈のJ時義を聞くばかりでなく ，担書家のよう 1ζ自分の

日市医とする{mIL 1ffl依して，その師を通し修行を般み，

mりの追を求めている。ζのような療は，釈S事が亡

くなられて，経典が{乍られるまでの閲，法を伝Z詳し

ていく方法として行われていたものであろう。

ラマ教界の段高伎にあるダライ ・ラマ法王の存住

もそれと悶じである。現在のダライ ・ラマ十四l止は，

ラ"'1'{仰の頂点であり .民自民の父でもある。 ζ のダラ

イ ・ラマ法王の1M史は三百年前から始まる。1.Ifil童の

化身と信じられていた第十三世ダライ ・ラマは 19 

馬場 |沼道

3 3年Iζ亡くはり ，それと同時lζ第十闘世の化身然

しが行われた。チベァト政府やr.;j{問らがてFLfにした

がって首f(.Jラサ(現在の中凶鍛 ・チベァ ト自治区)

の東北Iζゐる小さな村の段家のずどもを傑し出した。

ζの子どもこそ現住インドに亡命中のダライ ・ラ?

十四位その人である。

ζのようにゴンバ(寺院)のリノポテェ{活仏の

住総)もl腔E強制ではない。一般人の家庭の兄郊で肢

も緩秀な子どもが.占ーに入って{I!lとはる。そのため

ラマ仰は{患の高い人が多L、。ゴンパによると三百人

くらいの仰が修行していると ζろもあるが，各ゴン

パの頂点にいるラマ{仰がリンポチェと呼ばれるのだ。

リンポチェはダライ ・ラマと刷機にi則自の化身とし

て探し，喝された者しかなれない。だからあるゴンパ

のリノポチェは，わずか十四才の男の子だった。ラ

マ教の化身説をたずねると ，イン ドの輪廻転生の思

怨にたどりつく 。またリンポチェに対する民衆の噂

敬の念。はすばらしいものがある。

ゴンパは.{I'lたちの衣食住を支えるために寺領を

もっている。寺領で働くJ.!!!氏たちは，収f躍の三分の

-~ゴンパtと収めているようだ。また{簡は日常にお

いてもiM:¥!t.c役;!I1Jを泉にしている。{僧侶としてのa

i諜のほか， 寺小屋の先生をしている人， 医者 . ~占
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いなどをする僧もいる。仏教徒はi円から名前をつけ

てもらう習似なので，宇'，f~'1Æ更にもなら"，くてはは

らず.~男 1号 !;<ì主は白分の名前はど ζ のゴンパの

どの仰が駄の名付け観であることを知っている。

また仰の行なう文化活動の一つに前期IJ，型u告があ

る。祭になると1¥'1)たちは仮面をかぶり.衣5長をつけ

てIji{邸jを彼認する。スピトクゴンパという寺院では

{凶が!笠Ij['Iを捌き ，またはかでは数カ年計凶で大仏を

作り ，その大仏殿もill殺されつつあった。仰は修行，

学問をするだ11でなく ，ζの地方の指導者であり，

校術者，タレントでもあり，あらゆるl耐の仏迎行者

であった。

そういう仏道行者が民衆の精神の支住となり，生

活のよりど ζ ろとはっている。民衆とラマ教のっとf

がりの深さを象徴するものに“マニ鎗"がある。乙

れはlIi筏ー|センチ，長さ十五センチくらいの金属の

問問で，その巾1とは終決が入れてある。マニ紛がー

!叶伝すると，その経典を一回読むだげの功徳が/(1ら

れるという。Il!iii.!iの商人や.円なたは・つ乙をするお

ばあちゃんたちが，マニ絡を主わしている。

近代文明からi泣きぎりにされたかのような地方で

あるが， ラマ教はζのように人びとの生活の「わにし

っかりと線ざしていた。

ζのほかテレピ ・ラジオはど一切のマスコミから

痢自在されたJl;!.lftにいると，いかに自分が情報tζ文配

され，ふりまわされていにかを泌感させられた。 t，'i

綴を断った令部での会ぷ1;，1..自分でも鴛くくらい生

急便きとしたもので，自分自身の111淀でおができる

のでゐった。
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二 つの ラ ダック

ラグ ヲとは，ジャム ・アンド・カシミール州の

州r.Jiスリナカルから約二百キロ采にあるカルギルと

いう阻J~rl '心とする地滅。そとからさらに三 (iヰロ

山県へ行った19iにあるレーを中心とするレ一地域。

およびザンスカールl.li脈を狭みレー地減のItJはがiu'1

するザンスカ -Jレ地践の総弥を指すが.乙乙ではレ

ー』也械をラダァクと呼.$:c.ととする.

ラダフクにおりるほとんど全ての村滋は，インダ

ス川氏t}:ぐ文派が山l向から出たわずかはギ11以ζ. !U

Jr~状 11:成立している。村溶から村総までの鼠・般はお

よそ 10-20キロ。その閲，ノド 同本1..い111・t沙任

・此仰が紛き ，i::il~~ した 11与の村滋はそれらの 1'1 っぱ

い糸似色と村総の緑とが鮮かなコン ト ラスト~ぷし ，

カオスiζ対するコスモス ，必いは，それn体到!'Ilし

た活動体といった印象そ受ける。そして.インド(カ

シ<-ル)とラダフクを分ける険しい山脈と共iζ.

乙のH液はラダ-;7を題解する上で自:i'll!でゐる.

その村地主IJ，ちょうど日本における ruニ悩サンJ

11:吋たるロンポ令筆頭IL.ローカルドクヲー ・オン

ポと呼ばれる占い島li.百3民 ・村のおかかえ弘人 Ui'

~n( ) 11:分けられる俗なる人々と ，ぶというゆなる

jMj~l!tょ凶から成り立っている。

村治lζ対するコンパの果fこす役A1Jりは大主 <X.

足立安史

多岐にわたっている 仏教本来の人の生と死K係わ

る諸問胞の処.fIP.は勿ぬのこと ，マトー，パスゴーの

ように村の数行を受け持つ険l刈であったり ，また養

ってゆけない村の {'IJ~H内めるいはl凶行と して引き

取る，人口を調節する機関の役抑制立たす乙ともある。

というのも今ラダフクII:~討する伴.!iは . ~類 ・ イモ

の毅然と 111'f.のIb.牧 ~(Íはう平山半牧である上， 何

分にも勝作可能地f1j.J，;1文<.自給自足であるため，

i"i:ってゆける人口が彼られてしまっているのである

一方，先liど見に俗1"る人々の区分であるが「身

分」を表わし1tt0l!的でめる1.';1，で，カースト IL似た断

級事'Jt変ともパえる。が.。ンポJ'H証一人の労働者で

ありその点小作人とjn]ら変わらはい。他の小作人Iζ

混じり .!lD:を明いはがらJlIl:去をメIJり脱殺を行'"う。

又.I収獲祭等一年の内紋t< (il.{われる祭りともな

:tl.li，鎗Iζなりチャンと呼ばれる地酒を飲みながら"&:

ふ tすまで欽い腐る。 ζの1:'~IL .ll討する限り主主々がふ

だん使う怠昧での師寺級とはかはり飽きを災にする。

ζ うした抱と俗とに拘われ，山下を追い回すおお

らかなラダヲウを-}J'とすれば. もう一方にある もの

は，近代的'.1.物1'1文|切にs取られにはなやかなラダ

ァヲである。

ラダァクが外向人の前11:11iぴIJlIIb.されたのが七年
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的。その後微光客が問え始め.現地の旅行代政広の

人の認によれば，昨年ζの地を訪れた観光客は六~

七千人。本年は一万人に主主すると言う。ラダック R

レー (LEll)というl町がある。かつて妓後の王紛

の首都として栄え，今:tた対中間Iζ備えるllFJl(1均飽

設や州行政の巾心地として，その賑わいは他の村務

11:は見られないものがあるが，そのレーでは，食料

品(缶詰め ・ビスケット・コーヒ一等)靴 ・衣服類

. 時計 ・ 総fr( 万勾ュ~ll .ポールペン等 }沼機製品(

ラジオ・懐中電気 ・カセットミ事)土産(宝石 ・タン

カ ・仏像)など織々な物品を売る広が並ぶ一方，理

容広や写真J;5まで営業している。さらに路線パスが

巡行し，レーと各村議との交通告容易lとしている外.

三日Iζ一度の苦tl合でともされるm灯.大々的に新築

中のゲス トハウ 1等々.観光地化の進脱と共IC.新

たな物質文明が.乙のl町の風~{を一変させようとし

ている。

~-lかな物質4ζ担われた文明が ， はたして人々の幸

福lとつながるかどうかはさておくとしても ，ζ うし

て鋭光地化してゆく ζとがラダックの人々にとって

有益かどうかは，大いに疑問である。

まずroーには，インフレによるラ ダァク人の生活

への圧迫である。線光地化Iζともなってインフレと

なる乙とは臼本でも縫井沢4とみられるi通りであり，

その中で直後的な利益を受11るのはもっぱら尚!苫や

宿泊胞設の経営に携わる者であって一般住民ではな

い。かえって彼らは，インフレのシ?寄せを一身Iζ

受Iする彼得者とはり易い。レーにおいて自iJ者l;t.ラ

ダック人ではなく，スリナガルからやってきた者主主

である。いくぶん都市イじされたとは蓄え，現在のラ

ダック人は，自給自足的な半肢と#牧によって彼らの

~E討を立てる者が多く ， 現金収入の限られている上

たとえ文明の力を佼つでも .ラダァクの自然的 ・1出

型的条件は~::riの鉱大あるいはて;l:iの導入に対し消

磁的である。次第11:顕著となるであろうインフレK

対し.彼らがいかに対処して行くのか。思えli.イン

J ド共和国の成立と同時に，ラダックの王制l;t廃止

され，インドIC細入されてより ，ラダック人は少数

氏自民のーっと して統治の客体 ー対象へと転化してし

まっ たのであるが，今さらに政治IC加え経済の面に

おいても ，イニシアチブの低下が予怨される。

aこには，副教徒の流入である。十一1股紀，ラダ

ッタ iζ仏教をもたらしたカシミ ールがその後回数限

となるや，しばしばラダァクへf)入し，それはあた

かもラダック仏教史の裂而を構成するものであった。

結局そうした試みがラダックに根づくととはなかっ

たが，乙乙1C35.ってカシミールの問教徒逮は，薦人

として伺の争いを起ζすζ となくレーの町を閥歩し

ている。レーにあるかつての王宮の下Iζはムスリム

寺院が鎗ち，もはやラダァクー少なくともレーの町

を完全は怠I床での仏教関と呼ぶζ とは，出来なくは

ってしまった。

ラダックは，今，大きな岐路にさしかかっている。

しかも今立で見て来たように.どうやらそれらはラ

ダァクの人々にと ってあまり好ましくない方向に向

うものである。十一世紀にまで湖る仏教の伝来は，

それまでの風鼠を一変させ今日のラ ダァクを導いた

が，今や.それに並ぶ第二の社会変動の時織にさし

かかったのではないか。こうした状況の到来に対し

ラダックの砲と俗が，いかはる対応を示すのか注目

したい。
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日 程 表

6/19 小林，以A;:の耐名， ll-!Ji( ( 1(1.市'む 1へれき負Hi隊 f俊勝隊Jk以ト 6れ}と合併t，Jtl司装備分化。

6 20 M終山験。

6，21 11tH隊と 小， 塚の~I' 81ν，先滞。 IJ~川:1!i住 C 15 : 30 )デリ -"1:II.!JIC 23 : 00 )。

6/22 (・n校後金.休ft。

6/23 デリーヲ~ ( 6 :30)スリナガル-liC8 :00) 荷物の絞f私パステ守ーク-f.配。

6/Z1 1主俗. 食縄お隣λ.

6 .125 ~長備. 食mcl'M.Ilλ.(.lj物パ ッキ J ヲ.

6 26 スリナガル発 (8 : 30】カルギル 7，( 21・30】

6/27 カルギル発(6 : 00) ~， -1I ( 1 7 : 00) (.::jjj{，j隊員と現地で介dft。

。/28 休ir:日。 E霊，高， レーiIi内のホテル般し。 f仏局留院大学，;I，'I1'i.811: Itliの.m脳会IC::参加1。

6 29 休~日。忽， 高， リキル"J~へ，~l'川基f，L; O)依頼IC::行く。

6 ，'30 t家， i電の 2 名，先tζ レ-1.11泥へ~ ;ぇ，~人り， 1) :_.，ポチ "IC会いil'jJ'iの依倣と{何肢のー凶iを矧を交妙。

午後‘議倉協力の悶ゆ司 'Ji(7)食料HI釘Jn.へ<;;<泊。

7/1 午前中.加護.小. 足立.ヘミスゐ人り.午後佐.山崎.馬湯.ヘミス ~J!I合流。午後へえス泊の

7/2 へ<;;<寺号マ将司と祭句のtIら1"i'わせ。

7 / 3 

へ， ;;<祭の鴻任。

7 /5 

7 6 へ Eス寺嬰両桜影。

7/7 へ<;;<寺町耐鍛影。佐.t家，i3iの 3名，先iζ レーに似る。

7/8 総長凶tる氏家助教~， 1古多の 3名，デリー発 (6 :30)レー到-li( 9 : 40 )佐等出迎える。

夕方ヘミス隊レーに陥}り全~LlA-旅する。

7/9 f，f-.liU. (今後の凋伐の打ち合わせ)

7/10 l刊íll~1 シz寺とす，グ号ムサー与のiIIlfJ1の綱位。 i家，常は午後{t、数fr学学校へ。

7/11 ニ 守ルマ寺J調査。~f，f-/.t。

7/12 へ<;;< .，'f，~，~貸BE<紙佐， 氏I ;市〉とシ忌、J'!墜翻綴WIHC加，小， 足，馬)とニャルマ守遺跡災

dIlJf:lE (縁，山，常) 三f:lEtc::分れ，~h'io

7/13 パスゴー寺調査t.t家， ~セプシ，ンの打ち合わせとニャルマ治郎のð)IJ!.t闘l'ド成。小休去ら

7 /14 パZゴー守議資。山，常，;;<ム 9へh<ルート.iWfiへ。 i家. しセプシ_---(7)司，1~倍。fX~一市内(7)ダ
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クバンガローにて仏教交流~. -t<プシヲン開館。小t本長。

7/15 常，山をi!l!えに佐， ;'屯ニムまで行〈。他lよ休li。

7/16 早朝.加..m. 足，シェ守写楽品1影H::行く。氏，高， 先1ζ滋1喰，~h't.のためリキル守へHI滞。以後

寺K宿泊。他はマンギ急行きの準備。骨骨.縁体長。

7 -'17 リキル寺尾l災::tr，W)灘貸~常，山IJ.I+A.

7 18 松，佐，山，加，足，馬. pの7名l孟サスポール王子からマンギュ'，'NJlU十、。氏. f軍，lfj， ~屯の 4 名

はリキル、~" trl l.品~J恨の鴻1t。 小.~休 J't。

7/J9 総隊， マンギュ与町，;~jfi。後で総，佐. j;耳， pの4人レーに先rc，Mる。氏隊， リキノレi..'jl曲賞後滋J~の

.Vjj宝。小，常体i~。

7/20 総，佐，常，小の4名はレーチュウコル.ill跡調子'io氏隊，タ/]リキルよりパスでレーに織る.マ

ンギュから加，山，足の3人志レ一応対る.馬スムダ行きのiV似

7/21 松，佐. .m. ?;!;. pの5名は7)レテからスムダiζ向けtll発。 111のパ'胞で野営。緩，高r;t.74ヤン

~i:へ祭りの.~'J1'H氏41ftへ， 午後氏， E寄がI， ð 、，~Jのタン力関限fJU主主7.淵1'1.。午後，小. t家， ii主の 37"，レ

ーチュウコル.ill繊の災E乱調査。加，山，足I立明日から25日までのアルチ与写真仮面陸のl¥'un. 
7/22 経隊.小スムダ.:11ft.氏，加，小，山，足の5名はフィヤン才t，サスポール守調査をへてアルチ

寺壁画綴~凶M1.以後アルチ泊。啄，高はフィヤン守tζて祭りの節織のn予を記録。

7/23 絵隊.大スムダ与の必死をし小スムダu:::て的。 i家，高，滝rJ.1，'偶アルチ与に行き氏とJtIζ リゾン

守鴻n。
7/24 紐隊、小スムダ.... ~;品目任，山の叫'ßII で俊?功。氏. t家， E寄，滝の~ 1円， フィヤン，'j':，スピトク&刈ti。

7 '25 俗隊ーアルテ 11: .\，1り ， 力日， 小， 山， 足のアルテ与!壁画~IU彰HEとの縦しレーに帰る。氏. 7.Ii.マト

オ寺，スピトク守，ス 9 クナ寺:.11'宅。 ~， レーチュウコル.illr"..の災測肉作成。

7 26 早塩田 (4 :∞) .佐.t軍，加，滝の4千'I.フィヤン祭の調作へ先iζIII党後で他の隊良色合流.

i左，常，山，腐の 4告はザンスカール刊'tuaのためお容で如}る。

7/27 塚，氏. ;竜の 3:t，. フィヤン祭の淵ftへ，氏• .， ;'竜の2名は昼前 1C，1111;;，。他の隊fJ.はラマユル，

ヲンラ;羽1tとザンスカール3還流のため食(，1.後{紛の準Wi.

7/28 ラ7 ュJv. ザJ スカールtζ向う予定がジ eープのおり合いがつかず休みo t霊I孟フィヤン毒事の凋命

，、
7 29 馬，常，足の 3名rJ.昨夜からトラックで(.:1物lJ!:。松，加，馬，小，足. pの6名はラマユル:..'j必

査泊。 {主. i電，氏. 1有，山の 5 創立ザンスカール行き，カルギル ic'てrli~l. t家， フィヤ二仰の刈1't"'o

7 /30 くレ一品目ft隊、 l くザンスカル，~h'H~ >

総隊. ワンラミ5・a泊代泊。 i家記録mJ唱。 I佐隊.バザールへt!出し守 トラァヲ{Jl!FfI~ 

7 31 ワンラ与からラマユル存調査を終えレー| カルギル「バニカル P，¥¥ Dゲストハウス。
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IC. :1.，1る。線記録i&lJll!の

パニカル「バル均ヨト『シンモダンサ吋ジュルドフィヤンヨiのリンポチ高，i家，加，松，8/1 

スムダの熔{情。ェcc.会見。篤，足.小，

ジュルドー，ラ ン ドン寺「ペンシラー1・，テブラ「トヲ松，加，馬.足，テモズガン、予へ、続レーに8/2 

ンリ。合11 り他71レチ泊。小r.u物~.ìlliひ'アノレチ行き

tf'1. t家 8/16までリキル占、等で護1~ .;t，11主.

-偽『シeーカル『アテ 4ンートヲタ内ト。ンリ1JIm4 名.小スムダη~ltd~ (8/6ま

で)俗休4室。

8/3 

(<-+ゾンヲル寺)~シャー均ル。トクタ松血!U~興開。8/4 

-トラハン「ラシャーカル・シラツ g 寺「トタンリ

‘、./ミ

Pスピトク1j;;1のCavctcmple，鴻資。総，8/5 

-カルシ..，F ・"τ， -〆 t総記録核廃。8/6 

-トタン 'J→サニカルシセレーに紛る。俗記録書~Jlll。カ日隊‘8/7 

サニ→トタンリ ψ カルシ..，総午前巾ニ守ルマへIJj，lh'i。午後..公，8/8 

P はスピトク寺調査。首日，IJ、足，

テュチージ守ル、子凋任。スタクナ寺溺ft.ID，馬，小l;tマト '1..... 1'， 

足休養。カ日，

8/9 

カルシ々寺減ff。

カルシ守→リナム可ピシュ{キロ放は概算〉

8k I~ 

チ z ムデーi与謝倉。

チ皐ムデー守足はタヲタクJa--

~?~?寺、

加，馬，

8/10 

8/11 

ピシュ『ペヲン ・ピドモー・ハナムル
8k 4k 6k 

ハナムル『ファルフィ号峠『ジン't""，ン

10k 7k 
ジンチ z ン→ニ g ルツ"'~ラングマトプテ

4k 8匙
ラングマトプテ川、 RマヰラllIi ・サバンラ峠「・jン

2k 3k 3k 

のり以品t~。低小はパ兄ゴー寺実測.lWfi.

スタクナ、，~，'I;県鎌~。級休養。

アルヲト守主主tl撮影

チィクセ寺写真綴~。 止E村で帰る。

'J /ン4ーからアル1.，~..企泊。

マト a寺，

8/12 

8/14 

8/15 

8/13 

レ， " 

リンシ z寺調ff.

リンシ三・ムグンラ鯵，スニトヲラ峠『スキ

Ik 2k 
s ンパタ『ゴンマ・テュバラ.~ .ュルチ s ン。

Ik Ik 2 k 
山はもとのlliを5口IIUかけカルシャにもど

氏常.

11 

。
8/16 

8/17 

依，，篭，

レーを出発ヰバールヘ唱

(尚，是正はヰバー，，"ζて必態調査を総似

する}

~. E軍，

る。途中ザントラに立ち寄りまぬIζ会見。

ユルテ s ン『シンギラ・争『ミテラ.~-.ヲョ

6k 9k 
氏.常.

トクサ

。。。。

/J 8/18 



8/19 7 ルテを出発サスポール，'i'.~h'fを終え1- I 氏，常 7~ トヲサ・ンルシルラ由:.! .ln'l、!I{。
~k 3k 

-Ie: ~tl る.

8 a>休'j!W. 氏，常営小長4・ ・パ ./9 ンナンマ『ー‘タヨト z ラ畠.~-.
1k 3k 12k 

シラヲン。

8/21 休 J"tI J。 氏，常ン号クン ，シ四ラ「プリ:_"'1'iラ動→号マユ
ヤ 12k 2k Ik 

I~. 

佐，滝，山，カルシャ向Ili。

8 22 フ fヤ.，.， ，')"とグ "'ì;~.ol'j ft。 氏，常号マユル ・・カラツ" (トラァヲ)

佐Fま.カルシャで休f:i。

8/23 ::<トッヲの巡跡調行。氏.官官の2名，カ |徒隊カルシ守『線制〈ゴムボート) -ピピティン

ラツ司よりレーlζ町}7.l0 -バダン ((.:JIJ.訴まはトタンリj経111) 

8/24 fえ常レーを去り柑l同の訟につく。 r~~ I佐隊 パダンー・パルダ z ン寺→ムネ守

チ 4 クセ .S:調査。

8/2; 総量~.ツ‘モ蛍調tio

8〆26 紐，レ を去り対闘のI主につく。

i左隊. ムネイテマール~JIIべりの砂浜

佐隊.砂浜ー・トインバツ，， 9 〆『テ守--プヲヲル

守，プルネ・テャー

8/V 休Jill. I佐隊司テャーのME，イナヤール

8/28 加，小，馬，足，アルチ，'1三綱吉n階品1 I j在隊イテ守-，L- .ムネ

影(7 )レチ11'19/Iまで}

8 29 加~~.アルテ綴影。

松， 氏，常， 日本1itl向。

佐隊，ムヰ→パタム(スヲクリモゐ.l'jfま)

8/~ 匂 iを隊，バダム・波刈(ゴムボート) 町カルシ ャ

日

1

2

3

/

/

/

/

 

a

6

A

V

n

w

d

A

V

 

11 t本t長日。カルシャ11'10

匂 力 Jレシャ滞在， トラック下寺ら

" 拘ルシャ→トタンリ『ジ .1 Iレドー

" ジニ匙 " ドー F ・カルギル

9 4 11 カルギル ー・シャルゴル寺 ・ハ7;1.? ~ラマユ

)11 

9/5 ザンスカール隊{佐.i竜，山人ラマユルを'，'1初出犯しレーに11117.>。レ -jftUIHIHアルテをたちレー

Ie:制り合流する。

9/6 休奈U.
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9 7 スヲクナ占晶t払 j竜，山，サプー村.;Jjf'~。

9 8 テ e クセ .N;晶u怒。佐，滝，山.ティクセ舟，マト aJi，スピトク才~':'~'j~il)

9/9 テ 4 クセ .. tl~品i 修。滝，山，タクタク 4. チ z ムデーJi，サプー存，1\1針。

9 10 スピトヲ、Y似影。佐，滝，山， アルチJi. リゾン才i，サスポール寺凋l'fι

9， 11 アルテ占孟刷1'，t2階. 3断A!影。

9 '12 7 ルテ占 =:11'l';:t2再考守 3WillW。滝，山， サプー寺J凋任。

9/13 アルテ品、 -.Ii可・i;i:2僚， 3 r~約品i民主 パスゴー，'i;晶}彬。 f虻，飲送会。

9 14 休占込書書JfP.II. スト号イキ Iζてフライト1''11:0

9 15 fJj 臼~J: 3約{佐，馬. ;竜}州凶の泌tζっく。

9 16 ツ記モす;t品IW。山. 9/2O;tでサブートt.J."向。

9 1'/ A ピト?.. ~ ， シ z守.サ J カル，'flfdJ;!ん i家. [J広恥}~.

9/18 スピトヲ Jf・ 7 1ヤンJ年*1影。

9/19 7 ィヤン ，'i~~。

9 20 へi;t. ~i似彬引佐，馬， ，屯. 日本総I時。

9 21 グル'!;t鋭敏』。

9/22 グ，I，;'.ì;~描l~。

9 /23 アルテ... tj'晶U~。

9 '21 アルテ，'i. 7 ンギ.>zy lWtt:n 

9 25 アルテ Ji晶i影後 Lーに刈る。

9/26 サブ-;'jjt，1彬。

9 27 A タヲナ.'i1W払

9 28 '!j ~'tØ!~r. (紙小，足，山〉帰国の主主につく。

10/12 "1点.fJE何千'.， UA¥:M凶。

<柱、 勝記号

総一総長EJW. 氏自氏家助教俊， 小 一小林Wi:M. t軍一坂本隊長，常 -1ït多 ~lA. 高 -t.:;~1隊A.

俊一佐藤毎日隊々 1~. 加四湖IJl島カメラマン~.屯-/ìll カメろ'";1 ;"馬 -11>場~~A，山一山崎 ßl. A. 足-

Jt! il隊員。 P トクプテン ・パルダン舗。
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チベット仏教文化研究会所蔵備品目録

A.調査機材・備品

〔調査機材〕

M， 名

テント(エスパース4人Hl)フライシート ・内d長付

ツs.)レト (2-3人胤底付)

111¥圧計

~尺( 20 mffJ. 5 m)lJ) 

コンパス

(カメラ関係 〕

品 名

カメラ(ニコン }'M. F E)本体

レンズ(3 5脚 F28.マイクロ 55 "M}o' 3.5 ) 

カメラ(インスタント ・カメラ .コダァク EK300)

8 <リカメラ (ELMQ 6 1 2 S目 XL

磁lfIまH ミノルタ ・オ ートメータ-n ) 

ストロボ(サンバック AZ-3 4 00) 

三脚 〈スリック S-104)

-カメラ ・ケース(ハクパ)

その{也アクセサリー

(!結晶 〕

品 名

スライド|映写綴(ツインキ ャビンオート)

カートリッジ

ライ ト・ 埼('/ク兄

スライドま整理ロッカー(吊下げ式.2段)

事務用ボックス
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数 iet

2セァ ト

2セット

i 

3 

2 

数 I詰

2 

2 

1 

2 

1 

1 

l 

l 

1 1 

数 i孟

1 

5 

3 

2 

2 



B.文献資料

〔図書〕

チベ ッ トJtH刻係

欧文闘4系

g:ft必

(経 典〕

1 6点

2 2 t¥ 

1 "J.':¥ 

1 8t¥ 

1 . rtags rigs kyi rnam bshag chos kun gsal bahi me lod shes bya ba bshugs $0 

1I(la-25a) 仏教哲学学校寄賂

2・bsdusgrati don kun bsdus pa legs b~ad mkhas pa~i dgat ston bshugs so 11 

(la-21b) 仏教留学学校~lIl'l

3・ bcom Idanちdaskun rig gi cho ga rgyud don gsal bal:J.i s百inpo bsdus pa yid 

bshin gyi nor bu shes bya ba bkras Ihun gsans snags rgyud pa grva tshan gi 

chal don gton rgyun 1 tar bkod pa bshugs so 11 (1 a -3 2 a ) リキル守所蔵

. bcom Idan 与das kun rig gi cho ga rgyun don gsal baちisnitI. po bsdus pa yid 

bshin gyi nor bu bum bskyed nag haros su bkod pa bshugs sO 11 ( 1 a -1 3 b ) 

. bcom Idan与daskun rig gi cho ga rgyun don gsal bal:J.i snin po bsdus pa yid 

bshin gyi nor bu与idbari chog nagちgrosS u bkod pa bsh ugs so 11 ( 1 a -1 9 b ) 

・bcorp Idan l:J.das kun rig gi cho ga与iphyi rol mchod pa nag l:J.gros su bkod pa 

bsh ugs so I ( 1 a -9 a ) 

. bcom ldan l].das rnam par snan mdzad kyi smon lam da白 1bkra ~is bcas bshug. 

s so g ( 1 a四 5a ) 

・mgondkar yid bshin nor bul:ti gtor chag bshugs so g ( 1 a -1 0 a ) 

4・dpalgsan ba I:tdus pal:J.i cha ga nag don gyi rim par bsgrigs pa bkris lhun po 

gsans snags rgyud pa grva tshan gi shal与dongton rgyun ltar nag l).aros su 

bkod pa bsh ugs so D ( 1 a -7 a ) リキル守f9rh't

. dpal gsan l:J.dus pa!li bshag bskyed nag l:J.don bkra sis Ihun po rgyun pa grva 

tshan gi l)don rgyun la rje thams cad mkhyen pas shum lIag mdzad pa bshugs 

so I ( 1 a -7 6 b ) 

. dpal gsari. baちduspal).i burn bskyed bkra ~is Ihun pol:J.i rgyud pa grva tshan 

gi hdory rgyun Itar bkod pa bshugs so 11 ( 1 a -1 9 a ) 

. dpal gsan baちduspal:J.i mdun bskyed bkra $is lhun pol:J.i rgyud pa grva tshan 

gi ~dun rgyun Itar bkod pa bshugs so s ( 1 a -54 b ) 
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. phyi rol mchod pa bshugs 50 1 ( I a 8 b ) 

dpal gsaIl baりduspaちidban gi cho ga smon lam ~i5 brjod bca5 bshug5 so 1 

( 1 a 7 6 a ) 

5 . dpal ..do rjeちjigsbycd kyi shi rgyas kyi sbyin sreg gi nag ~don 11 (ワ点 ・謝明

次第)

6・dpalrdo rje I)jigs byed kyi shi rgyas dban drag po gi sbyin sreg dan g~in pobi 

sbyan chog I (~Tw .謎j併次第)

7 . rdo rje sgra dbyans glin gi shal f:ldon dpal rdo rje与jigs byed chen po与isgo 

nas dban gi sbyin srcg bya thul (JiA'.l!f-"次第)

8 . dpal rdo rje tjigs byed kyi shi ba与isbyin sreg bya thul kyi cho ga I (等兵滋

I快tJ¥徐)

9・f:lphagspa bskal pa bzaIl po pa shcs bya ba thegs chen poりimdo n (la-58b) 

10・I7phagspa;Cs I-ab kyl plu rol lu phyin brgyad stohpau(l a-567b) 

J 1 . log gzuns dai1 .J grva lna J gser bod bcas bshugs so • ( 1 a 5 a 9 a ) 

12 . mdo snags gsun rab rgya mtshol;li snin po mtshan gzuns man bsdus bshug5 50 

目 (la-90)

f:lphags pa tjam dpal gyi mtshan yan dag par brjod pa bshugs sol (la-342a) 

I)phags pa ~es rab kyi pha rol tu phyin pa sdud pa tshigs su bcad pa bshngs 

so 1 ( 1 a -3 5 2 a ) 

13 . mnam mcd tson kha pa chen pos mdzad paりibyan chub lam rim che ba bshugs 

50 11 ( 1 a -5 2 3 a ) 

bya凸 chublam rim chcn moちiS8 bcad bshugs so 11 ( 1 0 -1 () a ) 

14・bkaf:lgdams kyi skyes bu dam pa rnams kyi gsun bgros thor bu ba rnams bsh. 

ugs so 1 ( 1 a -6 0 b ) 

15・khyabbdag rdo rje tchan pha bon kha pa dpal bzan pos thun drug bla ma与2

rnal f:lbyor dan I sdom pa百i~u pa I bla ma Ina bcu pa I snags kyi rtsa Itu. 
n sbo ma po bcas kyi b~ad krid gnan ba与izin tho mdor bsdus bshugs so・
( 1 a同 48 a ) 

16・rgyalba bskal bzaIl rgya t5hol~i gsun rdo rje I)jigs byed dpal~ bo gcig pa bdud 

la5 r川 m rgyal gyi dkyil chog las bdag与jugbya tshul f:ldon sgrigs nag bo ~gro 

jes su bkod pa bshugs S0・(la-90b)

17・sgrolma dkar 5non gyi bslod pa bshugs 50・(13-19a)
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18 • sgr。ω1ma m】 a~片a剖la bsh主ipaJ与)icho ga dpag bsam sI百lema shes bye ba bshugs s。
目 (la-24b)

19・bcomldanちdasldan sman bla与imdo chog sniil pO bsdus pa yid bshin nor b・

u shes bya ba bshugs so 11 ( 1 a -1 5 b ) 

20・chagsum bshugs so 11 ( 1 a -1 0 a ) 

21・rjebtsun sgrol ljan bla mcd lugs ne brgyud与phags ma~i shal lu白 cittamaりi

las sgrub thabs rkyan pati J:don sgrigs zur nu bkol ba bshugs so a 

( 1 a -1 6 b ) 

. skabs gsum pa bshugs so 11 ( 1 a -1 2 a ) 

jo bo rjeJ:i bstod pa bshugs so o ( 1 a四 6b ) 

rje thams cad mkhyen pa tsoil kha pa chen pos ran 百idkyi rtags brjod nams 

mgur du stsal ba mdun letama shes bya ba bshugs so 11 ( 1 a -8 a ) 

. dpal Idan sa gsum ma bshugs so・(1 a -7 a ) 

. chos gos dur smrig sogs bshugs so 11 ( 1 a -1 4 b ) 

. myur mdzad ma dan I brkyans ma sogs le tshan brgyad bshugs so 11 ( 1 a -13 a) 

. J:phrin bcol phyogs bsdus bshugs so • ( 1 a -5 a ) 

22 . rje btsun rdo rje rnal J:byor manaro mkhaQ. spyod kyi sgrub thabs thun mon 

ma yin pa bde chen百elam dan I dkyi 1りkhorgyi cho ga bde chen dgaJ: sto-

n bcas nag J:don bde phyir nagりgrossu gsal bar bkod pa bshugs so 11 I)di d-

ban dan byin r!abs thob kyan rim gnis kyi zab khrid ma thob pas blta bar mi 

byaりoH ( 1 a -7 0 a ) 

23・rjebtsun rdo rje nal !)byor manaro mkhめ sbyodkyi rim g右目 zabmoり1百ams

lon vaidura shun ma与ithem skas shes bya ba bshugs so 11 ( 1 a -7 1 a ) 

24・rjebtsun blo bzan chos kyi rgyal mtshan gyis mdzad paりiりbyunbshi gtor ma 

bshugs so I ( 1 a -5 b ) 

25・gtorma brgya rtsa gton tshul rje bla ma pha bon kha pa bde chen pol;li phyag 

bshes man nag nagりgrossu bkod pa sku gsum nor bu l;Idren paQ.i mchod sbyin 

りphrulgyi si占 rtashes bya ba bshugs so 11 ( 1 a -3 0 a) 

26・thunmon rten I:brel sgrig byed paりilha rnams mnes byed bsans yig bshugs 

SO I ( 1 a -7 0 b ) 

27 . thub dban gnas brtan bcu drug dan bcas pa la mchod cin gsol ba gdab paりl

tshul khrus gsol dan bcas pa thub bstan rgyas byed yid bshin gyi nor bu shes 
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bya ba bsh ugs so 11 ( 1 a -4 0 b ) 

28・lharnams mnes bar byed pa~i bsans mchod bkra S isちkhyilba bshugs I ( 1 a 

目 26 a ) 

29 ・ ~dus paちphags1 ugs ky i sgr u b that、smdor bsdus mchog gi dgaちstonshes b-

ya ba bshugs so・(1 a -3 5 b ) 

30・sdompa gsum gyi dka~ baりignas la dogs pa dpyad pa sdom gsum nor buhi 

byi dor shes bya ba bshugs so u ( 1 a -4 7 a ) 

31・dpalIdan dmag zor rgyal moちisgo nas rno mtho凸 sgrubtshul de与i与brasb-

~ad dan bcas pa bshugs so 11 ( 1 a -'1 9 b ) 

32・dpalIdan Iha mol)i cho dan与brelbar ma mo与i~khrugs SkOflS gto白 tshul

bsh ugs so 11 ( 1 a -2 0 a ) 

-brgya bshil;li cho ga legs tshogs kun bsdus gegs sel kun phan nor bu shes bya 

ba bshugs so o ( 1 a -2 5 a ) 

-yum rgyasりbrinbsdus gsum gyi don bsdus ~es rab snin pol)i sgo nas bdud 

bzlog gi rim pa bshugs so 11 ( 1 a -2 2 b ) 

33・dpalIdan Iha mo dan I sku lna I rdo rje grags Idan bcas kyi thugs dam bsk・

an ba dan I dgyes pa skyed par byed pa与icho ga gsol mchod mdor bsdus tin 

hdzin Iha yi rol gar dnos grub kun gyi gter gyur ces bya ba bshugs so 11 

(la-19a) 

34・ dpal maro mkhal:t sbyod dban mof:¥i lam rim pa g斉iskyi zab khrid ji ltar no-

s paqi zin bris ~in tu gsa凸 bagnas gsum mkhaり与groりisnin bcud ces bya 

ba bshugs so o lha mchogりdinid kyi dban dan khrid ma thob par ran dgar 

nams mtshar ltad molJi lshul du ston pa dan blta bbyar mi run no I (1 a-

124 a ) 

35・byanchub lam gyi rim pal)i dmar khrid myur lam gyi snon hgroQi dagりdon

gyi rim pa khyer bde bklag chog bskal bza凸 mgrin rgyan shes bya ba bshug-

S $0  11 ( 1 a -2 5 b ) 

36・blama daIl spyan ras gzigs dbyer med kyi rnal l)byor dnos grub kun Qbyun 

shes bya ba bshugs so 11 ( 1 a -8 a ) 

37・mitralugs百ebrgyud thun mon ma yin pal:ti thugs rje chen po phyi sgrab na-

n SOfl kun sgro~ I gyi sgrub thabs yin bshin nor bu shes bya ba bshugs so I 

(la-lOb) 
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38・tshcdpag med narl sg1'ub ~chi med Iha Irlal;li sgo nas brtan bshugs l;lbul tsh. 

ul l;lchi med dpal sbyin dan I de dan bbrel babi mkhalヲりgrobsun bzlog gi c. 

ho ga l;lchi med 1'do rje年isrog mkhar gnis kyi nag I;Idon bklag chog dkyus g・

cig tu bsgrigs pa mtho凸 ~cs nor bul;li me lonりchimed l;ldod rguJ:li gte1' mdz. 

od shes bya ba bshugs 50 n ( 1 a -5 5 a ) 

39・zablam bJa ma mchod pa bde Slon dbyer med ma dpal i}kho1' 10 sdom pa dan 

ちbrelbaりirnal J:lbyor百amssu len tshul gyi cho ga nagりgrossu bkod pa shar 

byuri dan bcas pa snan brgyud bdud rtsihi zil thugs shes bya ba b5hug5 50 

(la-49b) 

40 ・ ~es rab snin po I gdugs dkar mchog grub I de与ibstod pa I sen gdoIl ma与ibzl. 

。gpa bcas bshugs so • ( 1 a 2 5 b ) 

H . gso sbyon I dbyar gnas I dgag bdyc I bslab byal;li sdom tshig I tshun d1'ug bdc. 

n gsol smon tshig sogs sdom pa gsum dan hbrel bal} i skor byan grol khan b. 

zanりdzegpal;li the ma ska5 bsh ugs 50 11 ( I a -7 1 a ) 

42・ayonpadmai)i rnam thar bkab than bsdus pa bshugs 50 I ( I a -I 7 a ) 

43・りphagspa ses 1'a kyi pha rol tu phyin pa 1'bo 1'je gcod pa shcs bya ba theg pa 

chen poりimdo bshug5 SO・(I a -3 7 a ) 

44・

Iha mo b1'gyad rtsis gzaちりbrasdan bcas pa bshugs so I ( 1 a -8 a ) 

E見観荘厳翁 (27!X)

大采王E厳正経治~(83 !X)

体制伝符l.b量投究第一乗定性i倫(4 5枚)

法法性分別論(7枚)

中辺分別指矧(I 2枚)

(パスゴー寺所属髭 ・写真)

45・blama d1'ag po thugs sgrub gyi las byan dI10s grubちbyunbal;li mdzes rgyan 

shes bya ba bshugs so・(1 a -1 9 b ) (写真)

46・blama drag po年ilas byan dnos grub J:tbyun ba b shugs so I ( 1 a -1 2 b ) 

(1;~ ) 

47・cabchos shi kh1'o nes don snin po sgo na5 ran dan gshan gyi don mchog tu 

sgl'U b pai)i la5 r im la por pai} i m un gshoms kun bzan th ugs l' j el} i shad m dz. 

od ces bya ba bsh ugs so ( 1 a -1 1 9 a ) (写只)

C.仏具類 1 7点
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.itJの資具

D.民俗 ・生活用品

E.写真資料

1 3点

7 F.，¥ 

徐 1[nJ調1・E凶(スライド 23 ~ カラーヰガnL臼以ヰガ 36{$) 66~ 

司l2 luJ.l1質問

ラダッヲ.f:I1(スライド 760.ヰガ9-t!-) 85~ 

ザンスカール.f:I1(スライド 19.{1o.ネガ 21洛) 4 0巻

司):3凶.~h'Wl

ラダァクJtl!峨(スライド 12 n<.ネガ lO~) 22~ 

ザンスカール地民(不ガ 5~) 5巻

flJ日隊(1削除l仁般彫のスライド)谷間品約 1500コマ分 (6X7，w)

( 8ミリ映画〕

首)2 [IIJ.~~ 1'f. 1必

リキル、5息災滋娘。')，!L!1i! u皇

ザンスカール紀行 3巻

耳)3M必至E凶

へEス寺の然り 2巻

リキル守の~~の.1L!U 6.{1o 

フィヤン:Jjの祭り 1~ 

ザンスカール紀行 l巻

く備考>

C.仏具鎮およびD.民俗・生活用品は第 1(eJ .話~2 凶綴各省参照のζ と.
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第三回チベット仏教文化調査団収支報告

)'t').総紛 5.005.000 01¥(世1']) 収入総紛 5.0 1 9.782 

くl刈以〉 く内訳〉

'" 1111理助金 2.000.000 本山媛助金 2.000.000 

大~"-f理助金 1.000.000 j..空旨mWJ{U 1.000.000 

硲{司 合 2.005.000 寄付金 2.005.000 

頭金利子 1 4.782 

支出総理由 5.0 19.782 

〈、内.:R>

泌佐賀 3.426.355 

.， J. ~'.U'l量材 ・ フィルムII，IJ人代 4 5 1.640 

主主韓~~儀 費 58.800 

保険 ・主8&，t'1 110.180 

潟m臣F型t'1 269.915 

曹15-~作成費(1 500:lll) 600.000 

'1'務的 102.892 

.'、

く:*: IH IVJ 細 >
ジープ・9ヲンー ・パス'IY 3) 3.995 

巡WIY 3.4 26.355 
人件 ・馬舗i基1を 247.160 

/(~ 'tY (~j;( . 大阪「デリー
謝礼 ・土庁ty ) 28.4 80 

スリナガル往復5入分〉 1.1 7.1，-1.10 
自炊呉その他厚l Jfl!~lii岱 96.1 4 0 

r .. j 〈カトマンズースリナガルU:
現地""迷食~1tY 104.340 

ぬI入分〉 1 10.000 
官王貞微材 ・ フィルム r~ 45 1.64 0 

I叫内 lI'f(t~ (広島 ・尾 道-.，::i野
フィルム'l'l 21 3.1 70 

IlJ-大阪 ・東京) 26 1.600 
八 2・)~事材 2 台 208.000 

耳目{f'l~ (ラ~7 空 ・ サ'ンスカール・ 1
マイクホルダー 6.080 

') ずかレ ・デリー 6入分量E
フィルター 2.920 

7 0臼rm) 990.200 
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第三回昭和54年度調盗団派遣
三脚 1.890 

寄付者御芳名

ポラロイドカメラ 19.080 

111池 500 金百万円 t与野山住際会

5主的機材質 58.800 

ツエルト 21Ii 21.000 
'(Q;t拾万円 h"i弁A9時

カセットテ プ 9.100 金給万円 高峰秀If，j 後飯島大中Jlllf教

I~内食料購入'l~ 28.400 

浄土<Jj( U;Iゐ!.'J尾道ifi) 
保険 ・4除盟主'l'l 110.180 

金五万円 阿部野~Ùlr.: 稲4定義yi 制問脊玄

調1"tf時 jl-l!~ 269.915 

ワA現像 ・幾f.J'l量 169.915 金'$万円 麻生態光伊鈴木俊術品凶信了

八 E・JI羽目J四ル 9.400 

アルバムt1 90.600 
辻微禿 Jtぷr.li観 I11 J吾郎QB会

傾{';~作成費 ( 1 500 音。 600.000 円通寺{広島県神辺町〉

'JHiI'l'l 102.892 金氏万円 北川智紙

一
文li:J具 54.4 20 

i必l<l1白 14.450 
金弐万五千円大学教AイIぷ

コピ四代 8.460 

凋ff打合せ会t~ 25.562 〈順不IriJ 敏称略}
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団 日 名 簿

I.ßl~ *丑ft有慶

く高野山大学隊、

~~ 1立 総長有慶 (官官教学科教{受 1929 H;~U 

ノJ、、 ~I 氏家昭夫〈仏教叫寺島J助綬 1938句集)

3c.! u 小林敏警(筏李主主許斜修 t:;;'，I! r，~$ ~ 1952低金)

日 :t; ~本佳透〈仏教争終修 1・ 2 化学qJ 1955年生)

jIj; ~ 常 多昇(仏教学科4&ド在'r.'" 1951年生〉

通 訳 高岡秀鯵〈名古』最大f芦~.:r. 1943是正生)

ぇ毎日新倒4土隊>

隊 k 佐軍事 鍵 〈毎臼新聞礼会百五犯行 1942伝生)

qi 山 加藤敏(現代企ぬきっ1Iろ代波乍五五I2主 1936忽生)

，、
S‘ら 針 山崎正短(臨済宗興lIl¥与61IJ臼:Cl 1946銑生}

匂fl助手 篤拘置昭道(浄土.t:J~正.ì~世マr刷位。餓 1945 年生)

'1] A i竜雄一 (毎日新聞りsJ4R古川百 1919年生)

IIJA助 F 足立安史 (早稲lU人"'/<f1.冷却Hiti.(f.争仰)

-95ー

，1:1)地~，IJ U~)ll:ll/II\';目配邦円ぷ野山 680

和歌山V，HJI 1iIl /JI$~$' )1Bn::;型flU318

広島~I，v&il rh!l.!?.白羽J20-28浄土寺

広島即時帥F込町1制樹6“自福寺

大阪府淡ンいIitr.JT1320-J 

~~iMrlìl蹴tl.{犬四1聖地28-34 I 

ホ五umUtlll谷区itl!1}I.3の21の249

札綬，i;111~ (2_( jtlî条点 4 了g

ガーデンプラザ503

.!lUrllll>tiJ+!(2_( ?i-巾5の 2の II 

宮崎県自由民~，lifJ塀酋2の3のJ5 

1蹟lfirlJ I!t! Jヶ谷区儲"t坂 53 3<1>2 

ニックハイム保上ヶ谷6I 0 

*京郷小野区，g自2-11-4

ぬ方

(閉和55年3月現在〉



小 l 条

:n 2 ~主

r!'. :i 条

チベ ッ ト 仏 教文 化研究会会員IJ

本会r<tテベット仏教文化研究会とぬし.'IJ!請所をお21111大乍内Icinくの

本会l;tテベァト仏教文化の研究と.. ~~ l'iを1:1的とする。

A>:会 l;t布の目的を述hえするために，Ii.の 'Ir~ を行う。

1. 研究会の胸骨r

2 テベヲト仏豹文化の同地給(fとtl約の収ID

3， 研究と調伐の成!I!刊行.その他

:n 4 ・条 本会のま旨Ic~trlljするおをもって会員とする。

fれ 5 1: 水会の会員令分けてんの -~11 とするa

正会長

~助会負

担~ 6 ~長 本会r;l寄付金およびff!山公的舎もって.i!l!'i;Iし，fllUJ会t!れまlJlllζi.i!める。

:n 7 ~ '*会』ζ左の役員をlli<。

会長 11; 

副会長 I名

重量与 若干名

役員 1H名

併 'Ji l'!i干名

m 8 条 役以の任務， i1IlW. fT:Wlr;t々 のIIJI句である。

1. 会長は日野山大乍恨L~が"'Jり . A>:会を代表して， 会務>t統JlI!する。

2. 副会長1;1高野山 À''?併If.d);~ り.会i止を総佐するの

3. 参与 r;t~員会の;Rめに応じて.本会の慣 lïを遂行するための助3を行う。

4. 委員 l;t~負会を組織し.A>:会のゆ~を遂行するための全両.~符 11:当る。

5. 幹事はよ会の・!Il!i!行11:関する。JI拐をm当する。

6. 参与，~岳良 ， ~・!'は会長がJ;;t;j若し.任期 l;t 2 fl!とするがlfilfをさ，[にげはも、。

;n 9 ~民 木会の規則変更，その他・11t; ~ 1 幽 lよ役A会の決議によって行う。

(本規定は昭如53f1!3[J13口より鈍行する)

(lJ~文縦紛}
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チベァト仏教文化研究会 郎副15t{f:/ll収支質問(昭如55m3JI t 5 11111作)

<411入の総}

5 3 ili/ll'よ句繰厳令

H1 r~会的

<<W，，'} (7411U分〉

HIVJ会'('j

ffl~和'H-

!H 

701L!J651'1 

~ 2，000 " 

:¥6. I 5 0 11 

10.000 " 

6.61 7 " 

800.032" 

~ 1行会mn

8 ，リフィルムMlI!!代

宮、 ー玖:隊'11務19

fi判事提銀行{ァ，レバイトft)

会合q~ (綴合会岱111色合(f)

コピー/t

文民只It

.iJJi /， i'{'i 

61~1主主/.~\ 370.61 6円 (5 5 {1: I立へ総厳命)

-¥17-

70.620円

1 50.984 I'l 

67.668'1 

65.000 '1 

48.1 40 1， 

4β24 " 

9.500 '1 

13.480砂

4 29.4 1 6内



編 集 後 記

ラ 9 ッヲ I也b・1ζ銭王子するチベット官官教の文化.ìl'l~l を拠地..1lfî正すべく. Ã>: IU)虫ぴλてj'! "H，，)~びIC関係各方

1(11の御.f11!貯と多大佐るm助tζxえられはから. ~Il拘 1 5 2 $J，Ï以米ひきI!，'，~、て首) II~ の学術.J.~1't凶が派遣さ

れることになった。乙の聞に学内には I.，.・ベッ ト仏敏文化研究会」が没収され.JlU 1"1の品目白l引がもたらし

た成~IC)，~いて次1'1Iの調査計Ilfgが制1幣IC以後 . ~.Hされ，必至EのZ1~隠はill.艇をみた。そして今191. 総長教

J!，'lを I.J11立として fjíÆかつ経験~'-i~f1.l ~J.lW:加えて.給付新聞凶係者の参加をえ. t.~色のあるきわめて強力

な凋itl.J1が組織された。勉鰐~r.JIで liゐるが三カ H余りの允突した学術品命令終え.もろもろの新発見， J己

t-t. ~!l.!~.多く のnìßな成果を収めて.全u書証明総同する乙とができた.そして ζ 乙にその綴5 l:がと

刊される必びと伝った 心からrllj肢の必を必ずるとと t， IC f!.l像を絶するようは拠地のきびしい懇条件下

の労:41ζ耐えて.J.1ftfL当たられ.MI崎されるや正Jちにいち年<.その.. ~j官邸f ヲ\:-i> 111められた凶伐をはじめ

とする隊uれ伎の，1T.々 I.f.らぬ将い熱ふに.叫僚の敏kt.と感謝の怠を表するI欠mでめる。占らに ζの識企Jt

11111が総統され.これを餅み足として，はお-hYJのl必見4がIUられる ζ とを;念総lし服Jf，yして.制!f.!のあとがき

としにも、。 (チベァト仏教文化研究会〉

第二三副刈野UJ)三学チベット仏教文化調重量団報告白

J 980年 3月20日 印刷

1980年 3M 30自 発行

編集発行所 チベヲト仏教文化研究会

〒648-02

印刷 所

拘置t山県伊IiIlll!l高野町高野山

鹿野山大学内

TEL 07365-6-2921 (It> 

.iE 尖 II 印 刷 所

〒601，;(/ID市l将l五i.'!総門脇町6

'I't::L 075-672-1381 

(1I':f.:A.'.) 
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